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　雨が降ふっている。

　屋や根ねからしたたる雨あま粒つぶを眺ながめながら、黒くろ髪かみの少女がバスの停てい留りゆう所じよにつっ立っていた。小学校の低学年から中学年あたりの年ねん齢れいで、茶色のカーディガンとジーンズを着ている。

　全体的に地味な印象の少女だった。

「……走って帰る？　この中を……？」

　あたりは一面の田園風景。民家も近くには見当たらない。少女にとって見み慣なれた景色ではあるし、自然に囲われたのどかな環かん境きようは好ましいが、こういうときには困こまったことになる。

　少女が暮くらしているのは人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくにある村落だ。八時間に一度のバスに乗ってとなり町の小学校から帰ってきたところにタイミング悪く雨が降り出したのだった。

（買ってもらったばっかりなのになぁ）

　少女は自分の服を見おろして、ほんのすこし肩かたを落とした。

　着ているのは高こう価かな服ではない。しかし裕ゆう福ふくではない家庭に育った少女にとってそれは、デザインや値ね段だんにかかわらず特別なものだった。雨と泥どろで汚よごれてしまうのかと思うと落ちこんだ気分になる。

　十分ぐらい経たったろうか。雨音は大きくなるばかりで一向に晴れる気配がない。

（仕方ないか……）

　ため息をつき雨の中に足を踏ふみ出そうとして、少女はふいに動きを止めた。

　頭の上に傘かさが差し出されていた。

「間に合ってよかった」

　聞き慣なれた太い声に、少女は目を丸くした。

「迎むかえにきてくれたの」

「ああ。帰ったらまずお風ふ呂ろに入らないとね」

　そう言って、少女の父親はやわらかく微ほほ笑えんだ。




「美み紀きっち、雑ざつ誌しの読者モデルやってるんだって。同い年なのにすっごく色っぽいの」

　少女は弾はずむような声で言った。学校での出来事を話すのは楽しいし、好きだった。少女が暮らしている村落にはほとんど子どもがいないため、よけいにそう感じるのだ。

　隣となりを歩く父親はにこにこしながら黙だまって娘むすめの話を聞いている。少女が一方的に話して、父親は一言もしゃべらない。親子のいつもの会話風景だ。友達や母親とするような会話のキャッチボールも楽しいが、父親とのこういった時間には、不思議な安心感があった。

「日ひ南な子こさんはそういうことに興きよう味みはないのかい」

　ふと、父親が珍めずらしく口をひらいた。

　日南子、とは、少女の名前だ。

　実の娘むすめに「さん」をつけるとはずいぶんと他た人にん行ぎよう儀ぎだが、日南子は父親に「さんづけ」以外で呼よばれたことがなかった。彼女もそれが当然のことなのだと思っていた。

　日南子はわずかに面おもてを伏ふせて、

「ないかな」

　と、小さな声で答えた。

　半分は、噓うそだ。いますぐ雑ざつ誌しの読者モデルになりたいとは思わないが、そういった華はなやかな世界には興味がある。しかし自分の家が華やかさとは縁えん遠どおいことも日南子は理り解かいしていた。

「自分に正直に生きたほうがいい」

「えっ」

　心の中を見み透すかすような父親の言葉に、日南子はどきりとして声をもらした。

　どう言葉を続けてくるのだろう。という日南子の不安をよそに、父親はそれっきり黙だまりこんでしまった。父親の沈ちん黙もくがもどかしいと感じたのはこれが初めてだった。

　濡れた雑草を踏ふみわけて、林の中の曲がりくねった道を行くと、唐とう突とつに拓ひらけた場所に出た。

　小さな木もく造ぞうの平屋がぽつり、ぽつりと点てん在ざいするだけの、きわめて小しよう規き模ぼな集落だ。

　ふいに、父親が日南子の腕うでをつかんだ。

「待って。日南子さん」

　声は穏おだやかだが表ひよう情じようから柔にゆう和わな雰ふん囲い気きが消えている。

　父親は警けい戒かいするようにあたりを見回すと、日南子の体を大きめの木の陰かげに押おしやった。

「お父さん……？」

　日南子は不安げな眼まな差ざしで父親の顔を見あげた。

　その頭を大きな手が軽く撫なでる。父親の武ぶ骨こつな手は、その力強さとは反対に、恐きよう怖ふにふるえているように感じられた。

　父親は深しん呼こ吸きゆうすると、上着のポケットからなにかを取り出した。革かわのチョーカーに十じゆう字じ架かがくっついている。十字の中心にはつるりとした紅こう玉ぎよくがはめこまれていた。

（これ、見たことある。美み紀きっちが、つけてたような）

　白しろ十じゆう字じ教きようの信者でもある同級生の姿すがたを脳のう裏りに浮うかべながら日南子は思った。

「あれ？」

　しかし、すぐにおかしなことに気づき、首をかしげる。

　自分の知っている十字架とは微び妙みように違ちがう。十字架の長い部分が、上を向いているのだ。同級生がつけていたものは、下を向いていたはずなのに。

　逆ぎやく十じゆう字じの首くび飾かざり。そのシンボルが意味する背はい徳とく性せいに、まだ幼おさない日ひ南な子こは気づかない。

　父親は日南子の細い首に腕うでを回してチョーカーをつけると、低い声で言った。

「これは…………ときに…………」

　ひかえめに発せられた父親の声が、雨の音にかき消される。

　日南子は「えっ」と訊きき返すが、父親も焦あせっているのか、日南子の反はん応のうに気づかずになにかを言い続けていた。

「使うには…………を壊こわして…………ると………………………………ろう」

「えっ。えっと。えっと、お父さん。なにを言ってるか……」

「いいかい。僕らは奴やつらにとって完全なる悪だ。でも日南子さんは関係ない。もしも殺されそうになったら抗あらがっていい。その権けん利りは、ある」

　父親の言葉の意味がわからず日南子は困こん惑わくしたように瞬まばたきするしかなかった。

　足音。ぬかるんだ土を踏ふむときの不ふ快かいな足音が、建物の方向から、近づいてくる。父親の体からだ越ごしに見えた光景に、日南子の目が細くなる。

　黒い祭さい服ふく姿すがたの神しん父ぷ。袈け裟さをまとった坊ぼう主ず。小人の霊れい体たいを従したがえるどこの部族の者とも知れない女。宗しゆう教きようも性別もばらばらな人々が、ぞろぞろと集まってきているのだ。まるでミュージカルか祭のようで、笑うべきなのか驚おどろくべきなのか、日南子にはわからなかった。

　しかし父親の顔には明らかな恐きよう怖ふの色が浮うかんでいる。日南子を背せに隠かくし、ふるえ声を出す。

「村の人間をどうした？」

　すると、先頭にいた神父が一歩前に出て、無む表ひよう情じようのまま答えた。

「殺した」

「なっ……」

　父親は絶ぜつ句くした。

「恨うらみに思うなよ。メレク教の総そう帥すいは再さい三さんにわたる警けい告こくを無む視しし、悪あしき風習を改めなかった。あなたたちは裁さばかれるべくして裁かれるのだ」

　聖せい職しよく者しやたちが一いつ斉せいに詠えい唱しようを始めた。さまざまな異い国こくの言語が混まざり合い歪な音を奏かなで、彼らの持つ神具を淡あわい光が覆おおった。異界の怪かい物ぶつの影かげが虚こ空くうからすっと浮かびあがる。

　白銀しろがねの装そう甲こうをまとった兵──天使が、人の背せ丈たけに倍する長さの剣を抜ぬいた。眼がん前ぜんに切っ先を向けられて父親の喉のどからか細い悲鳴がもれる。

「多くの幼い命を弄もてあそんだ邪じや教きようの信しん徒とにも〝恐怖〟という感情はあるのだな」

　神父は無表情で言う。そして、事じ態たいについて行けず茫ぼう然ぜんとする日南子を一いち瞥べつした。

「なにも知らない、という顔だな。まあ、生いけ贄にえが真実など知るはずもないか」

「いけにえ？」

　日南子が首をかしげる。漢字がすぐに浮かばなかった。それぐらい現実離れした言葉だった。

「やめてくれ……」

　父親がうめいた。しかし、神しん父ぷはその訴うつたえに耳をかたむけるような男ではなかった。

「メレク教には儀ぎ式しきのさいに子どもを生いけ贄にえに捧ささげる風習がある。その悪しき風習ゆえに大陸ではすでに根ね絶だやしにされているのだが……日本の片かた田舎いなかに生き残りがいた、というわけだ」

　神父は淡たん々たんと父親の、いや、父親とその一族の罪つみを語っていく。父親の顔はもはや真っ青だ。問いたげな日ひ南な子この目から逃のがれるように顔をそらす。

「そういえばここにはその子以外に子どもはいなかったな。本来はよそから子どもを誘ゆう拐かいして生贄に使うらしいが──逃とう亡ぼう先さきを日本に選んだせいか？　この国は宗しゆう教きよう都と市しがあるし、警けい察さつも優ゆう秀しゆうだからな。派は手でな動きを見せればすぐに足がつく──なるほど、それで自らの尾おを喰くらうしかなくなった、といったところか」

「お父……さん？　あの人たち、なにを言ってるの？」

「違ちがう。日南子さん。違うんだ」

　父親がすがるような顔で振ふり返る。しかし、その弁べん明めいをも、神父は一言で切り捨すてる。

「さん、か。己おのれの精せい神しんを護まもるために必要な備そなえだな。我わが子と思わねば、胸むねの痛いたみも些さ細さいなものか」

「違う！　僕は、止めるつもりでいた。この子を儀式に使うつもりなど、なかった」

「…………」

　日南子は、言葉を失った。

　父親の必死な形ぎよう相そうが真実を語っているような気がした。

　いままで信じていた日にち常じようが足元から崩くずれていく感覚に襲おそわれた。

　しかし、あまりにも突とつ然ぜんのことすぎて、どうすればいいのかわからない。

　父親を罵ののしるか。それは違うと神父に反はん論ろんするか。

　とっさになにかしらの行動を起こすには、日南子はまだ幼おさなすぎた。

　がち、と関節が鳴り、天使が剣を振ふりあげた。

「懺悔ざんげは神の御み許もとでするといい」

「ま、待ってくれ。わかった。僕はもう、だめだろう。許ゆるされることはないだろう。だが、この子は……日南子さんは殺さないでくれ」

　父親はみっともなく神父の足にすがりついた。神父はうっとうしげに蹴けり飛ばす。情なさけなくしりもちをついた相手を見くだして、神父が眉まゆひとつ動かさずに、

「なにも知らされず、生贄になるはずだった少女……ふむ、たしかに哀あわれだ」

　と、言った。

「では……」

　父親が希望を見出したような顔をあげ──直後、首が飛んだ。切せつ断だん面めんから血を噴ふき出し、残された体がゆっくりと倒たおれていく。笑顔のままの父親の頭が神父の足元に転がった。

　神父は眉をぴくりともさせず、死体から日南子へと視し線せんを動かした。

「だが邪じや教きようの血は絶たやさねばならない。一いつ滴てき残らず、な」

　日ひ南な子こは、ぶるりとふるえて、あとずさった。

　神しん父ぷは笑わない。その瞳ひとみにはなにも映っていない。哀あわれみの色も、憎ぞう悪おの感かん情じようもない。

　天使がふたたび腕うでを持ちあげた。茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしているだけの日南子の頭に長剣が振ふりおろされる。

「……っ」

　ひっと息を呑のみ、日南子は目を瞑つぶった。

　金きん属ぞくの交こう錯さく音おん。巨きよ体たいの倒たおれる音。そして、ざわめき。

　薄うすく目をあけた日南子の前には胴どう体たいを切せつ断だんされて地に伏ふす天使の姿すがたがあった。無表情の神父が初めて表情を変えていた。不ふ快かいげに眉まゆをひそめて、林道の奥おくを睨にらみつけている。

　その先には、またべつの集しゆう団だんがいた。神父たちと似にた服ふく装そうをしているが、まとう雰ふん囲い気きは、すこしばかり違ちがっている。

「どういうつもりだ──逢あい沢ざわ隼人はやと」

「それはこちらが訊ききたいですね」

　逢沢隼人と呼よばれた青年は毅き然ぜんと答えた。隼人は神父と同じ黒い祭服をまとっていて、背せも高い。鷹たかのような目や広い肩かた幅はばは武ぶ闘とう派はめいているが、そのわりに理知的な顔立ちをしている。年ねん齢れいは二十歳前後だろうか。年齢が倍は離はなれていそうな神父に対しても臆おくする様子がない。

「メレク教の粛しゆく清せいにかんして、聖せい職しよく者しや協きよう会かいはまだ結けつ論ろんを出していない。総そう帥すいの処しよ刑けいに留とどめるのか、祭事を行なった者のみを罰ばつするのか、生いけ贄にえの子どもたちの扱あつかいはどうするのか……教きよう皇こうは一部の過か激げきな派は閥ばつが動く可か能のう性せいを憂ゆう慮りよされていましたが、まさか本当に迂う闊かつな行こう為いに及およぶ者が現あらわれるとは……」

「いまの教皇は七しち聖せい人じんの中でも穏おん健けんに過すぎる」

「あなたは前教皇派でしたか」

「いかにも。悪あく魔ま契けい約やく者しやや邪じや教きよう徒とによる犯はん罪ざいは増ふえている。最近は悪あく魔ま崇すう拝はい組そ織しき〝ルネサンス〟や紛ふん争そう地ち域いきのテロリストどもの動きが活発だ。悪の芽めはなるべく早く摘つまなければならない」

「なるほど。おっしゃることはわかります。しかし聖職者協会の決定にさからうことは、許ゆるされません。それとも、白しろ十じゆう字じ教きようから分ぶん離りし、自みずから邪教となりますか？」

「…………」

　神父は黙だまった。隼人の声は穏おだやかだったが、不思議な迫はく力りよくがあった。

「聖職者協会は先ほど正式にメレク教の生き残り──この村落への対たい応おうを決めました。総帥の処刑と教団関係者の禁きん固こ刑けい。生贄の対象らしき子どもたちは血ち筋すじにかかわらず解かい放ほうし、一いつ般ぱんから里親を募ぼ集しゆうして社しや会かい復ふつ帰きさせるとのことです。もっとも……」

　隼人は哀かなしげにまつ毛をふるわせて、胸の前で十字を切った。

「すでに血が流れたあとのようですが……」

「罰ばつするつもりか？　我われ々われを」

「いいえ」

　隼人はやとは首を振ふった。

「しかし、去りなさい。おそらく、そのほうがあなた方にとって幸せだ」

　冷たい眼がん光こうが神しん父ぷを射い抜ぬいた。神父は頬ほおを引きつらせて、背はい後ごの部下に軽く手で合図した。聖せい職しよく者しやたちは霊れい体たいを消して、すごすごと引きさがっていく。

　村落を襲しゆう撃げきした聖職者たちの姿すがたが消えると、隼人はふうとひとつ息をついて、

「すまない」

　と、日ひ南な子こに声をかけた。

「…………」

　しかし日南子は答えない。茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま虚こ空くうを見つめているだけだ。

　父の死。家族の死。村落の崩ほう壊かい。家族が邪教の信徒だった事実──さまざまなことが一度に頭に入ってきて、うまく処しよ理りすることができない。ゆえに、停止するしかなかった。

　日南子に哀あわれむような目を向けて、隼人は言った。

「仲間の横おう暴ぼうできみの家族を死なせてしまった。謝あやまって許ゆるされるとは思っていないが……この償つぐないはさせてもらうつもりだ──この子から、取り除のぞいてあげてくれ」

　隼人は背後に呼よびかけた。そこには、白銀しろがねの天使が立っている。神父が従したがえていた天使よりもひと回り大きく、装そう甲こうの輝かがやきも強い。

　日南子の頭の上に、天使の大きな手がかざされた。

　光だ。天使の掌てのひらが光を放っている。日南子の網もう膜まくに白い光が焼きつく。

「きみはなにも背せ負おわなくていい。きみはきみの道を征ゆくんだ」

　雨の音が遠のいて、意識に、霞かすみがかかっていく。

　そして。




　日南子は、それまでの人生の記き憶おくを失った。
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　宗しゆう教きよう都と市し、鳴なる神かみ市しの中立区画にある広大な面積を誇ほこるショッピングモールに、透とう明めいのアーチを通して、陽ひの光が射さしこんでいる。アーチには昨夜の雨でついた水すい滴てきが残っていて、すこしだけ光を神しん秘ぴ的てきに拡かく散さんしていた。

　六月上旬。日曜日。

　まだ梅つ雨ゆのまっただ中ではあるが、空気はだいぶ暖あたたかくなり、あたりを見み渡わたしても長なが袖そでを着ている人はほとんどいない。

　逢あい沢ざわ拓たく真まは、中立区画の無宗教者たちが楽しげに買いものをする姿すがたをぼんやりと眺ながめていた。

　四月に起きた濃のう霧む事じ件けんから一ヶ月以上が経たち、鳴神市には日にち常じようが戻もどっていた。もともと、すべての宗教の教区が集まる特とく殊しゆな街だということもあってか、混こん乱らんの収しゆう束そくも早かった。

　もっとも、祓ふつ魔ま師し──悪あく魔ま契けい約やく者しやと戦う者を育成する教育機関、祓魔学園を擁ようする街が多少の事件で再さい起き不ふ能のうになるはずもないのだが。

（……で、いつまでこうしていればいいんだろうな）

　拓真の口からため息がもれる。

　拓真は女性向けブティックのテナントの一角に座すわっていた。しかも試着室前のベンチである。

　あまり人の視し線せんを気にする性せい格かくではないが、女性客の怪け訝げんそうな視線を浴あび続けるのは、いい気分ではない。

　そのとき、いきなり目の前が真っ暗になった。

「だ、誰だれだかわかりますか？」

　うしろに立った誰かが、はにかんだような声で訊きいてくる。まぶたにはやわらかい手の感かん触しよく。かすかに漂ただよう、なじみのあるシャンプーの香かおり。

　拓真はかたわらに立てかけていた日本刀を手に取り、その柄つかで、背はい後ごの不ふ届とどき者の額ひたいを軽く小こ突づいた。そして、

「ミトラ。下へ手たに背せ中なかに回ると危あぶないぞ」

　と、軽く忠ちゆう告こくした。

　逢沢拓真はただの高校生ではない。

　プロの資し格かくこそまだ取得していないものの、実じつ戦せん経けい験けんのある祓魔師だった。当然、敵てき意いや殺気にも敏びん感かん。背後にいるのが護ご衛えい対たい象しようの少女でなければ反はん撃げきしていた可か能のう性せいもあった。

「えっと、これは日本の伝でん統とう的てきなスキンシップだとサヴァトリィに教わったのですが」

　ミトラの困こん惑わくの声。

「あの女……毎度毎度、ろくなことを教えないな」

　拓たく真まはいたずら好きな女おんな教きよう師しの顔を思い浮うかべて苦虫を噛かみつぶしたような顔をする。

　それからミトラのほうを振ふり返り、

「お」

　思わず声をもらす。

「えへへっ。どうですか。似に合あいますか」

　ミトラはかすかに頬ほおを染そめつつ、その場でくるりと回ってみせた。服の裾すそがふわりと浮く。華きや奢しやな体を包むのはドレスワンピース。いつものワンピースと違ちがって、袖そでがなく、真っ白な腕うでをさらしている。健康的かつ魅み力りよく的てき。大きなひまわりを胸むねに抱だけば一枚まいの絵画になりそうだ。

「裾がもうすこし短ければもっといいな」

　拓真が素す直なおな感想を口にする。するとミトラはワンピースの裾のあたりをきゅっとつかんで、真意を問うように拓真の顔を上うわ目め遣づかいで見た。
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「えっ……と……短いほうがいい、ですか？　拓真、それはえっと、どういう……」

「戦せん闘とう時じには服の面積が少ないほうが動きやすいからな。暗器使いなんかは武ぶ器きを隠かくすためにあえてだぶだぶの服を着たりするが……ミトラの武器は短刀〝雷らい切きり〟だし、ただでさえ重たい祭さい壇だんをいつも背せ負おってるんだ。身軽が一番だろう」

　拓真は真顔で語った。

　ミトラが拍ひよう子し抜ぬけしたように肩かたを落とす。

「そのとおりなのですが、そうではなく……」

「噓うそだよ噓。俺だってばかじゃない。大事なところはそこじゃないことぐらいわかってる」

「うう。やっぱりからかわれていました……そうですよ。機き能のう性せいではなく、かわいいかどうか、という──」

「涼すずしげでいいんじゃないか？　夏服で一番大事なのは通気性だし」

　拓たく真まは平然とそう言った。

　二人がショッピングモールにやってきたのは、ミトラの夏服を買うためだ。以前ミトラが暮くらしていた霊れい峰ほうは一年を通して寒冷だったらしく、半はん袖そでの服を持っていないのだという。本ほん格かく的てきな夏の到とう来らいに備そなえて、こうして買い出しにきたわけだ。

「わざとなのですか？　それはわざとなのですか？」

　ミトラが緋ひ色いろの目を潤うるませる。

　まあ、わざとなんだけどな、と拓真は思った。最初に浮うかんだ感想は「かわいい」という、素す直なおな一言だった。しかし拓真はあえてそれを口にしなかった。

　拓真の腕うでは〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタに呪のろわれている。

　その呪いは知ち識しき欲よくの高まりに応おうじて身を蝕むしばみ、触ふれた対象を破は壊かいしてしまう。

　当然、異い性せいへの興きよう味み関かん心しんも例外ではない。

　ゆえに拓真は知ち的てき好こう奇き心しんを抑よく制せいするよう、常つね日ひ頃ごろから心がけているのだ。

「あらら、あらら、あらららら。彼氏さん、反はん応のう薄うすいねー」

　喧やかましい声が早口で言った。

　女性店員が苦笑を浮かべながら歩み寄よってくる。セミロングの茶ちや髪ぱつに赤のテンガロンハット。首につけた革かわのチョーカーには逆ぎやく十じゆう字じのロザリオがさがっている。まだ若わかいのかもしれないが、垢あか抜ぬけた見た目のせいか、すこし大人おとなびて見えた。

　胸むねにつけた名札には『百もも瀬せ日ひ南な子こ』とある。

「この日南子さんイチオシのコーディネートだったんだけどなぁ」

　日南子は髪先を指に巻まきつけながら唇くちびるをわずかにとがらせる。

　入店後、ミトラがあれでもないこれでもないと買う服を決めあぐねていたところに話しかけてきたのがこの日南子だった。ミトラは日南子の選んだ服を試着していたのだ。

「じゃあじゃあじゃあ次はこれ行ってみよっか♪」

　日南子がにこやかにひろげた商品を見て、ミトラの表ひよう情じようが引きつった。

「こ、これ……ですか？」

「そう。まだ刺し激げきが足りないみたいだから、ガンガン攻せめちゃおう。本当はスレンダーな子には合わないんだけど、あなたなら着こなせると思うんだ。かわいいし」

　それは、かなりきわどい服だった。布ぬののような服というよりも服のような布である。

　ミトラは耳まで赤くなって縮ちぢこまっていた。ちら、とうかがうように拓たく真まの顔を見る。

「拓真も……これなら褒ほめてくれますか？　わたしの、こういう……」

「はあ……」

　拓真は根こん負まけしたとばかりに大きくため息を吐はき出した。

　頬ほおを掻かきながら目をそらし、

「いま着てるやつでじゅうぶんかわいい」

　ぼそりと、言い放った。

　するとミトラは目を丸くして、

「えっ」

　と顔をあげる。

「いまなんて言いました？」

「聞き逃のがしたのか？　それは残念。もう二度と言わないからな」

「ええっ!?　いまとてもうれしいことを言われた気がするのですよ」

「一度のチャンスを生かせなかったおまえが悪い」

「ううっ。ひどいです。とっても気になりますっ」

　拓真とミトラのじゃれ合うようなやりとりに、日ひ南な子こが、くすっと微ほほ笑えんだ。




　結局、ミトラは半はん袖そでのドレスワンピースと部屋で着るためのシャツやチュニック、スカートなどを選んでレジに持って行った。会計を終えて、商品をたたんで袋ふくろに入れるときになって、日南子がふと口をひらく。

「ずっと訊きこうと思ってたんだけど……もしかして、毎週土日に公園で布ふ教きよう活かつ動どうしてる子？」

「わたしのことを知っているのですか？」

　ミトラの表ひよう情じようがぱあっと輝かがやいた。

　日南子も陽よう気きに笑う。

「あたしの家、あの公園の近くでね。いつも頑がん張ばってるなーって思ってたんだ」

「ありがとうございます。まだまだ小さな教きよう団だんですが……あっ、そうです」

　ミトラはなにかを思いついたような顔になると、ぐいとレジカウンターに身を乗り出した。

「あのっ。もしよろしければ、マイトレヤ教に入信してみませんかっ」

「あたし？」

　日南子は自分の顔を指さしてきょとんとした。

「んー。宗しゆう教きようってよくわからないんだ。生まれてこの方、まるで縁えんがなかったから」

　日南子の言葉に拓たく真まは眉まゆをひそめた。

（首のチョーカーには十じゆう字じ架かがついているが……白しろ十じゆう字じ教きよう徒とじゃないのか。まあ、宗教に関係なく十字架のあしらわれた服やアクセサリなんていくらでもあるだろうけど）

　日ひ南な子こは苦笑して、ミトラの額ひたいを指でつついた。

「名前だけ貸かしてあげてもいいけど、求めてるのはそういうのじゃないでしょ？」

「はい。募ぼ集しゆうしているのは、心から信じてくれる人です」

「うん。それじゃあ、あたしは資し格かくなし」

　日南子はからっと笑って、ミトラに袋ふくろを差し出した。

　ミトラはしゅんとして、その袋を受け取る。

「そうですか……残念です」

「こらこらこらこら。あたしひとり逃のがしたくらいで落ちこまないの。応おう援えんはしてるから」

　日南子はミトラの銀ぎん髪ぱつを軽く撫なでると、ふと優やさしげに目を細めた。

「夢ゆめとか目標がちゃんとあって、それに向かってまっすぐ努力してる人は大好きなんだ。こう自分の道を自分で切り拓ひらく！　みたいな。あたしも夢があって頑がん張ばってるんだけど、同い年の子にそういう話をすると『暑苦しい』って嫌いやがられちゃってさぁ」

　頬ほおを掻かいて苦笑し、日南子は続けた。

「だから同類みたいに思えて嬉うれしかったんだよね。演えん説ぜつの内ない容ようなんてあたしにはほとんど理り解かいできなかったけど、本気の本気で取り組んでるんだなって感じたんだ」

「はい。もちろん、本気ですよ。あなたも夢を叶かなえられたら、そしたら、とても素す敵てきです」

「ふふっ。ありがと。お互たがい頑張ろうね、ミトラっち。かんたんにリタイアしたら許ゆるさないからね」

　冗じよう談だんめかして日南子は笑った。

　いつの間にか変な愛あい称しようができていたが、ミトラは気にしていないらしい。こぶしを握にぎりしめて、力強くうなずいた。

「はいっ。頑張りましょうっ」
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　白しろ十じゆう字じ教きよう第一学がく生せい寮りようは鳴なる神かみ市しを横おう断だんする河川かせんの近くに建っている。

　煉れん瓦がづくりの壁かべとやたらと多い窓まどが特とく徴ちよう的てきな修しゆう道どう院いんのような建物だ。

　その、三階の一室。二十畳じようほどの広さの部屋。壁かべ際ぎわはすべて本ほん棚だなになっていて、床ゆかには足の踏ふみ場もないほどの本、本、本──その奥おくにある執しつ務む机づくえに、玖く珂が暁あきらは座すわっていた。

　目が醒さめるようなブロンドの髪。長身の体にまとうのは白十字教の黒い祭服。切れ長の目と固かたく結んだ口が厳げん格かくな印象を与あたえる少年だ。

　暁は片かた手てで頬ほお杖づえをつき、長い指で一冊さつのノートをたぐっている。

　表題はない。表向きはただの大学ノートだ。しかしそこに書かれている内容は、特別だ。

『六月一日。一限げん目め、一いつ般ぱん教養科目〝数学〟。基き本ほん的てきに真面目。教きよう師しから回答を求められれば即そく座ざに挙手。挙手の回数は七回中六回。二回、不ふ正せい解かい。どちらも単たん純じゆんなケアレスミス。内ない容ようの理解はしているようだが、計けい算さん過か程ていなどで詰つめが甘あまい。二限げん目め、選択宗しゆう教きよう科目〝蓮れん教きよう応おう用よう〟。（ご主人様が白しろ十じゆう字じ教きよう基き礎そに出席しているため〝言こと伝づての天使〟が記録代理）──分ぶん離りした宗派の成り立ちとそれぞれの特とく徴ちようについて。サヴァトリィ様は映えい像ぞうを流して宿題だけ残して昼ひる寝ね。ミトラルカ様は映像の内容を一いち字じ一いつ句くあまさずノートに記録しておりました。以上……』

　といった具合に、ミトラルカ・シルヴェスタの学園生活の様子が書かれているのだ。

　授じゆ業ぎよう態たい度ど、健けん康こう状じよう態たい、機き嫌げんの良し悪あし、仕し草ぐさ、昼休みに食べたもの──など、事細かに。

「これまで生せい存ぞんパターンがなかったイレギュラーな存在……あの銀ぎん髪ぱつについて把は握あくすることは、急きゆう務むだ。が、それにしても……」

　暁あきらはひとりつぶやき、むっと唇くちびるを曲げた。

「我われながら、気味の悪いことになっている。誰だれにも見せられんな、このノートは」

　こんこん。

　部屋のドアをたたく者がいた。

　暁は一いつ瞬しゆんだけ背せ筋すじを伸のばしたが、すぐに相手に思い当たり、「入れ」と声をかけた。

　入室したのはメイド服を着た長身の女性だった。

　暁の使し役えきする天使のうちの一体──〝言こと伝づての天使〟である。

「ただいま戻もどりました」

〝言伝の天使〟は軽く頭をさげ、抑よく揚ようのない声で言った。

　暁はふんと鼻を鳴らし、あごをしゃくった。

「挨あい拶さつなどいらん。必要なことだけを為なせ」

「失礼しました。では、これよりピエトロ様からの伝言を開始します」

　執しつ務む机づくえの前に歩み寄よると、メイドの青い双そう眼がんからふっと色が消えた。

「『久しぶりだねェ、暁。入学してから一度も生徒会室に顔を見せないなんて、僕はよっぽど嫌きらわれているのかな。伝言役はいつもこのかわいいメイドさんだし』」

　あきらかに女性の声ではなかった。

　どこか人を食ったような男の声。

　暁は、相手のことを知っている。

「『さて。実は、暁についての良からぬうわさを聞いたんだ。邪じや教きよう指し定ていされているマイトレヤ教の生き残り──ミトラルカ・シルヴェスタと共きよう謀ぼうし、白十字教に不ふ利り益えきをもたらそうとしている……とね』」

「オレが、背はい教きよう者しやとでも？　ふん、面おも白しろいことを言う」

　暁は不機嫌そうな顔でつぶやいた。

「『僕としては疑うたがいたくないのだけど、複ふく数すうの目もく撃げき証しよう言げんがあるからねェ。残念だけど、無む視しするわけにはいかなくなった』」

「異い端たん審しん問もんにかける、というわけか」

「『異端審問にかけるかどうかの判はん断だんをしたい。そこで、明日、暁あきらには生徒会室にきてもらいたい。今回のような伝言ではなく、暁本人がくるんだ。いいね？』」

　口調は穏おだやかだが有無を言わせぬ不思議な迫はく力りよくがあった。

「『うわさがただのうわさであることを祈いのっているよ。Aア domani.ドマーニ暁』──以上です」

〝言こと伝づての天使〟の目に色が戻もどった。伝言終しゆう了りようの証あかしである。

　暁は椅い子すに深く座すわりなおすと、隣りん室しつのドアを睨にらみつけた。

「盗ぬすみ聞きが悪だと思うならば最初からやるな。正しいと思うのなら、小こ賢ざかしいことをしていないで、扉とびらをあけてこちらにくればいい」

「あなたって、いちいち鼻につくね」

　隣室から現あらわれたのは金色の髪を二つ結びにした幼おさない少女──ルナ・フェルマーだ。見た目のわりにどこか妖よう艶えんな雰ふん囲い気きをまとっている。それもそのはずで、ルナの実じつ年ねん齢れいは二十歳。大だい悪あく魔まフェネクスから不老不死の権けん能のうを与えられた悪あく魔ま契けい約やく者しやなのだ。

　ルナは丸いからすのぬいぐるみを指で弄もてあそびつつ、その綺き麗れいな碧へき眼がんを細める。

「異端審問って、穏やかじゃないね。伝言相手のピエトロって、いったい何者？」

「ピエトロ・プルトーネ。現げん教きよう皇こうの息子だ」

　間かん髪ぱついれずに暁は答えた。

「教皇の息子？　じゃあ、生徒会室にこいって、どういうこと？」

「祓ふつ魔ま学がく園えんの生徒会長でもある」

「白しろ十じゆう字じ教きようの要よう人じんが日本の祓魔学園に通ってるわけ？　日本人の血が流れてるアキラならまだしも……ヴァチカンのエリートなら専せん用ようの戦せん闘とう訓くん練れん施し設せつを使えそうなもんだけど」

「他た宗しゆう教きようの理り解かいを深め、交流するための留りゆう学がくという話だ」

「うわ、うそくさっ」

「当然、建前だ。実じつ際さいは鳴なる神かみ市しと祓魔学園理事長である影かげ縫ぬいに対する抑よく止し力りよくになることを期待されているのだろう」

　最さい大だい派は閥ばつの立場である白十字教の中には、群むれることで得をするのは自分たちではない、という考え方の者も多い。また、他の教団が手を取り合って、白十字教の優ゆう位いを脅おびやかすのではないかと怖おそれてもいる。

　邪じや教きようや異い教きようを排はい除じよしてきた歴史が疑ぎ心しん暗あん鬼きを生む──皮肉なものだ、と暁は思う。

「で、そのピエトロって奴やつ、やばいの？」

　ルナが低い声で訊いた。

　勘かんの鋭するどい女だ、と心の中で感心しながら、暁はうなずく。

「一言で言えば野心家だ」

「野心家……口調はわりと紳しん士し的てきだったよーな気もするけど」

「表向きはな」

　暁あきらは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「貴き様さまも元もと白しろ十じゆう字じ教きよう徒とならば知っているだろうが、教きよう皇こうは後こう継けい者しやの指名ができない。親族の発言力はあるし要人扱あつかいも受けるが、それだけだ。教皇が逝せい去きよすれば選挙によって次の教皇を決めることになる」

「コンクラーヴェ」

　ルナのもらした単語に暁は「そうだ」とうなずいた。

「奴やつはコンクラーヴェで選出されるべく枢すう機き卿きよう団だんの中に太いパイプを作っている。対たい抗こう馬ばになりそうな枢機卿のスキャンダルにも敏びん感かんだ。ああ言っていたが、どうせオレを異い端たん審しん問もんにかけようと提てい案あんしたのは、奴だろうな」

「ふぅん。なーんかやな感じだね」

「くくっ」

　暁は、堪こらえきれないというように、笑みをもらした。

「まあ、いい。奴とて探さぐられたくない腹はらがあるだろう──逆ぎやくに、失しつ脚きやくさせてやる」

「あはは。あなたも人のこと言えないくらい野心家だね」

「いや、違ちがうな。間違っているぞ、金きん髪ぱつ」

　暁は大真面目に言い放った。

「これは、正せい義ぎだ。なにせ、オレがやることなのだからな」
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　月曜日。祓ふつ魔ま学がく園えん一年Ａ組の教室には教きよう師しサヴァトリィの朗ろう々ろうとした声が流れている。黒板に羅ら列れつされた人生で使う機会のなさそうな難むずかしい漢字を眺ながめながら、拓たく真まはあくびを噛かみ殺すような顔をした。

　いま、教室にいるのは、拓真の他にミトラと翠すい花か、暁、それから虎こ太た郎ろうをはじめとした蓮れん教きよう徒との生徒たちだ。『蓮教基き礎そ』の科目はかんたんな座ざ学がくということもあり、白十字教徒や太たい陽よう教きよう徒となどの異い教きようの生徒の姿すがたも多い。

（とはいえ、これでかんたん、か……先が思いやられるな）

　聖せい職しよく者しやの裏うら切ぎりで兄の隼人はやとを失って以来、拓真は宗しゆう教きように反感を抱いだいてきた。宗教的な儀ぎ式しきには反へ吐どが出る思いだし、教典や聖典、仏ぶつ具ぐや鳥とり居いなどの象しよう徴ちよう的てきなものが目に入るだけでも、嫌いやな気分になる。

　だから、宗教関連の授じゆ業ぎようは苦く痛つうだし、理り解かいする気にもなかなかなれなかった。

　しかしそういう態たい度どでいると、得てして、

「じゃあ逢あい沢ざわくん。逢沢拓真くん。『諸しよ行ぎよう無む常じよう』の意味を実例をまじえて答えてね～」

　教きよう師しに指名されてしまうものだ。

　──もっとも、サヴァトリィの場合は完全に拓たく真まをからかうつもりでやっているのだろうが。

　拓真は頬ほおを掻かいて、すこしだけ考えるそぶりを見せ、

「あー……わかりません」

　と答えた。

　数人の生徒たちが嘲あざ笑わらった。それもしかたない。蓮れん教きよう徒とや、まともに授じゆ業ぎように取り組んでいる者からすれば、あまりにも基き本ほん的てきな内ない容ようなのだから。

　教科書を見るなり字じ面づらから想そう像ぞうするなり、いくらでもやりようはある。だが、そもそも蓮教哲てつ学がくについて考えることさえ苦く痛つうなのだ。悪あく魔ま契けい約やく者しやを屠ほふるために必要であれば学ぶが、座ざ学がくが必要になる場面などほとんどないことを、実じつ戦せん経けい験けんを通して拓真は知っている。

　ミトラは心配そうに、翠すい花かはやや憤ふん然ぜんとした表ひよう情じようで拓真を見ていた。

　暁あきらは無関心な様子でノートに目を落とし、虎こ太た郎ろうは「逢あい沢ざわクンならこれくらい余よ裕ゆうそうなのになぁ」という疑ぎ問もんを顔に浮うかべている。

「んむー、あいかわらずだなぁもう。じゃあミトラちゃん。かわりに答えて」

「は、はいっ」

　いきなり指名されてミトラがあわただしく立ちあがった。

「世の中のあらゆるものは一定ではなく、絶たえず変化し続けている……という真理のことです。人は変化しないことを信じ、変化を怖おそれて、それに執しゆう着ちやくし、苦しみます。変化しないものなど存そん在ざいしないのだと理り解かいし、苦しみにとらわれないよう心がける……と蓮教の教えには、あります。で、ですので、たとえば……大切な友がいたとして、別べつ離りや死別はいつか訪おとずれるのが自然の摂せつ理りであると考えておくのが良い……ということかと」

　ミトラはたどたどしくもしっかりと答えた。

「はい正解ー♪」

　サヴァトリィが上じよう機き嫌げんに声を弾はずませて軽く拍はく手しゆする。

　拍手の音は広がらない。拓真、翠花、虎太郎が合わせるだけで、他の生徒からは曰いわく言い難がたい視し線せんがミトラに送られる。

　ミトラの異い教きようへの理解の速さはすでにクラス中に認にん識しきされていた。

　しかし、クラスメイトたちが、ミトラに向けた感かん情じようは。賛さん辞じではない。侮ぶ蔑べつでもない。

　畏い怖ふだった。邪じや教きようの教きよう祖そたるミトラが異教を理解すればするほど、己おのれの宗教が取りこまれてしまうのではないか、という不安をふくれあがらせている。

　その教室の微び妙みような空気を察してか、あるいは気まぐれか。

　サヴァトリィはしなをつくり、豊ほう満まんな胸むねを寄よせて、言う。

「もっとかんたんに言っちゃうと『どんなに美しい幼よう女じよでも、かならず成長するし、おっぱいは大きくなる。ああ、どうして永遠に十二歳さいのままではいられないのか！』と嘆なげき苦しむのはつらいので、現げん実じつを受け入れましょうってことだよねぇ。あっ、テストに出るよこれ」

「それが模も範はん解かい答とうなの!?」

　翠すい花かが痛つう烈れつなつっこみをいれた。

「まあ、人によっては大きくならない子もいるけど……それは無む常じようというか無む情じようというか。ううむ、南な無む南無」

　サヴァトリィが両手を合わせておちゃらけると、ミトラが何な故ぜか「はうっ」と声をもらして涙なみだ目めになっていた。

（それにしても、すごいな。ミトラは）

　拓たく真まは横目でさりげなくミトラのほうを見て、考える。

　マイトレヤ教の再さい興こうという夢ゆめ、目標に向けて、できることをすべてやろと、頑がん張ばっている。自分の宗しゆう教きようの教きよう義ぎをこそ他人に知ってもらいたいだろうに、他の宗教についての勉強を、ひたむきに続けている。

（諸しよ行ぎよう無常、か。あいつは、夢を叶かなえたら、世界に認みとめられる宗教のトップに立つんだよな）

　拓真の胸むねのうちに苦い感情が生じる。

（俺は、どうするんだろうな。ヴィオレッタを捕つかまえて、呪のろいを解といて、それから……）

　そのまま祓ふつ魔ま師しとして生きていくか？　能のう力りよくを完全に失い、武ぶ力りよくだけで？

　あるいはなんらかの宗教を信しん仰こうし、契けい約やく霊れい体たいを手に入れるか？

　──いや。

　拓真は首を振ふって、ミトラから顔をそむけた。

（いまはまだ、考えたくない）

　そこで、チャイムの音が、鳴り響ひびく。

「おー。終わった終わった。それじゃあここまでー。起立、礼、おつかれー」

　と、サヴァトリィのいいかげんな挨あい拶さつで授じゆ業ぎよう終しゆう了りよう。

　教室に弛し緩かんした空気が流れる。

　がたりと音をたてて暁あきらが立ちあがった。その手は学がく生せい鞄かばんを持っている。

「まだ昼休みだぞ」

　拓真は怪け訝げんそうに目を細めて暁に声をかけた。

「早そう退たいする」

　暁は短く告げた。拓真の顔がますます不ふ審しんなものを見たときのものへと変わっていく。

「体調が悪そうには見えないが……」

「黙だまれ。オレのことをいちいち詮せん索さくするな。生徒会室に用事があるだけだ」

　そう言い残すと暁は拓真の返事も待たずに去ってしまった。

　暁の姿すがたが廊ろう下かの向こうに消えると、隣となりの席のミトラが、心配そうな目を向けてくる。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか。すこし、様子がおかしかったように見えます」

「まあ、あいつはいつでもどこかおかしいけどな。とりあえず、危き険けんはなさそうだから、問題ない」

　拓たく真まとしては学園生活を脅おびやかされなければ、暁あきらがどんなことをしていても、構かまわない。

　拓真自身の卒業。祓ふつ魔ま師しのプロ資し格かく取しゆ得とく。そしてミトラを護ご衛えいし、無事に卒業させる。これさえ達成できればいい。

「あ、そーだ。たーくまくーん。ちょっときてよぅ」

「ん」

　廊ろう下かに出ていたはずのサヴァトリィが引き返してきて、ちょいちょい、と手て招まねきしている。

　拓真は立ちあがり、弁べん当とう箱ばこを取り出そうとしていた翠すい花かの肩かたを、軽くたたいた。

「ちょっと行ってくる。翠花、すこしの間、ミトラを頼たのむ」

「はいはい。戻もどってこなくていいからね。ミトラちゃん、拓真のぶんも食べていいわよ」

　翠花が意地の悪い笑みを浮うかべて、ハンバーグ弁当の箱をふたつ渡わたした。今日は翠花が三人ぶんの昼の弁当を担たん当とうしていた。

「ええっ!?　そ、それは拓真がかわいそうです」

　ミトラがあわあわして弁当箱をひとつだけ受け取る。

　その光景に苦笑しながら拓真は教室を出た。




　サヴァトリィは階かい段だんの踊おどり場までくると、法衣の胸むな元もとから数珠じゆずを取り出して、しゃら、と、一度だけ鳴らした。薄うすい魔ま力りよくの膜まくが二人の周囲にぶわりと広がる。ちょうど階段を降おりてきた生徒が不思議そうに首をかしげ、拓真たちを避よけて、通りすぎていった。

　気け配はいを遮しや断だんする結界だ。呪じゆ術じゆつと結界のエキスパートである蓮れん教きよう徒とサヴァトリィの、そのわざの見事さに、拓真は感心の息をもらした。

「あいかわらず綺き麗れいなもんだな」

「おっ。拓真くんも女の子を口く説どけるようになったか。うんうん、お姉ねえさんは安心だよ」

「くだらないこと言ってるんじゃねえよ。本題は？」

「あははっ。急かしすぎる男の子は嫌われるよぅ」

　サヴァトリィがからかうように笑って、さりげなく身を寄よせた。法ほう衣い越ごしの胸むねが腕うでに当たり毬まりのようにつぶれる。拓真がしかめ面つらで振ふり払はらうと、口元にいたずらっぽい笑みを湛たたえる。

「うん。自じ制せい心しんはバッチリ。それともボクに魅み力りよくがないのかな」

「両方だ」

「あはっ。いじわるだなぁ」

　肩をふるわせて笑うと、サヴァトリィは、踊り場の窓まどに流し目を向けた。

「さて本題ね。ここから隣となりの校こう舎しやビルが見えるんだけど……あ、ふつうに見ても大だい丈じよう夫ぶだよ。この結界の中からだと視し線せんを察知される心配もないから」

「そうか。で、向こうになにがあるって？」

「生徒会室」

　サヴァトリィが珍めずらしく真しん剣けんな声こわ音ねでその単語を口にした。

　相手の意図をつかみかねて拓たく真まが自分のあごに手を添そえる。

　するとサヴァトリィは胸むねの前で十字を切ってみせた。

「生徒会長のピエトロ・プルトーネは白しろ十じゆう字じ教きようのお偉えらいさんでね。教きよう皇こうの息子なんだよねぇ」

「へえ」

　と拓真は気のない相づちを打った。

　どこの誰だれが生徒会長だろうと拓真には関係のない話だった。

「祓ふつ魔ま学がく園えんの最さい高こう責せき任にん者しやは影かげ縫ぬい理事長なんだけどさ、白十字教の重要人物が頂ちよう点てんにいるせいか生徒会もほとんど独どく立りつした権けん力りよくを持ってるんだよね」

「まあ、妥だ当とうなんじゃないか。権力はある程てい度ど、分散させるくらいでちょうどいいだろ」

「だけど、元気すぎるのは考えものじゃないかな」

「……なにが言いたい？」

　サヴァトリィの思わせぶりな口調に、拓真も自然と声が低くなる。

「最近、生徒会の動きが活発になってるのさ。ボクや影縫理事長も生徒会役員に探さぐられてるっぽいし、たぶん、拓真くんやミトラちゃんの周りもうろちょろしてる」

「本当か？　それらしい気け配はいは、感じてなかったけどな」

「生徒会役員が手て練だれっていうのもあるけど……たぶん他の生徒全員の目が隠かくれ蓑みのになってる」

「ミトラや俺への蔑べつ視しの視線。質しつをあえてそれらと同調させてるってことか」

「そゆこと」

「器用な真ま似ねをしやがる」

　拓真は舌した打うちした。

「ん？」

　ふと、地面を歩くひとりの生徒の姿すがたが目に入った。背せ筋すじを伸のばして、きびきびした足取りで正面のビルに向かっている。

　黒の祭服を着た金きん髪ぱつの美少年──。

「玖く珂が……ああ、そういえば、生徒会室に用事があるとか、言ってたな」

　暁あきらが拓真の視線に気づいた様子はない。建物から出てきた白十字教徒らしき生徒と二、三、会話をして、そのまま中に案内されていった。

「あいつも生徒会役員なのか？」

　拓真が質問すると、サヴァトリィはぶんぶんと首をふった。

「いや。違ちがうね」

　そして不思議そうに目を瞬しばたたかせる。

「ボクや影かげ縫ぬい理事長は生徒会の動向にも目を光らせてるけど、暁あきらくんが関かん与よしたことはないはずだよ」

「生徒会……活動が活発に……玖く珂がの呼よび出し……か」

　拓たく真まが、つぶやく。

「ま、そゆことだから、気をつけてね。ミトラちゃんのことを引き続きよろしくね」

　サヴァトリィはにっと笑って投げキッスをすると、ふたたび数珠じゆずを鳴らした。

　急速に音が戻もどる。

　結界が消えたのだ。

　はっとして顔をあげると、サヴァトリィの法衣の裾すそが上の階でちらついた。

「逃にげ足の速い女……」

　拓真は苦笑してつぶやいた。

「まあ、気をつけるさ」




　教室に戻ろうとすると、ちょうど翠すい花かとミトラが出てくるところだった。

　ミトラは拓真に気がつくと、ぱたぱたと軽い足音をたてて駆かけ寄よってくる。

「どうした？」

　拓真が訊きくと、ミトラは胸むねの前に一冊さつの大学ノートをかかげた。

「実はアキラの机つくえの下にこれが落ちていまして。生徒会室まで届とどけに行こうと思ったのです」

「玖珂のノート……か」

　拓真の脳のう裏りにひとつの妙みよう案あんが浮うかぶ。

　と言ってもたいしたことではない。すこしでも暁の素す性じように迫せまれないかと考えたのだ。

　さっきの会話で生徒会や暁本人への警けい戒かいを強める必ひつ要よう性せいがあると拓真は感じていた。ただの授じゆ業ぎようノートかもしれないが、それはそれで構かまわない。どちらにせよ確たしかめてみたい。

「中身は確かく認にんしたのか？」

　拓真が訊きくとミトラはきょとんとして首をふった。

「人のものですから。勝手に覗のぞくのは良くないのではと」

「正せい論ろんだけどな……ちょっと貸かしてくれ」

「いいですけど……」

　ミトラが差し出したノートを拓真は左手で受け取った。

（〝解──）

「でも〝解析アナライズ〟で内ない容ようを読み取ったりするのは、だめですよ？　もちろん拓真はそんなことはしないと思いますが……やはり勝手に見てしまうのは、良くないことだと思うのです」

　ミトラの純じゆん朴ぼくきわまりない瞳ひとみを向けられて、拓真はうっとたじろいだ。

　暁のことを知っておきたい気持ちもあるが、純真なミトラを騙だますのは憚はばかられる。

「……だめか？」

　だめだろうな、と思いつつ、拓たく真まは確かく認にんした。

　ミトラは天使のような微ほほ笑えみを浮うかべて、

「だめですよ」

　と、断だん言げんした。




　　　　＋　＋　＋




　暁あきらが入室すると同時に生徒会役員と思おぼしき生徒たちが彼を取り囲んだ。

　複ふく数すう宗しゆう教きようの混こん成せい部ぶ隊たいではないらしい。この場には白しろ十じゆう字じ教きよう徒との姿すがたしか見えず、暁を囲む霊れい体たいも白銀しろがねの装そう甲こうをまとった天使たちだけだ。

　暁は、つまらなそうに、それらを見回した。

「くだらん。この程てい度どの包囲でオレを殺やれると思っているのか？」

　挑ちよう発はつ的てきな声と視し線せん。

　それは生徒会役員の向こう側、会長席に腰こしかけている人物へと向けられている。誰だれもが黒の祭服を着ている中で、その男はただひとり、鮮あざやかな緋ひ色いろの服をまとっていた。教きよう皇こうの補ほ佐さ役やくを担になう枢すう機き卿きよう団だんに属ぞくする者だけに与あたえられる特別な服である。

　鼻はな筋すじの通った美形。ウェーブのかかった長い金きん髪ぱつ。口元には底知れない笑みが浮かんでいた。

「無ぶ礼れいを許ゆるしてほしい。彼らは暁の暴ぼう走そうを怖おそれているのさ。それくらい信用を失っていることをまず自覚してもらえるかい」

　男──ピエトロ・プルトーネは軽く肩かたをすくめた。

　暁は「まあ、いい」とつぶやき、部屋の中央へと進む。平然と歩く姿に、取り囲んでいるはずの生徒会役員たちのほうがたじろいだ。顔は引きつり、額ひたいから汗あせがたれる。

　ピエトロの前に立つと、暁は威い圧あつ的てきに見おろした。

「で、この機会にオレを失しつ脚きやくさせようと？」

「うふふ。嫌いやだな。僕が望むのは平和的な解かい決けつだよ」

　ピエトロは含ふくみ笑いをした。机つくえの上で手を組むとここからが本題だとばかりに目を細める。

「邪じや教きようの教きよう祖そミトラルカ・シルヴェスタとその護ご衛えい、逢あい沢ざわ拓たく真まにずいぶんと肩入れしているそうだけど……その理由を聞かせてくれるかい」

「教皇からはある程てい度どの自由を許されている。貴き様さまごときに説明する義ぎ務むなどない」

　暁はすげなく突つき放した。

　ピエトロは困こまったように息を吐はく。

「四月に鳴なる神かみ市しを襲おそった霧きりの事じ件けん──暁も忘わすれてはいないよね」

「……無む論ろんだ」

　鳴なる神かみ市し全体を濃のう霧むが覆おおい、霧きりの中を暗あん躍やくする虫の大たい群ぐんによって、甚じん大だいな被ひ害がいを出した事じ件けんだ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいの祓ふつ魔ま師しが数十名、祓魔学園の生徒が十数名、死し亡ぼうした。

　オリヴィアとノエリアという二人の悪あく魔ま契けい約やく者しやが引き起こし、祓魔学園の日に本ほん神しん道とう系科目の担たん当とう教きよう師しである滝たき鳳ほう仙せんが手引きしたとされている。

　世間に広く公開されていないが、聖職者協会の中ではすでに周知されており、問題となっていた。理事長の影かげ縫ぬいのもとには各かく教きよう団だんから問い合わせが殺さつ到とうしているらしい。

「僕が別件でヴァチカンに戻もどっていなければ、霧の攻こう略りやく作さく戦せんに参加できたんだけどね。まさか留る守す中ちゆうに我わが校の尊とうとい生徒の命が失われるとは……嘆なげかわしい話だ」

「有力な祓魔師が減へって喜ぶ人間もいるだろうがな」

「そんな聖職者の存そん在ざいなど、僕は信じたくないけどね」

　暁あきらの皮ひ肉にくを、ピエトロは軽く笑って流した。

「でね、実じつ行こう犯はんであるオリヴィアとノエリア、そして彼女らを捕とらえた逢あい沢ざわ拓たく真まの証しよう言げんによれば、あの件には首しゆ謀ぼう者しやがいるらしいのさ。〝指導者フアーザー〟またの名を〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタル」

「っ……らしいな」

　暁は動どう揺ようを押おし殺し、平然を装よそおった。

（金きん髪ぱつから話は聞いているが……そのような悪魔の関かん与よなど、オレは知らない。どのパターンでも存在を表に出していない者……銀髪よりも注意が必要な相手）

　などと、ひそかに思う。

　暁の葛かつ藤とうに気づいているのかいないのか、ピエトロの声音が真しん剣けん味みを帯びた。

「実は証しよう言げんをもとに彼女らの以前の潜せん伏ぷく先さきである沖おき縄なわの別べつ荘そうを調べたんだ。しかしすでに引き払はらわれたあとで、なにも残っていなかった。まるで手がかりがなくてね」

「ふん。聖職者協会を相手に戦争を仕し掛かける相手だ。証しよう拠こを残すような真ま似ねなどするものか。末まつ端たんの悪魔契約者が重要な情報を握にぎっているとも思えん」

「まあね。ただ、彼女らの証言の中には参考になりそうなものもあってね」

「ほう？」

「イシュタルは第二の〝聖霊ミスラ〟の材料を集めるために、現げん界かいの生物や異い界かいの霊れい体たい、人ひと柱ばしらとなる祓魔師を集めているらしい」

「神しん格かくの霊体を創つくる材料……か。くだらん」

　ありえない発想だ、と暁は思う。

　過か去こにも、異界の怪かい物ぶつたる霊体を調べ、科学によって神に匹ひつ敵てきする存在を創ろうとした者は大おお勢ぜいいた。しかし、彼らの研究はことごとく失敗に終わった。信しん仰こう心しんなき者に霊体は従したがわない。悪魔を使って試みた者もいたが、現界の理ことわりをもって代だい替たい物を創ることは、やはりできなかった。

「神を創る技ぎ術じゆつなどこの世界には存在しない」

「本当にそうかな？」

　暁あきらの否ひ定ていに対して、ピエトロは意味深な言葉を返す。

「偉い大だいな科学者や七しち聖せい人じんであっても、それについて断だん言げんすることはできない。この世界のすべてを知る者などいないのだからね──ただひとりの例外を除のぞいて」

　ピエトロが言い、暁ははっと目をひらく。

「〝叡えい智ちの悪魔〟……っ」

「そう。〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルとやらが、〝叡智の悪魔〟に匹ひつ敵てきする悪魔だったら。あるいは〝叡智の悪魔〟の持つ情じよう報ほうを引き出せるとしたら」

「あながち与よ太た話ばなしとも言えない、ということか」

　ピエトロはうなずく。

「しかも最近、中立区画では児童の失しつ踪そう事じ件けんが相あい次ついでいるという報ほう告こくもある。岬みさきの教会の地下実験室と似にたようなことを人体でやろうとしているかもしれない。たとえすこしでも不ふ審しんなところのある者は調べておきたい状じよう況きようなのさ」

「マイトレヤ教と〝愛憎の悪魔〟イシュタル、そしてオレが共きよう謀ぼうしている……と？」

「可か能のう性せいの話さ」

　それからひとつ呼こ吸きゆうをはさんで、

「暁が白しろ十じゆう字じ教きように変わらぬ忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのならば、ミトラルカ・シルヴェスタの動向に目を光らせてくれないか。〝聖霊ミスラ〟を使わずとも、すこしでも不審な動きを見せたら僕に知らせてほしい……暁を異い端たん審しん問もんにかけるかどうかの判はん断だんは、もうすこし待ってあげよう」

「貴き様さまはオレのことを理り解かいしていないようだ。脅きよう迫はくが通じるのは信念の軸じくがぶれている者だけだ。疑うたがうならば、疑えばいい。正面から貴様の妄もう言げんを否ひ定ていしてくれる」

　暁はきっぱりと言い放ち、踵きびすを返した。

　生徒会役員たちがふたたび緊きん張ちようし、天使たちが姿し勢せいを低くする。

「待て」

　ピエトロの制せい止しは、部下と暁、双そう方ほうに向けられていた。

「児童の失踪にかんしては、もうひとつの邪じや教きようの関かん与よも疑うたがっている」

「……もうひとつの邪教？」

　暁は思わず足を止め、訊きき返した。まるで心当たりのない言葉だ。

　ピエトロは、目を細めて、暁の顔を見つめる。

　心の奥おく底そこまで忍しのび入るように。すべてを看かん破ぱするように。

　そして、たっぷりと数十秒、見つめ合い──。

「知らないようだね」

　ピエトロは満足げに微ほほ笑えんだ。

「今日のところは帰っていいよ。暁の忠ちゆう誠せいに期待している」

「……ふん」

　暁あきらは今度こそ相手に背せ中なかを向けて歩き出した。

　生徒会室を出る直前、一いつ瞬しゆん、肩かた越ごしに振ふり返り、

「ピエトロ。ひとつ、良いことを教えてやろう」

　と、前置きをすると、口元に不ふ敵てきな笑みを浮うかべた。

「貴き様さまが教きよう皇こうとなり世界を牛ぎゆう耳じる未来など存そん在ざいしない」

　ピエトロの眉まゆがわずかに動いたのを、暁は見み逃のがさなかった。しかしそれはほんの一瞬の出来事で、次の瞬間にはその顔はもとに戻もどっている。

「大いに結けつ構こう。教皇は時代に必要な者を選出するものさ。枢すう機き卿きようとして教皇を補ほ佐さする役やく割わりを担になえるだけで僕は満足だよ」

　暁は「食えない男だ」と口の中でつぶやいて、生徒会室を辞去した。




「あっ。出てきましたっ」

　暁がビルから出ると、中庭のベンチから立ちあがったミトラが小走りに駆かけ寄よった。

　ベンチには拓たく真まが座すわっている。膝ひざ上うえに弁べん当とう箱ばこをのせて、ハンバーグを食べている。

　暁は不ふ快かいげに眉まゆをひそめた。自分が即そく座ざに理り解かいできない状じよう況きようを、暁は嫌きらう。すこし思考して、

「オレを尾び行こうしていたのか？」

　もっとも「それらしい」予よ測そくを口にした。

　するとミトラはきょとんとして、

「尾び行こう、ですか？」

　純じゆん粋すいに意味がわからないといった調子で首をかしげる。

「ええと、実は落としものを届とどけにきたのですよ」

「落としもの？」

　暁はそこでようやくミトラが一冊さつのノートを抱かかえていることに気がついた。

　表題のない平へい凡ぼんな大学ノート。だがそれを見た瞬間に暁の顔は一気に青ざめた。
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「銀ぎん髪ぱつ。貴様、もしや……」

「すこし意外でした。アキラはそういうタイプの男性ではないと思っていたので……あ、あの、どうして微び妙みような顔をするのですか？　あ、やはりわたしに拾われるのは困こまるとか……ひゃっ」

「……ッ」

　暁はミトラの手から強引にノートを奪うばい取ると、すばやく中身をあらためた。そして最悪の予想が当たっていたことを知る。

　それはミトラルカ・シルヴェスタについての観察記録だった。

「おい玖く珂が。ミトラに乱らん暴ぼうな真ま似ねをするなよ。護ご衛えいとしておまえを斬きらなきゃいけなくなる」

　ミトラの小さな悲鳴に反はん応のうして拓真が立ちあがっていた。腰こしに帯おびた日本刀〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかに手をかけて暁を強く睨にらみつけている。

　そんな拓たく真まの反はん応のうを、暁あきらは、べつの意味で受け取った。

（警けい戒かいされている。逢あい沢ざわにも中身を読まれたのか。これは、まずい。すでにこの二人の中では、オレは完全なストーカーとして認にん識しきされている可か能のう性せいがある……）

　一いつ瞬しゆんでそこまで思考し、暁は誤ご解かいを解とくべく口をひらいた。

「……黙だまれ。このノートについては誤解だ。貴様らの認識は間ま違ちがっている」

「誤解、ですか？　ええと、恥はずかしい気持ちはわかりますが、べつに変ではないと思うのですよ。わたしもたまにやってしまいますから……」

　衝しよう撃げき的てきな発言に暁は愕がく然ぜんとした。

　温おん厚こうで難むずかしいことなど考えていなさそうなミトラが、暁と同じように他人の行動を観察し、記録に残しているというのか。

　暁は思う。ミトラのことを自分は正せい確かくに認識できていないかもしれない、と。表向きではない性せい格かくなど知るはずもないし、もしもミトラが巧こう妙みように実力を隠かくしていたら？

　考え始めると、想そう像ぞうはどんどん悪い方向へと転がっていく。

　ミトラは胸むねの前で祈いのるように両手を合わせ、満面に笑みを浮うかべた。

「大だい丈じよう夫ぶです。心配しなくても、誰だれかに言いふらしたりは絶ぜつ対たいにしませんよ」

「ミトラを怒おこらせたら一気に広まったりしてな」

「わ、わたし、そんなことはしないですよ……？」

　拓たく真まがからかい半分に笑い、ミトラが控ひかえめに反はん論ろんした。

　そのやりとりを、暁あきらは、やはり曲きよつ解かいする。

（つまり銀ぎん髪ぱつの命令に背そむけば変へん質しつ者しやとして教室中に喧けん伝でんする……と言いたいわけか）

　暁は動どう揺ようする気持ちをどうにか落ち着けて、ミトラの鼻先に指を突つきつけた。

「口外は……するな。だが、何度でも言う。オレはそういう人間ではない。これは絶ぜつ対たいだ」

　そう言い残すと、暁はくるりと背せ中なかを向け、足早にその場を立ち去った。

　ミトラたちに見えないように拳こぶしを強く握にぎりしめ、暁は、「不覚だ」とつぶやいた。




　暁が立ち去ったあとの拓真とミトラの会話は、以下のようなものだった。

「ものを落とすことなんて、誰だれにでもあると思いますが……おっちょこちょいだと思われるのが、そんなに嫌いやだったのでしょうか？」

「まあ、玖く珂がの奴やつ、プライド高そうだからな」

「それはともかく拓真、今日のお弁べん当とうはいかがですか？」

「ん。美う味まいけど。これ作ったの翠すい花かだろ？」

「えへへ。実はハンバーグの下に敷しいてあるレタスはわたしが盛もりつけたのですよ」

「それ、味にまったく関係ないだろ」

「ちょっとでもかかわっていると、感想が気になるものです」

「そういうもんかね」

「そういうものです」




　　　　＋　＋　＋




　放課後。帰りのホームルームが終わると拓真とミトラは中立区画へ向かった。

　祓ふつ魔ま学がく園えんには部活動が存そん在ざいしないため、放課後は基き本ほん的てきに自由時間だ。ほとんどの生徒は己おのれの技ぎ術じゆつや能のう力りよくを高めるために修しゆ行ぎようや宗しゆう教きよう的てき行こう為いに時間を費ついやす。

　ミトラの場合は、中立区画の無宗教者に向けたアピール──布ふ教きよう活かつ動どうをすることになる。

　ミトラに連れていかれた先には、三階建ての現げん代だい的てきな建物があった。窓まどガラスには「受験」やら「合ごう格かく」などと書かれた紙が貼はられている。

　デジタルサイネージには『鳴なる神かみ第だい二に高こう等とう塾じゆく』と表ひよう示じされていた。

「学習塾、か」

「すこし違ちがいます」

「違う？」

　拓真が訊きくと、ミトラは得意げに胸むねを張はって説明した。

「この街の無宗教者人口は全体の二割わり。その中の学生ともなると、本当に数が少ないらしいのです。小学生、中学生、高校生を合わせても、地方の中学校ひとつぶんぐらいの人数しかいないとか……なので、市内にいくつかある高こう等とう塾じゆくという教育機関が、小学校から高校までのすべての教育を一手に担になっているのだそうです」

「ここを卒業すれば、高校卒業と同等の資し格かくも得られるってわけか。へえ、変わったシステムを採さい用ようしてるんだな」

「宗しゆう教きよう都と市しの設せつ立りつ当初から中立区画の扱あつかいは難むずかしかったみたいです。いろいろあって、現げん在ざいの制せい度どに落ち着いたのですよ」

「ふうん。しかし、なんだ。詳くわしいな」

「えへへ。ちゃんと、りさーち、してきたのですよ」

　顔の横にスマートフォンをかかげ、弾はずんだ声でそう言った。

　箱入りの純じゆん粋すい培ばい養ようなお嬢じよう様さまといった雰ふん囲い気きだが、ミトラは意外と文明の利器に強い。鳴なる神かみ市しを訪おとずれる前に暮くらしていた霊れい峰ほうでもパソコンを使っていたというし、マイトレヤ教を紹しよう介かいするウェブページもミトラの自作だ。

　そのとき、チャイムの音が流れてきた。とたんに騒さわがしくなり、建物の中から学生がわらわらと吐はき出されてくる。

　ふつうの学校とルールが違ちがうのか、制せい服ふく姿すがたの学生はおらず、みんな私服を着ていた。

「あー、なるほど」

　拓たく真まはぽんと手を打った。

「それで、この場所なのか」

「はいっ。今日はたーげっとを絞しぼろうと思いまして。同年代の少年少女を狙ねらい撃うちですよっ」

　学がく生せい鞄かばんから大量の勧かん誘ゆうチラシと教典のコピーを取り出す。ミトラは表ひよう情じようを引き締しめて気合いをみなぎらせ、無宗教者学生の群むれに突とつ撃げきしていった。小さな体を目め一いつ杯ぱいに動かして、生徒たちの間を駆かけ回る。

　ほとんどの人が足を止めて、話を聞いてくれている。ミトラは喜色満面、輝かがやくような笑顔でマイトレヤ教の魅み力りよくを語り、生き方に悩なやみ苦しんでいる人、道しるべの欲ほしい人、新たな気づきを得たい人は是ぜ非ひ入信してほしいと伝えた。

　が、無宗教者の生徒たちの反はん応のうはと言うと、

「お姉ちゃん、四月の事じ件けんのときにスープ配ってくれた人だよね？」（小学生女子）

「俺ら蛇じや腹ばら連れん合ごう特とつ攻こう隊たいはミトラさんをリスペクトしてやす！」（中学生男子、リーゼント）

「ミトラさんマジ聖せい女じよ！」（高校生男子）

「あ、あのあのあの、サインっ、くださっ」（中学生女子、三つ編あみ眼鏡めがね）

「きゃー！　かーわーいーいー。頑がん張ばってね！　あっ、アメちゃんあげる」（高校生女子）

　といった具合で、相変わらずマスコット的な扱あつかいだった。

　以前とすこしだけ違うのは、ミトラの実じつ績せきが多少なりとも反はん映えいされているところ。霧きりの事件のさいに、祓ふつ魔ま学がく園えんに避ひ難なんしてきた中立区画の住民は、ミトラが給仕活動に走り回っていたことをきちんと憶おぼえているのだ。

　──信しん者じや獲かく得とくに結びつかないのは、歯がゆいところだろうが。

「えっと、あの。わたしはアイドルとかではないのです。あ、応おう援えんはありがとうございます。で、でも、マイトレヤ教の教えをちゃんと信じてくれる人を募ぼ集しゆうして……あわっ、祭さい壇だんに触さわらないでください～」

　漫まん画がならば目に渦うずを巻きそうな状じよう態たいのミトラがもみくちゃにされている。

　十数分が経けい過かする。

　人波から這はい出てくると、ミトラは情なさけなくうなった。

「うう。やはり宗しゆう教きよう家かのわたしはまだ評ひよう価かされていないみたいです……って、ふわっ？」

　後半の素すっ頓とん狂きような声は拓たく真まが頭に手を置いたことによって発せられた。触ふれたことにそれほど深い意味はない。健けな気げに空回るミトラを元気づけてやろうかという気まぐれだ。

　ぶしつけだなと思いつつも、気の利きいた言葉を考えられない拓真としてはこれが限げん界かいだった。なにせいつも翠すい花かに無む神しん経けいだの女心がわからないだの罵ののしられているのだ。

「アイドル扱あつかい、いいじゃないか。嫌きらわれたり、無関心でいられるより、ずっといい」

「そ、それなら良いのですが……」

　ミトラはほんのりと頬ほおを染そめて、手元の教典のコピーに目を落とした。緋ひ色いろの瞳ひとみに浮うかんだ感かん情じようを拓真には読み取ることができない。

「あれあれあれ？　もしかしてもしかしてもしかする？」

　そのとき、聞いたことのある声がした。独どく特とくのやたらと早口なしゃべり方に既き視し感かんを覚えて、拓真は声の方向を振ふり返る。
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　人波の横を避さけて通りすぎようとしていた人物が手を振って近づいてきた。

「拓真。あのお店のお姉さんですよ」

　ミトラが瞬まばたきしながら拓真の袖そでを引いた。

　声の主は夏服を買ったブティックのアルバイト店員──百もも瀬せ日ひ南な子こだった。ヒールを高らかに鳴らして、颯さつ爽そうと歩いてくる。気取った歩き方だが、まるで本物のモデルのように様さまになっている。

「やっぱりミトラっちとその彼氏さんだ。今日はここで布ふ教きよう活かつ動どう？」

「はいっ。学生さんに入信してもらえたらと思いましてっ」

　ミトラの声が弾はずんだ。

「あんたはどうしてこんなところに？　高こう等とう塾じゆくってのは大学も兼かねてるのか？」

「……彼氏さん、真面目な顔して失礼なこと言うね」

　日南子がじと目になった。あの、彼氏ではない、です、と真っ赤になって否ひ定ていするミトラの横で拓真は目を見ひらいて、日南子と高等塾の建物を交こう互ごに指さした。

「高校生？　あんたが？」

「高校生。あたしが。しかもなりたて。一年生」

　拓たく真まは純じゆん粋すいに驚おどろいていた。てっきり年上だとばかり思っていたのだ。

　もしかしたら先入観があったかもしれない、と拓真はひそかに反はん省せいした。ばっちりメイクをして流行の服を身に着けるようになるのは、もうすこし上の世代からだろう……と。

　考えてみれば、そういうタイプの女子とこれまで縁えんがなかっただけだ。

　修しゆ行ぎように明け暮くれた小中学校時代は教室にいる制せい服ふく姿すがたの女子しか見てこなかったし、サヴァトリィも蓮れん教きようの法衣以外の服をあまり着ない。

　ちなみに翠すい花かは論ろん外がいだ。服のセンスは絶ぜつ望ぼう的てきに悪いらしく、ふだんは地味で無ぶ難なんなシャツやジーンズ姿すがただ。ジャージのときも多い。

　唯ゆい一いつ、ミトラのドレスワンピースは洒落しやれていると言えるが、日ひ南な子この雰ふん囲い気きとは正反対だ。

「ええと、日南子、でいいですか？」

　ミトラはおずおずと言った。

　日南子はにこやかにうなずく。

「うんうん。好きに呼よんでいいからね」

「日南子は学校に通いながらあのお店でアルバイトをしているのですね」

「気持ちは逆ぎやくだけどね。ファッションの勉強が軸じく。学校は高こう卒そつ資し格かくが欲ほしいだけ、って感じ。服ふく飾しよくスタイリストに学歴は関係ないけど、やっぱり高校くらいは出なくちゃね」

「服飾スタ……なんだか、凄すごそうな職しよく業ぎようです」

　聞き慣なれない単語に興きよう味みをそそられたのかミトラが瞳ひとみを輝かがやかせた。

　日ひ南な子こは嬉うれしそうにうんうんと何度もうなずいて、

「凄いよ！　全身をコーディネートするプロフェッショナル。映えい画がとか舞ぶ台たいとか広告とか活かつ躍やくの場も増ふえてて、トップクラスの人たちは世界で活躍してるの。ほら、最近日本で公開された侍さむらいの映画とかも──」

　と、一気にまくし立てる。

　ミトラがぽかんとしていると、日南子ははっと我われに返って、照れ隠かくしに笑ってみせた。

「あ、あはは。自分の好きなことになるとつい熱くなっちゃって」

「いえ、わたしも同じなので、よくわかります」

　と、ミトラは笑顔で返した。他の勧かん誘ゆう相あい手てと話しているときと比くらべて、とても楽しそうだ。同年代で明めい確かくな将しよう来らいの夢ゆめを持つ者同士となれば、やはり親近感が湧わくものなのだろうか。

（将来……か）

　ミトラと日南子、二人の姿を黙だまって見ていると、最近ふとしたときに脳のう裏りをよぎる思考が、ふたたび拓たく真まの中でちらついた。

〝叡えい智ちの悪魔〟の呪のろいを解といたらどうするか？

　兄である隼人はやとの代わりに逢あい沢ざわの家を継つぐとして、〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟に頼たよらずに、どれだけ仕事をこなせるだろうか。武ぶ器きと聖せい水すいだけで凌しのげるのか。あるいは祓ふつ魔ま師しの道を捨すてて、べつの人生を模も索さくするべきなのか。

（それともいっそ〝叡智の悪魔〟の呪いを捨すておくか？）

　などという、やけくそのような案を浮うかべた自分自身に、拓真は呆あきれた。

〝叡智の悪魔〟の呪いは知ち識しき欲よくをトリガーに破は壊かいを呼よぶ。恋こいをして、誰だれかに触ふれることも。子どもができたとして、その子を抱だくことも許ゆるされない。

　そんな体ていたらくでは家を継ぐことなど不ふ可か能のうだし、まともに生きていくことなどできない。

　厄やつ介かいな呪いを消すためだけに半生を費ついやしている現げん状じように拓真はもどかしい気分になる。

　どうしてこんな厄介な呪いを授さずかってしまったのか。

　こんな腕うで、いっそ切り落としてしまえたら、と考えたこともある。しかしこの腕はどうやら、仮かりに切せつ断だんしたとしても、勝手にくっつくらしい。それも呪いの加速というおまけつきで。

　それは、前回の〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルとの戦せん闘とう時じに、思い知らされた。

　憂ゆう鬱うつになりそうな気分から目をそむけるために、拓真は話題を変えることにした。

「おしゃべりしてていいのか。バイトがあるんだろ？」

　拓真の問いに日南子は首を振ふる。

「今日はシフトに入ってないよ。夕飯の買いものをして帰るだけかな」

「夕飯の買いもの……もしかしてひとり暮ぐらしなのですか？」

「そうなのそうなの。自じ炊すいが面めん倒どうでついつい出来合いのお惣そう菜ざいに頼たよっちゃうんだよね」

　日ひ南な子こが苦笑いすると、ミトラはなにかを思いついたとばかりにぽんと手を合わせた。その表ひよう情じように拓たく真まは嫌いやな予感を覚える。

「こうして会えたのもなにかのご縁えんです。お夕飯を一いつ緒しよに……どうですか？」

　予感的中。拓真はあわててミトラの肩かたに手を置き、低い声で耳元にささやいた。

「待て。二度しか会ってない奴やつを家に誘さそうって、いきなり仲良くなりすぎだろ」

「えへへ。きちんとひとりの宗しゆう教きよう家かとして応おう援えんしてくれるのが嬉うれしくて……それにマイトレヤ教には『直感の好意を大事にせよ。魂たましいで惹ひかれ合った友は、生しよう涯がいの友となるだろう』という教えがあるのです」

　小声で告げたミトラの目がわずかに潤うるみを帯びた。

「拓真に初めて会ったとき、仲良くなるために頑がん張ばれたのも、直感の好意を大事にしたから、なのですよ」

「……わかった。わかったよ」

　いじらしい告白に拓真は根こん負まけしたように手をあげた。

「ただし条じよう件けんがひとつある──えっと、あんた苗みよう字じは百もも瀬せ……だったよな？　百瀬」

　拓真は声をかけると同時に日南子のほうへ左手を差し出した。

「悪いが左手で握あく手しゆをさせてくれ。そうじゃなければ、ミトラに近づけるわけにはいかない」

「拓真はわたしの護ご衛えいなのです。左手には相手の情じよう報ほうを読み取る能のう力りよくがあって……念ねんのため、ですので、もしも嫌でしたら断ことわってください」

　拓真のぶしつけな行動の理由をミトラが補ほ足そくした。

　日南子はほえーと間ま抜ぬけな声をもらして、

「そっか、祓ふつ魔ま師しって悪あく魔ま契けい約やく者しやと戦うお仕事だもんね。いろいろな能力を持った人がいるって知ってはいたけど、自分に使われるのは初めて。ちょっとわくわくするかも……はい、手」

　あっさりと左手が差し出される。

　拓真はその手を握にぎり（〝解析アナライズ〟）と心の中でつぶやいた。左ひだり腕うでの紋もん様ようがすみれ色の光を放ち、十秒後、脳のう内ないに百瀬日南子の魂の情報パーソナルデータが流れこむ。

（名前は──百瀬日南子。偽ぎ名めいじゃない。身体からだに異い常じようはなし。所しよ属ぞく宗しゆう教きようも……なし、か）

　拓真はすこしだけ拍ひよう子し抜ぬけした。チョーカーにつけた逆ぎやく十じゆう字じのロザリオは、やはり宗教的な意味のある品ではなかったようだ。

　不ふ審しんなところがないことを確かく認にんすると、拓真は手を離はなした。

「大だい丈じよう夫ぶそうだ。疑うたがうような真ま似ねをして悪かった」

「ふふっ。べつにいいけどさ、彼氏くん──って呼よぶのはアレだから、拓真っちにしよっか。拓真っちとミトラっちの関係って、騎き士しさまとお姫ひめさまって感じで、なんかいいね」

「あ、あのっ。ですからわたしと拓たく真まはそういう関係ではなくてですね……」

「ふふっ。それじゃ、お邪じや魔まじゃなさそうなら、ご厚こう意いに甘あまえちゃおうかな。もちろん、今度ちゃんとお礼はするけどね」

　真っ赤なミトラがぶんぶんと腕うでを振ふって否ひ定ていするのをさらりと流して、日ひ南な子こは言った。

　その日南子の、一いつ瞬しゆんの変化を拓真は見み逃のがさなかった。

　整ったまつ毛のふるえ。マニキュアの塗ぬられた指を軽く握にぎる仕し草ぐさ。そして唇くちびるの──緩ゆるみ。

　それは、本当に。心の底からの喜びがあふれて、感かん極きわまってしまったかのような。

（夢ゆめの話をすると『暑苦しい』と言われて嫌いやがられる……か）

　そういえば、百もも瀬せは高こう等とう塾じゆくから出てくるとき、ひとりだったな──などと思い出す。

　まあ、たまにはこういうのも悪くないか。と、拓真は誰だれにも気け取どられないようにつぶやいた。




　　　　＋　＋　＋




　ミトラの布ふ教きよう活かつ動どうが終わり、帰き宅たくするころには、もうだいぶ日が暮くれていた。

　無宗教者寮りようである洋館の扉とびらをあけた拓真らを迎むかえたのは獰どう猛もうな獣けもののうなり声だった。

　雷らい気きをまとった黄色の狛こま犬いぬ。圧あつ縮しゆくした空気を頭上に展てん開かいしている白の狛犬。二匹ひきの獣が毛を逆さかだてて、殺さつ気きだった目を向けている。敵てきは二匹。いや、もう一匹、いた。

　狛犬の主──比ひ良ら坂さか翠すい花かがおたまを持った手をふるわせている。

「拓真。家の敷しき居いをまたぐ前に、なにか言うべきことがあると思わない？」

　静かな怒いかりを湛たたえた翠花の問いに、拓真は意地の悪い笑みを浮うかべて、

「出で迎むかえご苦労」

　と言った。

　翠花の顔がかっと紅こう潮ちようする。

「死なせる！　今日という今日は絶ぜつ対たいに死なせる！　風ふう神じんっ、雷らい神じんっ」

「落ち着けよ阿あ呆ほう。夕食の人数がひとり増ふえるだけだろ」

「家事をしないあんたはいいかもしれないけど、人数増えると炊たかなきゃいけないごはんの量も違ちがうし、おかずだって考えなきゃいけないし、いろいろ大変なんだからねっ」

「べつに難むずかしいことでもないと思うが」

「ええそうよ。あたしだってべつに手間がかかることに文もん句くを言ってるんじゃないの。『あ、ひとり増えるから。じゃ』の電話一本で済すませたあんたの態たい度どに怒おこってるのよ！」

「伝わっただろ？」

「伝わりはしたけどっ」

「じゃあべつに──」

「よーくーなーいー！　あたしへの感かん謝しやが全然足りてない！」

「おう。サンキュ」

「なにそのひと山百円くらいのやっすい感かん謝しや!?」

「ははっ。おまえ、面おも白しろいな」

　悔くやしげに唇くちびるをわななかせる翠すい花かを見て、拓たく真まは思わず噴ふき出した。

　からかい甲が斐いのある奴やつだ。口にすればますます怒おこらせてしまうので、胸むねの中に留とどめておくが。

「ま、冗じよう談だんだ。ちゃんと感謝してるよ。おまえだから気軽に頼たのめるんだ」

「ふん。わかってるなら、いいのよ」

　翠花はふいとそっぽを向いてそう言った。

「あの、拓真。やはり今日はわたしが料理を担たん当とうしたほうが良かったのでは……」

　ミトラが拓真の背はい後ごから顔を出して、おずおずと言う。日ひ南な子こを連れ帰ると決めたときに、実はミトラは「スイカに悪いので今日はわたしが夕食を作ります」と提てい案あんしていたのだ。

　その提案を突つっぱねて、翠花に丸投げでいいと判はん断だんしたのは拓真だった。幼おさないころからの付き合いなので、翠花ならば文もん句くを言いながらも完かん璧ぺきに仕事をこなしてくれると信じていた。

　我われながら自分勝手な話だ、とも思うが。

　ミトラの申し訳わけなさそうな表ひよう情じようを見て、翠花はあわててその肩かたを抱だき寄よせた。

「ううん。大だい丈じよう夫ぶよ。ミトラちゃんはなんにも悪くないわ。あたしの機き嫌げんが悪いのは全部このばか拓真のせいだから、気にしないでいいのよ」

「それでも大変だったらちゃんと言ってくれると嬉うれしいです。わたしも、ちょっとだけですけれど、お料理はできますから」

「なんていい子！　この聖せい女じよっぷりの一パーセントでもこのばかにあれば……って、あっ、ごめん勝手に盛もり上がっちゃって」

　翠花が日南子の存そん在ざいに気づいて、ぱっとミトラから体を離はなした。

　いえいえお構かまいなく、と手を振ふって、日南子は拓真の脇わき腹ばらをひじでつつく。

「立りつ派ぱなお屋や敷しきに美少女二人と同どう居きよとは。夢ゆめのような暮くらしっぷりだね」

「騒さわがしいだけだよ」

　と、拓真は苦笑した。




　食しよく卓たくは香こう辛しん料りようの刺し激げき的てきな匂においで満ちていた。食しよく欲よくをそそられて拓真の舌したと腹はらは空くう腹ふくを訴うつたえた。

　料理は、ステンレス製せいの大きなトレイに並ならべられていた。そのうえに小さな容よう器きがいくつかのっていて、三種類のカレーと赤たまねぎやキャベツを刻きざんだサラダ、タンドリーチキン、ヨーグルトが盛られている。トレイの真ん中には、でろっ、と顔の大きさぐらいのナンの姿すがた。

　席に着くと、日南子は「おおおおう」と感動し、ミトラは尊そん敬けいの目で翠花を見る。

「スイカ、とても美お味いしそうです……初めて見る料理ですが、これは？」

「インド料理よ」

　翠すい花かは何な故ぜか偉えらそうに胸むねを張はった。

「前にサヴァちゃんに教えてもらったんだけど、試す機会がなかったのよね」

「おまえって無む駄だに器用というか、微び妙みように女子力が高いよな」

「無駄とか微妙はよけいよ。ほーら、冷めないうちに早く食べて」

　翠花に促うながされてミトラは素す直なおに、日ひ南な子こはやや遠えん慮りよがちに、拓たく真まは無言で食べ始めた。

　香こう辛しん料りようの辛から味みと野菜やヨーグルトの甘あま味みが心ここ地ち好よく舌になじむ。初はつ挑ちよう戦せんとは思えないほどの完成度に拓真は素直に感心した。

　カレーに浸ひたすことに慣なれず四苦八苦していたミトラも、翠花の丁てい寧ねいなレクチャーのおかげでいまでは楽しそうにちまちまとナンをかじっていた。

「ふーっ。食べた食べた。美お味いしかったぁ。翠花っちは良いお嫁よめさんになれるよー」

　料理をすべて平らげると、日南子は満足げにお腹なかをさすって背せもたれに寄よりかかった。いつの間にか翠花の愛あい称しようまでできている。どうやらこの呼よび方は日南子の癖くせらしい。

「そ、そう？　な、なんか素直に褒ほめられると照れるわね。あははっ」

　翠花は照れくさそうに笑いながら、空になった食器を食堂と続きになっているキッチンへ。それを待機していた拓真の横に次々と重ねていく。拓真の頬ほおがわずかに引きつる。

　さすがに翠花に任まかせきりなのは可か哀わい想そうかと思い、手伝いを申し出たのだが、まさかひとりでやらされるとは思わなかった。「わたしも」というミトラの天使の申し出を翠花が悪あく魔まの笑顔で丁重に断ことわったのだ。

　拓真は泡あわまみれの手で食器を洗あらいながら、食後の女子三人の会話にぼんやり耳をかたむける。

「へえ、ファッションの勉強をしたくて、この街に？」

　と、翠花の声。どうやら日南子についての話題らしい。

「でもどうして鳴なる神かみ市し？　宗しゆう教きよう都と市しとファッションの世界って、あんまりイメージが結びつかないんだけど」

「やーやーそうでもないんだよね。ここには世界中の宗教の教区が集まってるでしょ？　だから自然といろいろな国の人が集まるの。世界でも有数の外国人街ってわけね」

「なるほど……たしかにわたしも日本人ではありませんし、サヴァトリィはインド出身、他にも海外からきている聖せい職しよく者しやさんをいっぱい見かけます」

「でしょでしょ？　中立区画のサービスはそんな外国人向けに提てい供きようされているから、レストランとか服ふく飾しよく店てんの品ぞろえも自然とバリエーション豊ゆたかになるんだよね。世界の文化を身近に感じられるし。だから、デザイナー志し望ぼうとかスタイリスト志望の間では、わりと有名なの」

　なるほどな、と拓真は納なつ得とくの息をもらした。

　ふと、翠花が日南子の首のチョーカーに手を伸のばした。

「あっ」

　日南子はびくりと背せ筋すじをふるわせて仰のけ反ぞった。

　明めい確かくな拒きよ絶ぜつの反はん応のうに、翠すい花かはしまったというような顔をする。

「ご、ごめん。いきなり触さわられたら嫌いやよね。無む宗しゆう教きよう者しやなのに十じゆう字じ架かってのも珍めずらしいなと思って、つい」

「あ……いや、ううん平気平気。びっくりしちゃっただけだから」

　日ひ南な子こは両手を振ふって苦笑。それから、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを、愛いとしげな手つきで持ちあげる。

「これね。お父さんの形見らしいんだよね」

「……お父様はお亡なくなりになっているのですか」

　真っ先に反応したのは、家族を失ったことのあるミトラだ。それからすこし遅おくれて、拓たく真まがべつの部分に疑ぎ問もんを覚えて、ダイニングキッチンから話しかける。

「らしい、ってのはどういうことだ？」

　大切な家族の遺のこした品に対して、あまりにも曖あい昧まいな表ひよう現げんに思えたのだ。日南子はロザリオの表面を指でこすりつつ、ふうむ、と唇くちびるをわずかに突つき出してみせる。

「やっぱり変だよね。あたしも変だと思うよ、自分で」

　日南子は右手で拳けん銃じゆうを作って自分のこめかみに当てた。

「よく憶おぼえてないの。昔のこと。おばさん──ああ、里親のこと、おばさんって呼よんでるんだけど──おばさんによると、あたしの両親は事じ故こで亡くなったらしいんだけど……実の親の顔も名前も憶えてなくって……そんな大事なこと、ふつう、忘わすれないよね」

「年ねん齢れいによるんじゃないか？　俺も幼よう稚ち園えんより昔のことはあんまり憶えてない」

「そのころのあんた、おじさまや隼人はやとさんに怒おこられて、大声で泣いてたわよ。隣となりのうちの神社までめちゃくちゃ響ひびいてきたんだから」

「……いまその話をする必要はないだろ」

　にやにやする翠花に、拓真は悔くやしげに顔をしかめた。

　ミトラはそちらの話も気になる様子だったが、日南子の事じ情じようへの興きよう味みのほうが強いらしい。視し線せんだけで暗に続きを促うながしている。

「記き憶おくがないのは、小学校の低学年くらいのときからかな。それより前がすっぽり抜ぬけててね、おばさんは、両親を一度に亡くしたショックで記き憶おく喪そう失しつになったんじゃないかって」

「日南子……」

　ミトラが服の裾すそをぎゅっと握にぎりしめて、肩かたをふるわせる。

「このチョーカーとロザリオが形見っていうのも、ちょっと自信がないんだ。かなりの年代物みたいで、革かわも味が出るぐらいにすでに使いこまれてたから。それで、たぶん、お父さんのかなって」

　日南子は鼻の下を指でこすって、照れたように笑った。

「ちなみにお母さんじゃなくてお父さんなのは、記憶はないんだけど、なんとなくお父さん子だったような気がするから……って、本当にアバウトだよね、あたし」

「いいえ」

　ミトラは真しん摯しな表ひよう情じようで首を振ふり、日ひ南な子この手を両手で包んだ。

「わからない、ということは、とても怖こわいことです。ましてや大切な人についての記き憶おくがないなんて、心細いはずです。折り合いをつけて、自分の中で勝手に定てい義ぎしてしまうのは、正しいことだと、わたしは思うのですよ」

「……ふふっ。なんだかカウンセラーの先生みたい」

「迷まよえる信者さんから相談を受けるのも聖せい職しよく者しやのお仕事なのですよ」

「信者じゃないってば」

「えへへ。そうでした」

　そう言うとミトラは目を細めて、椅い子すのわきに置いた祭さい壇だんをひと撫なでした。

「う、うう～。そうとは知らずにぶしつけに触さわろうとしてごめんね」

　翠すい花かは黒い瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを湛たたえて、ずるずると鼻をすすっている。

　浅はかな行動を恥はじる気持ちと合わさって、心のツボに刺ささってしまったのだろう。

　拓たく真まが呆あきれ調子で箱ごとティッシュを放ってやると、大急ぎで鼻をかんで涙を拭ぬぐった。

「あははっ」

　誰だれともなく笑って、湿しめっぽくなった雰ふん囲い気きが、すこしだけやわらいだ気がした。

　それから一時間ほど談だん笑しようすると、日南子が時計を見て「遅おそくなっちゃった」と言い、本日はこれでお開きという流れになった。

「本当にひとりで大だい丈じよう夫ぶか？」

　拓真は、門をあけて道路に出ようとする日南子の背せ中なかを呼よび止める。いくら宗しゆう教きよう都と市しが極きよく端たんに軽けい犯はん罪ざいの少ない街とはいえ、夜の十時に女子高生のひとり歩きが安全とは言い難がたい。

　しかしミトラの護ご衛えいという立場上、夜に洋館を離はなれるわけにもいかないのだが。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。心しん配ぱい性しようも過すぎると心しん臓ぞうと毛根に悪いよ」

　日南子は陽気に笑い、それから、ふとなにかに気づいたように拓真の顔を見つめた。

「うむむ。初めて会ったときから思ってたんだけど……拓真っちの顔、どっかで見たことあるような……」

「どこにでもいる日本人顔だからな」

「そういうんじゃなくて。まあ、同じ中立区画に住んでるんだし、どっかですれ違ちがっただけかもしれないけど……なんとゆーか、頼たのもしい感じがするってゆーか、懐なつかしいってゆーか」

「ナンパの決まり文もん句くみたいだな」

「……冗じよう談だんでもそゆこと言う？　ミトラっちと翠花っちの前で……」

「ん？」

　拓真はわけがわからないとばかりに瞬まばたきした。

　こいつの無む神しん経けいはいまに始まったことじゃない、と翠花はじと目を向け、ミトラは笑顔のまま「？」と疑ぎ問もん符ふを頭上に浮うかべて首をかしげている。

　そうして、日ひ南な子この姿すがたが曲がり角で見えなくなるまで、その背中を見送った。

　学園で生活し。ミトラの布ふ教きよう活かつ動どうに付き合い。ミトラの、信者ではないけれど、新しい友人との出会いを経けい験けんし。

　平へい穏おんな一日を振ふり返れば、なるほど、こういうのも悪くないなと思えた。

　しかし同時に胸むねの奥おくで妙みような感かん情じようが芽め生ばえる。

（戦いがなくて、平和であればあるほど、思い知らされる）

　軽く拳こぶしを握にぎりしめる。右手首に巻まいた数珠じゆずの軋きしみを感じながら、考える。

　呪のろいを消したら、自分にはなにも残らないのではないか……と。

「布ふ教きよう用ようホームページの更こう新しんをするのです」と言って、活いき活きと館内に引き返すミトラ。服の袖そでをまくって「明日の朝食の下ごしらえしなくっちゃ。なににしよっかなー」と鼻歌まじりにミトラのあとについていく翠すい花か。

　二人の姿が眩まぶしく見えて、拓たく真まは軽く舌したを打つ。

　しかし、なによりも腹はら立だたしいのは、そんな自分の嫉しつ妬とめいた態たい度どそのものだった。
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　潮しおの匂においをふくんだ夜風が吹ふきつけて、暗くら闇やみに溶とけこむような漆しつ黒こくの髪かみがなびく。浅あさ葱ぎ色いろの着流しもわずかに袖そでをふくらませ、静かなビルの屋上に絹きぬのはためく音を響ひびかせた。

　目だけを覆おおい隠かくす仮か面めんをつけたその男──影かげ縫ぬいは、給きゆう水すい塔とうの陰かげに視し線せんをやると、どこから取り出したのか、五枚まいの天てん正しようかるたを手札のようにして身み構がまえた。

　鮮あざやかな緋ひ色いろ。己おのれの存そん在ざいを誇こ示じしているのだとばかりに闇やみに映はえる色。

　枢すう機き卿きようの服に身を包んだ生徒会長、ピエトロ・プルトーネが悠ゆう然ぜんと歩み出る。

「躊ちゆう躇ちよなく霊枢核コアを取り出すとは。自分の学園の生徒に対する行動とは思えないですねェ」

　目上の者への敬けい意いなど微み塵じんも感じられない、嫌いや味みっぽい口調でピエトロは言った。

　影縫は仮面の隙すき間まから覗のぞく目を鋭く細める。

「生徒会は理事会とは独どく立りつした立場を主しゆ張ちようするのではなかったのかな？　こうして私に接せつ触しよくするからには、なにかしらの心算があるのだろう」

「大したことじゃないんですよ。ただ影縫理事長にはお願いをしたいだけです」

「言ってみたまえ」

「中立区画で頻ひん発ぱつしている連続児童失しつ踪そう事じ件けん──この件は我われ々われ生徒会で追っているんですよ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいにも申しん請せいし、捜そう査さの権けん限げんをすでに得ています」

　ピエトロの口から語られたのは、鳴なる神かみ市しに常じよう在ざいする祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいの間で話題になっている事件だ。五歳さいから十二歳までの児童が、忽こつ然ぜんと姿すがたを消す不可思議な事件である。

　神かみ隠かくしなのではないか、と無む責せき任にんなうわさを流す者もいるが、まぎれもなく人じん為い的てきな犯はん罪ざいだ。

　悪あく魔ま契けい約やく者しやの犯はん行こうである可能性も考こう慮りよされており、聖職者協会にも捜査協力の要よう請せいがあった。

「私の管理の外でプロ祓魔師と同じ仕事をするつもりかい？」

「当然。プロ資し格かくを持つ祓魔師は己おのれの判はん断だんでアマチュアを動員することが許ゆるされていますからねェ。僕にはあなたの許きよ可かは必要ない」

　ピエトロが服の内側から取り出してみせたのは一枚のカード。

　宗教間の対立を起こさないためにあえて真っ白にデザインされ、名前と所しよ属ぞく宗しゆう教きよう、契けい約やく霊れい体たいだけが記しるされている。

　聖職者協会公こう認にんの祓魔師だけが持つライセンスだ。

　影かげ縫ぬいは仮か面めんの中の眉まゆをひそめた。ピエトロが白しろ十じゆう字じ教きようの擁ようする教育機関を卒業済ずみであることは、すでに知っている。しかしそこで得たライセンスを振ふりかざしてきたのは初めてだ。

「なにを企たくらんでいるんだい？」

「企みなんて滅めつ相そうもない。お願いというのも、かんたんなことです──」

　ピエトロは声を低くして、厳おごそかに告げた。

「この件にかんして、僕らの邪じや魔まをしないでいただきたい」

「前回の襲しゆう撃げき事じ件けんの首しゆ謀ぼう者しや、〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルの関かん与よも疑うたがわれているんだがね。彼女の正体がわからない以上、学生だけに任まかせるわけには……」

「そう思うのであればご協力いただけますか」

「協力？」

「僕らはそのイシュタルとやらの仲間を炙あぶり出したいと考えていましてね。邪じや教きようの教きよう祖そミトラルカや逢あい沢ざわ拓たく真まをはじめ、過か去こに邪教指定されたあらゆる宗教に関係する者を疑っている……影縫理事長は、ミトラルカの違い反はん行こう為いを監かん視しするために悪魔を一匹ぴき、放っているはず」

「あの悪魔は〝聖霊ミスラ〟の不正な使用を確かく認にんしたら自動的に聖職者協会に発信するように設せつ定ていしてあるんだけどね」

「不ふ審しんな行動をすべて、逐ちく一いち、僕に報ほう告こくしていただきたい……そう申しあげているんですよ」

　影縫がくすりと笑う。

「あの子が不審な行動、ね。想そう像ぞうもできないな」

「──たとえば、これに心当たりは？」

　そう言って、ピエトロが一枚の写真を投げた。影縫は空いているほうの手で受け取った。

　一枚のスケッチを撮とったものだった。逆ぎやく十じゆう字じのロザリオが描えがかれている。

「とある天使の自動書記能のう力りよくが描いた〝邪じや教きようの神器〟ですよ。マイトレヤ教と同じく邪教指定を受けて滅ほろびた宗しゆう教きよう……メレク教を象しよう徴ちようする品だと考えられます」

「……これがどうしたんだい？」

「その所有者が鳴なる神かみ市し内ないで目もく撃げきされているらしいんですよ。メレク教は子どもを生いけ贄にえに捧ささげ、儀ぎ式しきを執とり行なってきたという悪あしき宗教」

「なるほど、児童失しつ踪そう事じ件けんと無関係ではないかもしれないね」

「イシュタル、メレク教、マイトレヤ教、今回の事件に絡からんでいるのがどこなのか、あるいはそれらすべてが手を組んでいるのか……迫せまっていきたいと、僕らは考えているんですよ」

　空気の匂においが変わった。

　吹ふきつける風に茶の色が混まざる。さらさら。さらさら。と、掠かすれた音が鳴る。濁にごった空気がビルの下から這はいあがり、周囲を濃こい色に染そめていく。

（……砂すな！）

　影かげ縫ぬいは異い変へんの正体を即そく座ざに看かん破ぱした。

　目もく視しできるほどのまとまった砂が渦うずとなって屋上を取り囲んでいるのだ。どうしてピエトロが交こう渉しようの場に屋上を選んだのか？　その答えに、影縫はようやく思い至いたった。

　屋外でなければならなかったのだ。おそらくピエトロの天使は屋内で能のう力りよくを使えない──。

「驚おどろいた。学園に報ほう告こくしている能力は、噓うそか」

「噓はついていませんよ。報告していなかっただけです」

「これは脅きよう迫はくと受け取っていいのかな？」

　影縫の問いに、ピエトロはあっさりと首を振ふる。

「いいえ。僕はただ、影縫理事長が非ひ協きよう力りよく的てきであるならば、抹まつ殺さつせねばならないと考えているだけです。悪魔に限かぎりなく近い神を信じるアスター教の祓ふつ魔ま師し。唯ゆい一いつ、悪魔との契けい約やくを許ゆるされた者──とても疑うたがわしい」

　影縫は、沈ちん黙もく。

　互たがいに黙だまったまま視線をぶつけ合う。両者の間を、砂のこすれる音だけが、さらさらと鳴る。

　緊きん張ちようの時間はそう長くは続かなかった。

「どうやら、いまのところ、あなたから情じよう報ほうを引き出すことはできなさそうですね」

　ピエトロは肩かたをすくめると、影縫の横を通りすぎ、屋内へと向かった。ピエトロの姿すがたが扉とびらの向こうに消えると、空間を充みたしていた砂の匂いは消え、空気の色ももとに戻もどっていた。

　ふむ、と、影縫はあごを撫なでさすり、天てん正しようかるたの一枚まいに魔力を注ぐ。

　猿さるのような見た目の下級悪魔が、影縫の肩に現あらわれた。

「サヴァトリィに──」

　影縫は猿の耳元にささやく。猿はこくこくとうなずくと、ばっ、と跳ちよう躍やくする。欄らん干かんを跳とび越こえて、祓ふつ魔ま学がく園えん校こう舎しやビルから、夜の街へと落ちていく。

「メレク教……逆ぎやく十じゆう字じのロザリオ、か。彼らには厄やつ介かい事ごとを引き寄よせる力でもあるのかな」

　ミトラの監かん視しに差し向けた悪魔から、情じよう報ほうは受け取っている。影かげ縫ぬいのもとには、聖せい職しよく者しや協きよう会かいに直ちよく接せつ発信されるものよりも、細かい情報が入ってくる。

　逆十字のロザリオ。それはミトラが最近仲良くなった一いつ般ぱん人じんの少女が身に着けていた品物だ。

　吹ふきつけた風に寒気を覚えて影縫は、ぶるり、と背せ中なかをふるわせた。




　　　　＋　＋　＋




　拓たく真まが寝ねぼけ眼まなこで枕まくら元もとの時計を確かく認にんすると、時じ刻こくは朝の四時だった。

　頭の中がぼんやりしている。昨夜、何時ごろに眠ねむったのかもはっきりしない。窓まど際ぎわに置かれた勉べん強きよう机づくえの周りには、聖せい書しよや宗しゆう教きよう系けいの教科書、霊れい体たいと契けい約やくするための修しゆ行ぎようを紹しよう介かいしたマニュアル本などが散さん乱らんしている。

「あー……」

　昨夜の自分の行ないを思い出して、拓真は片かた手てで顔を覆おおった。

　ミトラや日ひ南な子この将しよう来らいを見み据すえた姿すがたに感化され、真面目に宗教を学んでみるか、と血ち迷まよったことを考えたような気がする。〝叡えい智ちの悪魔〟の呪のろいが消えても他の宗教を信しん仰こうし霊体と契約すれば祓ふつ魔ま師しとして生きていけると思ったのだが、案あんの定じよう、三十分も保もたなかった。

　当然だ。善ぜんだと信じられないものを素す直なおに受け入れられるわけがない。

　兄の隼人はやとを裏うら切ぎり、処しよ刑けいした存そん在ざいなんて──。

　ふつふつと怒いかりが湧わきあがり、感かん情じようの昂こう揚ように反はん応のうして、封ふう印いんの数珠じゆずが軋きしみ──このままではまずいと、拓真は勉強をやめて、ベッドに飛びこんだのだ。

　そして現げん在ざいに至いたる。

「だる……顔でも洗あらって目を覚ますか」

　拓真はパジャマ姿のまま、のろのろと立ちあがり、部屋を出た。

　ミトラも翠すい花かも寝ねているのだろう。廊ろう下かは真っ暗で、物音も聞こえない。

　廊下の先には共用のバスルームと脱だつ衣い所じよ兼けん洗せん面めん所じよがある。なんの気なしに引き戸をあけて、そのときになって、ようやく嗅きゆう覚かくが異い常じようを訴うつたえた。

　むせ返るほどに甘あまいシャンプーの香かおりがどっと押おし寄よせる。白い湯気のカーテンが割われて、濡ぬれた赤毛と、滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだがあらわになる。

　女だ。しかも全ぜん裸ら。豊ほう満まんな胸むねの女がバスタオルで髪かみを拭ふいている。

「──ッ!?」

「むむっ!?」

　聞き慣なれた声だ、と思うよりも早く、体が動き出していた。

（不ふ審しん者しや……ッ！）

　拓たく真まはとっさの判はん断だんで女に向けて掌しよう底ていをたたきこもうとした。

　女は拓真の踏ふみこみに合わせて後こう退たいし、すぼめた唇くちびるから、なにかを吹ふいた。細い針はり。それ自体に殺さつ傷しよう能のう力りよくはないだろう。だが、毒の可か能のう性せいがある。即そつ効こう性せいの毒であれば、肌はだに刺ささり、血管に届とどいた時点で詰つみだ。

　強引に体たい勢せいを崩くずして針を回かい避ひ。軸じく足あしで強く床ゆかを踏ふみ、不安定な姿し勢せいから蹴けりを放つ。

「〝不ふ動どう明みよう王おう〟！」

　女が霊れい体たいの名を叫さけぶ。着き替がえの山からねずみ色の腕うでが生え、巨きよ大だいな掌てのひらが拓真に殴なぐりかかる。

　両者の攻こう撃げきが直撃する寸すん前ぜん。

　拓真と女は同時になにかに気がついたような顔をして、停止した。

「サヴァトリィ……？」

「あらら。なーんだ拓真くんかぁ」

　サヴァトリィはいつもの楽天的な笑みを浮うかべると、一度、高らかに指を鳴らした。不動明王の腕が最初からなにもなかったかのように消え失せる。

　拓真は持ちあげていた足をゆっくりと下ろすと、はっとして、くるりと背せを向けた。

「悪い。いるとは思わなかった」

「またまたご冗じよう談だんを～。拓真くんともあろう人がボクの気け配はいに気づかないわけないよねぇ。そうかそうか、わざわざ覗のぞきにきてくれたのかぁ」

　サヴァトリィの声は完全にからかっているときのそれだ。

　拓真は若じやつ干かんの据すわりの悪さを感じながら言う。

「気け配はい遮しや断だんの結界を使ってるだろ。寝ね起おきにあんたぐらいの実力者に仕し掛かけられたら、察知するのはさすがに無理だ」

「んむ？　おおっ？　お～、そうだった。尾び行こうされないように隠かくれてきたんだった」

　サヴァトリィが膝ひざを打つ音。

　それから続く法衣を羽は織おる音に鼓こ動どうをわずかに乱みだされながら、

「勘かん弁べんしてくれ……」

　と、拓真はうめくように声をもらした。




　着替えが終わると、拓真とサヴァトリィは、拓真の自室に移い動どうしていた。

　サヴァトリィは部屋に入るなり内うち鍵かぎをかけて、壁かべ、ベッドの下、クローゼットの中、電話の子機や電話線、コンセントなどを調べていく。

「なにしてんだ？」

　勝手に漁あさられるのは不ふ愉ゆ快かいだとばかりに拓真が仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「えっちな本とかゲームとかブルーレイとか持ってないんだねぇ」

「たたき斬きるぞ」

「やーん、怖こわいー」

　サヴァトリィはおどけたように体をくねらせた。拓たく真まが壁かべに立てかけた〝雪ゆき風かぜ〟を手に取り、鯉こい口ぐちを切ると、「ごめんごめん許ゆるしてよぅ」と両手をあげる。

「盗とう聴ちようされないようにってね。霊れい体たいの気け配はいならともかく、機械が相手だとなかなか気づけないからねー」

　などと言いながら五分ほど家や探さがしをして、ようやく満足げな顔でベッドに座すわった。

　丈たけの短い法衣は、足を組むと、裾すそからふとももが大だい胆たんにさらされてしまう。サヴァトリィはリラックスしたように体を伸のばして、足た袋びに包まれた足の指をくにくにと動かした。

「人の部屋でくつろいでるんじゃねえよ。で、こんな時間になんの用だ？」

「実は影かげ縫ぬい理事長から極ごく秘ひの伝言を頼たのまれててね」

「どうして風ふ呂ろに入る必要があったんだ？」

「いやー、朝風呂派はだからさぁ。話はそのあとでいいかなーって」

「人ん家で無む断だんで入にゆう浴よくするなよ」

「家じゃないしー。ここ寮りよう扱あつかいだしー。そもそも建物の権けん利り持ってるのボクだしー」

「ったく、どうにも調子を狂くるわされる……まあいい、本題に入れよ」

　拓真は頭を掻かきながら、勉べん強きよう机づくえの前の椅い子すを引いて、腰こしを下ろした。

「ミトラちゃんにはちっと内ない緒しよね」

　と前置きして、サヴァトリィは本題に入った。

「日ひ南な子こ、でいいのかな。昨夜、キミらが食事に誘さそった女の子」

「どうして知っている？」

「そりゃまあ影縫理事長は常つねに監かん視ししてるからねー。じゃないと、〝聖霊ミスラ〟の神かみ喰くらいを確かく認にんすることもできなくなっちゃうし」

　拓真の疑ぎ問もんにサヴァトリィがあっさり答える。

　その答えは拓真をすこしばかり動どう揺ようさせた。何な故ぜなら、そんな視し線せんは感じていなかったから。学園内では、敵意の視線や監視の目は余あまさず察知できている。しかしサヴァトリィの話が本当だとすれば、常に拓真が意い識しきできない目が存そん在ざいする、ということになる。

　まだ未み熟じゆくの身という自覚もあるが、だとしても気配を完全に探さぐれないことなどほとんどない。

　それはつまり、影縫の力量に、自分がまだ及およんでいないということか。

　当然だ。自うぬ惚ぼれてはいけない。世の中には経けい験けん豊ほう富ふな実力者が大おお勢ぜい、いる。その中の、多くの祓ふつ魔ま師しよりも、自分は強いかもしれない。

　だが、影縫や七しち聖せい人じんといった、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの上位にいる者。そして、聖職者協会という大きな集合体そのものに対して、個人で張はり合えるほどの力は、まだない。

　いや、考えなくていい。いまはそういうときじゃない。

　拓たく真まは思考を断たち切り、首を振ふる。

「まあ、いい。たしかに日ひ南な子こで合ってる。だが、それがどうしたって言うんだ？」

「彼女、邪じや教きよう徒とかもしれないんだよね」

　拓真は息を呑のんだ。本当か？　などと、無ぶ粋すいに訊きき返したりはしない。サヴァトリィは冗じよう談だんや雑ざつ談だんの多い女ではあるが、仕事の話をしているときの声は、ふざけているときとは違ちがう。

　それが真面目に発せられた台詞せりふなのは明らかだった。

　だが、それはおかしい。

「あいつのことは〝解析アナライズ〟で調べてるけど。あいつ、無む宗しゆう教きよう者しやだったぞ」

「うむむ？　ホントに？　あっれー、どうなってんだろ」

「そもそもあいつが邪教徒だっていう根こん拠きよはなんだ？」

「んとね。実は──」

　サヴァトリィは大まかな流れを説明した。

　生徒会長ピエトロ・プルトーネが、影かげ縫ぬいに釘くぎを刺さしてきたこと。邪教であるメレク教の神器が逆ぎやく十じゆう字じのロザリオであること。それは日南子の持つ父の形見と似にていること。

　ひととおりの説明を受けた拓真は、真顔になって、

「中立区画の児童失しつ踪そう事じ件けんとイシュタルの件けんを絡からめて考えている……か。生徒会、白しろ十じゆう字じ教きようの枢すう機き卿きようで教きよう皇こうの息子ピエトロ、メレク教……なるほどな。けど、勘かん違ちがいじゃないのか」

　と、言った。

「魂の情報パーソナルデータはごまかせない。俺の左ひだり腕うでが無宗教者だと判はん断だんしたんなら間違いはないはずだ」

「本人が自覚できてない、とか？」

「いや、それなら、児童の失踪とつながらないだろ。子どもを生いけ贄にえに捧ささげて儀ぎ式しきを行なってるなら、その時点で、〝解析〟は所しよ属ぞく宗教を正せい確かくに特定する。そもそもあいつは魔力量も一いつ般ぱん人じんと同じだし、制せい御ぎよする能のう力りよくも備そなえてない……と〝解析〟では出たんだ」

「むー。なるほど。そっか。だから影縫理事長は『話を聞いてこい』って言ったのかな」

　サヴァトリィが意味深なことをつぶやく。

「あいつをどうする気なんだ？　捕とらえて、尋じん問もんするのか？」

「うーん」

　唇くちびるに指を当てて、難むずかしい顔をするサヴァトリィ。

「影縫理事長からは、怪あやしいところがあるなら尋問、濡ぬれ衣ぎぬっぽければ放置でって」

「……アバウトだな」

「あの人は根っからの穏おん健けん派はだからねぇ。ミトラちゃんを擁よう護ごしてるのもそのおかげだけど。罪つみのない人の人生をみだりに掻かき回すべきではない～っていつも言ってるよん」

「だが、取り調べくらいは、したほうがいいんじゃないか？」

「今回、影縫理事長は情じよう報ほう提てい供きよう以外の行動をするなって釘刺されてるみたいなんだよね」

「生徒会か」

「そう。生徒会側は過か激げき派だからねー。手て荒あらに扱あつかう気満々だよー。ボクらの管理下で取り調べができるんならやるけど、生徒会に引き渡わたすのは本望じゃないだろうね……無実だろうがなんだろうが、たぶん奴やつら、『自分がやりました』と吐はかせるまで、どんなことでもやるよ」

「……むごいな」

「うん。だから、まあ、事じ件けんが解かい決けつするまでの間、その日ひ南な子こちゃんって子との接せつ触しよくは、なるべく避さけたほうがいいよ。彼女が白にせよ、黒にせよ、トラブルの種っぽいのは変わらないし。キミやミトラちゃんが巻まきこまれたら、大変だしね」

「ミトラ、どんな顔するだろうな」

　楽しげに日南子と語らっていたミトラの顔を思い出し、拓たく真まは複ふく雑ざつな気持ちになる。

　友達になったのだと、ミトラは満面の笑みで言っていた。日南子も嬉うれしそうだった。

「自分の仕事を忘わすれちゃいけない」

　拓真の内心を読んだかのように、サヴァトリィが言った。

　そうだ。自分はミトラの護ご衛えい。ミトラに危き険けんを近づけるわけにはいかない。

「オーケー。どうにか理由をでっちあげて、ミトラとあいつを会わせないようにする」

「うんうん♪」

　サヴァトリィが満足げにこくこくと首を振ふった。

　能のう天てん気きな表ひよう情じようがすこしだけ腹はら立だたしく、拓真はふいと顔を窓まどのほうへ向けた。

「──ッ」

　気け配はい。窓の外。殺気や敵てき意いはいっさい感じられない。ただ、誰だれかに見られている。体の内側を撫なでられるような不ふ快かい感かんが、ぞわりと神しん経けいを駆かけ巡めぐる。

　姿すがたは見えない。窓の向こうには深い暗くら闇やみがあるだけ。そこへ向けて、拓真は〝雪ゆき風かぜ〟を抜ぬき払はらいつつ、足を踏ふみ出した。

　窓を強引に蹴けりあけて、気配のする場所へと、〝雪風〟の刀身を奔はしらせる。

　手て応ごたえはない。気配は慌あわてた様子ながらも、すばやく遠ざかっていく。

「チッ。逃にがしたか……サヴァトリィ、あんたはどの段だん階かいで気づいた？」

　拓真は室内を振り返って、問いかけた。

　法衣の袖そでから覗のぞかせた暗器を、すっと引っこめて、

「拓真くんが視し線せんを窓の外に向けた瞬しゆん間かん、かな。相手が『見られた』と勘かん違ちがいしたのかな、ほんのすこし動どう揺ようした。それで、ようやく気づけた」

「俺も同じだった。ということは、かなり強いな」

　拓真は、謎なぞの覗き魔まをそう評ひようした。

「生徒会側の契けい約やく霊れい体たいだったら厄やつ介かいだ」

「可か能のう性せいは高いかもね……ごめん。ボクが尾び行こうされてたんだろうね。気け配はい遮しや断だんをしてきたけど、たぶんもっと早くからマークされてたのかも」

「仕方ない。あのレベルの隠おん密みつ能のう力りよくなんて、そうそうない。事じ故こみたいなもんだ」

「今日は学園を休んだほうがいいかもしれないね」

　と、サヴァトリィが深しん刻こくそうな顔と声で言った。

　拓たく真まはすこし考えて、

「いや、ふだんどおりに行く」

「生徒会がアクションを起こしてくるかもよ？」

「俺とミトラがこの洋館に住んでるって情じよう報ほうは、学園のデータベースに載のってる。休んだら、奴やつらがここにくるだけだ」

「一時的に街の外に逃にげる……って手もあるよ」

「いや」

　拓真ははっきりと拒きよ否ひした。

「理由を説明しないままミトラを連れ回すのは無理だ」

「説明すればいいんじゃないかい？」

「説明したらあいつは逃げない」

　拓真は断だん言げんする。

「あいつの夢ゆめはマイトレヤ教を世界に認みとめられる宗教に戻もどすことだ。胸むねを張はって世界に誇ほこれる形で再さい興こうするって、いつも言ってる。正々堂々と自分たちの身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいしようと考えるはずだ」

「あー……たしかに。自分から留りゆう置ちされそうだねー」

「ミトラに尋じん問もんを受けさせるわけにはいかない。俺は、あいつの護ご衛えいだからな」

「学園で奴やつらに捕つかまったら？」

　サヴァトリィの問いに、拓真は薄うす笑わらいで応こたえた。

「そのときは俺がどうにかする」




　　　　＋　＋　＋




「拓真、なにか悩なやんでいませんか？」

　登校中、隣となりを歩いていたミトラに突とつ然ぜん声をかけられて、拓真はどきりとした。

　ミトラの緋ひ色いろの瞳ひとみが心配げに拓真を覗のぞきこんでいる。拓真はとっさに表ひよう情じようを取り繕つくろった。

「いや、べつに」

「なら良いのですが。朝訓練のときも、考えごとをしていましたし……もしも悩んでいるのであれば遠えん慮りよなく言ってくださいね。わたしにできることならなんでもしますから」

　ミトラは軽く胸をたたいて笑う。

　純じゆん真しんに過すぎる瞳ひとみを見ていると隠かくしごとを続ける自信が薄うすれ、拓たく真まはわずかに目をそらす。と、隣となりを歩いていた翠すい花かと目が合った。整った眉まゆを寄よせて不ふ審しんげに見つめ返してくる。

「んー？　やっぱりあんた、ミトラちゃんの言うとおり、なにか隠かくしてるでしょ」

　面めん倒どうな奴やつに目をつけられた、と拓真は内心で舌した打うちする。

　おとなしく引き下がったミトラと違ちがって、翠花はぐいぐいと顔を近づけて、「ちょっと。なによ。白はく状じようしなさいよ」と迫せまってくる。どうごまかしたものかと迷まよっていると、

「ミトラおねーさーん！　おにーさーん！　翠花おねーさーん！　おはよー」

　助け舟ぶねは思わぬ方向からやってきた。

　大おお柄がらの武ぶ装そう坊ぼう主ずと顔を隠し太たい鼓こをたたきながら歩く修しゆ行ぎよう僧そうスタイルの男の間を器用に抜ぬけて、フードからはみ出した金色の二本の房ふさを、元気に跳はねさせながら近づいてくる。

　ルナ・フェルマーだ。

　ルナは勢いきおいよくミトラに抱だきついた。

「ひゃうっ」

　軽い衝しよう撃げき。しかし祭さい壇だんの重さと合わさって、ミトラは悲鳴とともにしりもちをついてしまう。

「ああっ!?　ごめんっ、おねーさんっ」

「うう。痛いたいです」

「なにやってるんだよ……ほら」

　拓真は呆あきれたように手を差し出した。

「あ、ありがとうございます……」

　ミトラは頬ほおを紅こう潮ちようさせて拓真の手を握にぎった。立ちあがってスカートの砂すな埃ぼこりを払はらうミトラの横で、ルナが何度も頭をさげて謝あやまった。

　そんなルナの背せ中なかを細剣レイピアが貫つらぬいた。勢いきおいよく血が噴ふき出して、

「きゃあああああああああ！　痛い痛い痛いってのこのクソ神しん父ぷうううううう！」

　ルナは絶ぜつ叫きようしながら悶もだえ狂くるった。

「落ち着きが足りんぞ、金きん髪ぱつ。それとオレは正せい確かくには神しん父ぷではない。立場は修しゆう道どう士しが近いな」

「細かいことはどーでもい痛い痛い痛い!!　ぐりぐりねじこむの禁きん止しいいいいいい!!」

　淡たん々たんとルナを貫つらぬき続ける暁あきら。

　ミトラは見るに見かねたように、

「あ、あの、可か哀わい想そうですから、それくらいに……」

　おずおずと口をはさんだ。

「!?」

　すると、暁が珍めずらしく狼ろう狽ばいした。

　素す直なおにルナの体から細剣を引き抜ぬく。額ひたいからは汗あせ。顔色が悪く見えるのは気のせいだろうか。

「？」

　ルナも、いつもはもっとしつこく刺さしてこなかったっけ、とばかりに暁あきらの顔を見あげる。

　暁は乾かわいた唇くちびるを舌したで舐なめ、あごにまで滴したたった汗あせを拭ぬぐい、ミトラの額ひたいに指を向けた。

「銀ぎん髪ぱつ。貴き様さま、いつまでも優ゆう位いに立っていられると、思うなよ」

「えっ？」

　ミトラはきょとんとした。

　拓たく真まも翠すい花かもルナも──この場にいた誰だれもがミトラと似にたような顔をしていただろう。それくらいに暁の発言は唐とう突とつであり、意味不明なものだった。

　沈ちん黙もく。暁は唇を噛かんだまま肩かたをふるわせる。その顔面が徐じよ々じよに赤くなる。やがて、

「もう、いい……さっさと行くぞ、金髪」

　耐たえかねたようにそう言って、暁は早足で歩き出した。

　祓ふつ魔ま学がく園えん校門は目の前だ。聖せい水すいの水みず堀ぼりの上に渡わたされた橋を渡れば校門。その先が敷しき地ちだ。が、

「──待て」

　拓真はふいに低い声で言った。片かた腕うででミトラの歩みを止めさせる。

　橋の前には物々しい一いち団だんが待ち構かまえていた。

　人種や性せい別べつは多種多様。だが一様に十じゆう字じ架かをあしらった黒い祭服を身に着けている。

　二の腕うでの腕わん章しようには「生徒会」の三文字。

「な、なんなのですか」

「ちょっと。なによこれ。通れないじゃないの」

　ミトラが困こん惑わくし、翠花が眉まゆを吊つりあげる。

「ずいぶん偏かたよった人選だな」

　拓真が皮ひ肉にくっぽい口調で言う。すると、

「蓮れん教きよう徒とや太たい陽よう教きよう徒との役員も存そん在ざいするよ。ただ誰かを威い圧あつするには武ぶ力りよく特とつ化かの白しろ十じゆう字じ教きよう徒とが適てきしているというだけさ。昨夜は太陽教の知ち的てき精せい霊れいがお世話になったばかりだろう？」

　穏おだやかな声が、橋の向こう側から聞こえてきた。鮮あざやかな緋ひ色いろの枢すう機き卿きよう服ふくをまとった優やさ男おとこが、口元に柔にゆう和わな笑みを湛たたえて、ゆっくりと歩いてくる。金色のウェーブヘアを優ゆう美びになびかせる。鼻はな筋すじの通った顔立ちは、日本人のそれではない。

　拓真はその人物の正体を直感した。

「ピエトロ・プルトーネ」

　やっぱりきたか、と拓真は思った。このお出で迎むかえは、まだ、予想の範はん囲い内ないだ。

「僕のことはあの赤あか毛げ教きよう師しに聞いていたね。影かげ縫ぬい理事長も困こまった人だ。最初から素す直なおに情じよう報ほうを提てい供きようしてくれれば無む駄だな手間をかけずに済すんだものを」

「拓真……これは……」

　ミトラは不安げな声を出す。翠花はさすがに異い常じようを察したのか、顔に警けい戒かいの色を浮うかべる。暁はしかめ面つらで黙だまり、ルナは顔をうつむかせている。

　全員の緊きん張ちようを肌はだで感じながら、拓たく真まは努つとめて冷静にピエトロの目を見返した。

　落ち着け、と、拓真は自分に言い聞かせる。この状じよう況きようは想そう定ていしていた。だから、用意していた言葉を発するだけだ。

　拓真は息を吸すい──そして、言った。

「あんたらの目的の子を俺は〝解析アナライズ〟で調べてる。望むなら情じよう報ほうくらいくれてやる」

　と。

「おや。意外と素す直なおだね」

「ただし」

　ミトラの体を軽く押おす。翠すい花かのほうへと、押しやる。戸と惑まどうミトラの視し線せんを背せ中なかに感じる。しかし振ふり返らない。説明している時間はないし、その気もない。

　さりげなくポケットの中のスマートフォンをいじってから、一歩、前に出る。

「俺だけが、あんたらについて行く」

「そんな都合の良い話がまかり通るとでも？　僕らは邪じや教きようの教きよう祖そミトラルカをはじめ、きみら全員を疑うたがっているんだけどねェ」

「俺は護ご衛えいとしてミトラを差し出すわけにはいかないんだよ。取り調べという建前で、なにをするかわかったもんじゃない。そもそも俺以外の奴やつらは、ミトラも翠花も、あんたらの欲ほしい情報なんてなにも持ってないぜ」

「交こう渉しようのつもりかい？」

「強きよう要ようのつもりだ。ついて行くのは俺だけ。その条じよう件けんが呑のめないなら、情報は提てい供きようしない」

「邪教の者に与くみする無む宗しゆう教きよう者しやに選せん択たくの自由があるとでも」

「関係ないな。聖せい職しよく者しや協きよう会かいの決定じゃなければ、あんたらの命令に強制力なんかないはずだ。宗教の知ち識しきなんざ学びたくもないが、仕事上必要なことなら全部ここに入ってる」

　拓真はこめかみに親指を当ててそう言った。

「だがここで情報を隠かくしたままにすれば、あんたは必ず聖職者協会に進言する。俺たちを罰ばつするべきだってな。だから反はん抗こうはしない。ちゃんと情報はくれてやる」

「なるほど。譲じよう歩ほというわけか。たしかに僕らとしてはメレク教の手がかりを得られるだけでもかなりの収しゆう穫かくだ。マイトレヤ教を追つい及きゆうするのは新しい証しよう拠こが出てからでも遅おそくない」

「あんたが賢かしこい人間で助かったよ」

　拓真が皮ひ肉にくをこめて言う。

　するとピエトロは人を食ったような笑みを浮うかべてみせた。

「ミトラルカのためにべつの友人を売るとはね。逢あい沢ざわ拓真。きみもなかなかひどい人間だ」

「…………」

　拓真は否ひ定ていしなかった。ピエトロの言葉は、間ま違ちがっていない。

「いったいなんの話をしているのですか。拓真っ」

　ミトラがか細い声を精せい一いつ杯ぱいに張はりあげる。事じ情じようを知らないながらも予感のようなものを感じているのかもしれない。

　ミトラを騙だますことに待ったをかけようとする弱い自分を腹はらの底に押おしこめて、拓たく真まはあえて軽けい薄はくな笑みを浮かべ、ピエトロの肩かたに気安く触ふれた。

「生徒会室に行くんだろ？　ほら、さっさと行こうぜ」

「ああ。そうだね」

　ピエトロは穏おだやかな表情でうなずくと、

「────すこし、小こ賢ざかしいことを考えていそうだねェ」

　表情からは想そう像ぞうもできないくらいに冷えきった声で言った。

　一いつ瞬しゆんにして膨ぼう大だいな量が放出された魔力の光を察知した瞬しゆん間かんに、拓真は動き出そうとした。

「……っ」

　だが、動けない。足を動かせない。視し線せんを足元に落として、拓真は絶ぜつ句くした。

　うねうねと蠢うごめく茶色の鞭むちが拓真の足首に絡からみついていたのだ。

「なっ……くそっ……なんだこれ……っ」

　振ふりほどこうとしてもがいてもびくともしない。足首にぴったりと密みつ着ちやくしている。さらさらと細かな粒つぶが地面を這はって茶色の鞭に吸すいこまれていく。一体化、している。

　砂すな。地面の砂が寄より集まって強きよう靭じんな鞭となり、拓真を捕とらえていたのだ。地面の砂を吸きゆう収しゆうして鞭はどんどん拓真の脚あしを覆おおっていく。ならば、と拓真は腰こしに帯おびた〝雪ゆき風かぜ〟を抜ぬき、足元に刃やいばを振りおろした。がっ、と硬かたい音。〝雪風〟の刀身が跳はね返されて、腕うでに鈍にぶい痺しびれが走る。

　たしかに理り屈くつ上じよう、密みつ度どの高い砂は容よう易いには破は壊かいできない。日本刀で穴あなを掘ほるのは難むずかしいのだ。しかし、自然の砂を集め、これほどの高密度にまとめあげるとは。霊れい体たいと祓ふつ魔ま師し、どちらの力も、ずば抜けている。

　砂は、膝ひざの上にまで到とう達たつしていた。もはや腰から上を動かすことも、ままならない。

（〝分解ブレイク〟を使うか？　いや……）

　一瞬だけ浮かんだ考えを拓真はすぐに捨すてた。

　前回のイシュタルとの戦せん闘とうで〝叡えい智ちの悪魔〟の呪のろいはかなり進行している。封ふう印いんの数珠じゆずを外さなければ、すぐさま身を蝕むしばまれるわけではなさそうだが、〝分解〟の無む駄だ遣づかいは避さけたい。

「拓真……っ!?」

「こんの……っ」

　ミトラと翠すい花かの声が重なった。

　動いたのは当然、翠花だ。姿し勢せいを低くするとスカートの内側に手を伸のばす。ふとももの付け根に装そう着ちやくしたケースから二枚まいの呪じゆ符ふを取り出し、「お出いでませ──」と詠えい唱しようを始める。

　しかしその瞬間、

「あっ」

　背はい後ごから飛ひ来らいしたなにかが翠すい花かに絡からみついた。黒い鎖くさりの先せん端たんに鋭するどい鎌かまがくっついた鎖鎌だ。鎖は翠花の腕うでに、脚あしに、腰こしに、胸むねに食いこみ、強きよう烈れつに締しめつけた。鎌の先端が翠花の喉のど元もとにぴたりと添そえられる。それは、詠えい唱しようを続ければ喉を掻かき切るという宣せん言げんだ。

　完全に身動きを封ふうじられ、詠唱も封じられた。

　翠花は信じられないと言いたげに目を見ひらき、鎖鎌の飛んできた方向を見る。

　鎖鎌を操あやつっていたのは生徒会役員のひとりが従したがえる白銀しろがねの天使だった。

　次々と詠唱が紡つむがれ、顕けん現げんした天使たちが、それぞれの武ぶ器きの先端を拓たく真またちに向けた。

　暁あきらはそれらを一いち瞥べつし、無む表ひよう情じようのまま細剣レイピアの柄つかを握にぎった。

「オレの所有物たちになにをしている？」

「おや。暁は邪じや教きようとの関かん与よを認みとめるのかい？」

「勘かん違ちがいするな。学園での班はん行こう動どうおよび緊きん急きゆう事じ態たいにおける作戦行動を共にするだけだ。貴き様さまの言うような背はい教きよう行こう為いはない──が、オレが下につけた人間はすべてオレの所有物。貴様ごときに好きにされるのは不ふ愉ゆ快かいだな」

「まあまあ。そう慌あわてないでほしいな。僕は彼の提てい案あんを蹴けりたいわけじゃないのさ」

　ピエトロは動けない拓真のほうをあごで示しめす。

「正せい確かくな情じよう報ほうが欲ほしいだけなんだよ。彼には器用に噓うそをつけるだけの冷静さ、判はん断だん力りよく、頭ず脳のうがある。だから、連行する前に、ちょっとだけその頭脳を奪うばっておきたいんだ」

　いつの間にかピエトロはその手に一本の注ちゆう射しや器きを持っていた。

　中は名めい状じようしがたい色の液えき体たいで満たされている。

　睡すい眠みん剤ざい？　毒？　それとも自じ白はく剤ざいの類たぐいか？

　三十分の一インチの細い針はりが凶きよう悪あくに光る。拓真の肌はだにだんだんと近づいてくる。

「拓真っ……！」

　ミトラが叫さけぶと同時に青白い魔ま力りよくの光が背せ中なかの祭さい壇だんに流れこんだ。ミトラを中心に凄すさまじい突とつ風ぷうが吹ふき荒あれて、生徒会役員や天使たちが怖おそれを為なしたようにあとずさる。

「やめろ！」

「……っ」

　拓真が鋭するどく制せい止しすると、ミトラは息を呑のんで、魔力の放出を中ちゆう断だんした。

　拓真はミトラの目をまっすぐ見み据すえて、

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、はっきりと告げた。

「いったいなにが起きているのですか。どうして拓真が連れていかれるのですか」

「すぐにわかる。おまえは、いつもどおり真面目に授じゆ業ぎようを受けてろ。玖く珂が！　おまえも変にこいつらに反はん抗こうしてややこしくすんな」

「貴様、誰だれに口を利きいて──」

「俺が取り調べを受けてる間、ミトラのことを頼たのむ。翠すい花かとおまえで警けい戒かいすれば、仮かりに暗殺者を差し向けられたって、どうにかなるだろ……いいか、玖く珂が。この場は、これが最さい善ぜんの一手だ。どうせこのパターンの未来は見たことがないんだろ？　だったら俺を信じろ」

「…………」

　暁あきらは無む表ひよう情じようのまま拳こぶしを強く握にぎりしめるだけで、その口から反はん論ろんは出なかった。

「いいな、ミトラ。間ま違ちがってもこいつらに反はん抗こうするな。絶ぜつ対たいだぞ」

「そんな……」

　まだなにか言いたげなミトラを無む視しして、拓たく真まはピエトロを振ふり返る。勝ち気な笑みを浮うかべて、お手上げのポーズをしてみせた。

「好きにしろよ。ただしあいつらに手を出したら……殺す」

「あはは。その姿すがたで言うと、格かつ好こう悪いね」

「言ってろ」

　クズが、と心の中で付け加える。

　声が聞こえたわけではないだろうが、その直後に、針はりがちくりと肌を刺さした。痛いたみはほとんどない。ピストンが押おされ血けつ管かんの中に液体を注がれて、妙みような悪お寒かんに襲おそわれる。

「拓真！」

　音が遠のく。ミトラや翠花の呼よぶ声が、水中で聴きいているかのように小さい。

（早いな。薬が回るの。意外と）

　指先の感覚が消える。体の内側がすっと冷える。筋きん肉にくが弛し緩かんし、まぶたが落ちていく。

　これでいい……はずだ。よかった……んだっけ……？

　と、思考が混こん濁だくしていくのを自覚しながら、拓真は意識を失った。
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　明めい晰せき夢むと呼よばれる現げん象しようがある。夢ゆめであると自覚しながら見る夢のことだ。己おのれの意思で歩くことも、なにかに触ふれることも、悪夢を改変することもできるらしい。

　だとすればいま見ているのは明晰夢なのだろうかと、拓真はぼやけた頭で考えた。

　古びた書庫の中だった。室内は古書の放つカビっぽい臭においで充みたされている。逢あい沢ざわ家けの書庫に似にているが、ほんのすこし違ちがっていた。古今東西の判はん型がたも様々な本が保ほ管かんされている逢沢家のそれに対して、ここにあるのはすべて同じ本だ。

　薄うす紫むらさきの高こう価かな革かわの背せ表びよう紙し。たった一種類の本が本ほん棚だなを埋うめ尽つくしているのだ。

　拓真は誘さそわれるようにふらふらと歩き出した。

　本棚に収おさまりきらずに溢あふれかえった本が床ゆかにうず高く積まれ、塔とうのような状じよう態たいになっている。林立するそれらの間を通った先に階かい段だんがあった。見あげた先には、深しん淵えん。空くう洞どうのような暗くら闇やみの先に螺ら旋せん階かい段だんが伸のびている。足を踏ふみ出すと木の軋きしむ音が鳴る。抜ぬけるんじゃないだろうな、と冷や冷やしつつ、拓たく真まはゆっくりと階段をあがっていった。

　一歩を踏むごとに、壁かべに等とう間かん隔かくに並ならんだ灯とう籠ろうにぽつり、ぽつりと火が灯ともっていく。暗がりの先にある空間の様子がだんだんと見えてくる。

　最上階に足を踏ふみ入れると──ばさりばさりと、無数の紙し片へんが舞まった。腕うでで顔をかばう。紙の奔ほん流りゆうが落ち着くのを待って、拓真はゆっくりと腕をどかした。

「な……っ」

　拓真は思わず声をもらす。

　そこに──すみれ色の髪かみの少女がいた。華きや奢しやな身にまとうのは華か美びなドレス。首には鈍にび色いろの輪が填はめられ、左手や両足は鎖くさりで繋つながれている。銀の剣が小さな右手を貫つらぬいている。

　少女の標ひよう本ほんと呼よぶしかない光景だった。

　拓真は少女を知っている。

「〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタ……？」

　そのつぶやきに反はん応のうして少女──ヴィオレッタはぴくりと顔を動かした。

　生気の感じられない、くすんだ赤い瞳ひとみが拓真のほうを向く。その顔に弱々しい笑みが浮うかぶ。

　拓真は息を呑のんだ。どうして自分に呪のろいをかけたのか。呪いのせいで半生を無む駄だにした責せき任にんをどう取ってくれるのか。ヴィオレッタに会ったらぶつけるはずだった恨うらみ言ごとが出てこない。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせるのが躊躇ためらわれるほどに、いまの彼女の姿すがたは儚はかなかった。

「見つかっちゃった？　……ううん、違ちがうよね。きみはまだここにいない」

「ここに……いない？　いったいなんの話をしてるんだ」

「でも、すっごく近くにいるの。たぶん、きみの腕がここを読み取ってるんじゃないかな」

「頼たのむから会話をしてくれ。ここはどこだ。どうしてそんな姿になってるんだ」

　拓真は銀の剣の柄つかに手を伸のばす。しかしその手はあっさりと空くうを切った。

「なんだこれ。触さわれないのか」

「この場所の情じよう報ほうがきみの頭に流れこんでいるだけだから、じゃないかな。だから、ごめんね。まだあたしを捕つかまえたことにはならない。呪いは解とけないよ」

　ヴィオレッタが哀かなしげに笑う。その表情に拓真は漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんを覚えた。

　──彼女は誰だれかに囚われているのか？　だとすれば、誰に？　どうして？

「きみは──ああ、ちゃんと〝聖霊ミスラ〟の子には会えたんだね。うん、よかった。未来を知る子にも……うん、うん。それと……ああ、なんてこと。この場合は、あの子と──イシュタルと会うことになっちゃうんだ。ちょっと、困こまったな」

「な……ちょっと待ってくれ」

　拓真は思わず眉まゆをひそめて制せい止しした。ヴィオレッタの言葉の意味がまったく理り解かいできない。

　しかしヴィオレッタは止まらない。

「イシュタルは、どう出てくるかな……審しん判ぱんの儀ぎ式しきを早めるような、無茶なことは……ううん、あの子なら、やってくるかも」

　そんな意味不明なひとり言ごとをつぶやき、そして、

「これ以上のルール違い反はんはできないけれど、ひとつだけ、良いことを教えたげる」

　薄うすい色の唇くちびるがひとつの単語を紡つむいだ。

「〝原げん初しよの悪魔〟に気をつけて」

「げんしょの……悪魔？」

「本来の意味での悪魔のこと。むしろこの世界の悪魔のほうが、ちょっとおかしいのよ。ねぇ、悪魔の定てい義ぎは？」

「完全に従じゆう属ぞくさせられない霊れい体たいのことだな。契けい約やくに代だい償しようを要求してくることも多い。ただし、信しん仰こうに関係なく契約できるし、基き本ほん的てきに他の霊体よりもスペックが高い」

「だよね。でも、悪魔っていうのはもっと単たん純じゆんな定義だったのよ」

「単純？」

「人を悪に誘さそう誘ゆう惑わく者しや──うそつきで、いじわるな……それが、悪魔」

「…………」

　拓たく真まは沈ちん黙もくする。ヴィオレッタの定義は霊体かどうかも、その存そん在ざいの在あり方も、なにも規き定ていしていない。あまりにもアバウトだ。しかし不思議と反はん論ろんできない。

　むしろその定義こそが正しかったことを、最初から知っていたような気さえする。

「人を悪に誘うために一番かんたんなやり方は、なぁに？」

「わからない」

　ヴィオレッタの問いかけに拓真は即そく答とうする。

　くすり、と彼女はひとつ笑みをこぼし、

「悪をイイコトだってことにして、世界のルールを改変しちゃえばいいのよ」

　と断だん言げんした。

「この世界のルールはもう半分くらい書き換かえられてる。だから〝原初の悪魔〟は一見、正しいことしかしてないように見える──」

「待てよ。なにが言いたい？　俺になにをしろって言うんだ？　俺はあんたを捕つかまえて、呪のろいを解といてもらえればそれでいいんだ」

「本当にこの場所に辿たどり着けたら、約束は守るわよ。でも、肝きもに銘めいじて。〝原初の悪魔〟は、きみの近くにいる。正しい顔をしてそこにいる」

「待て。もっと詳くわしく──」

　拓真の声は途と中ちゆうで掠かすれて消えた。

　急速に景色が白しらんでいく。

「んー。時間、かな。いまは、お昼ひる寝ね中ちゆう？　たぶん意い識しきを失って、制せい御ぎよする力が弱まったときに、たまたまこの場所の近くに来ちゃったのかな」

　どういう意味だ、と問おうとしても、声が出ない。

　ヴィオレッタの顔も徐じよ々じよにぼやけていく。

「ばい……ば……。また……」

　声も遠くなっていく。

　そして──。
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　はっと気がつくと、すみれ色の書庫は消えていた。

（夢ゆめ……か？　だが、ただの夢じゃなかった……）

　夢の内ない容ようは頭の中にまだ鮮せん明めいに残っている。

（ヴィオレッタの言葉……〝原げん初しよの悪魔〟……いちおう、頭に入れておくか。それよりも、ここはなんだ……？）

　灰はい色いろの壁かべと床ゆか。椅い子すと机つくえがひとつずつ。それ以外にはなにもない、つまらない部屋だった。

　拓たく真まは鎖くさりで縛しばられて椅子にくくりつけられている。机に置かれたスタンドライトがぼんやりと光の輪を作っている。

（ここは……たしか、ピエトロに薬を打たれて……）

　記き憶おくを掘ほり起こす。場所は……たしか、生徒会室の隣となりだ。尋じん問もんのための部屋を本ほん拠きよ地ちのすぐそばに用意しているあたり、生徒会の本ほん性しようがうかがえる。

（時間は……体内時計からすると、夕方の四時くらいか。放課後、だな）

　壁を通して、話し声が聞こえた。男が、二人。片かた方ほうはピエトロの声。もう片方は拓真の記憶にはない、野太い声だった。

「おそらく、噓うそはついていないかと。ここまで話してきた内容はすべて本当だと思います」

　野太い声が言った。

「逢あい沢ざわ家けは〝ルネサンス〟との対立が激はげしかった時代に暗殺、肉にく弾だん戦せん、諜ちよう報ほう、尋じん問もんなどでも、大きく貢こう献けんしてくれたよねェ。見み抜ぬかれない噓のつき方を心得ているとすれば厄やつ介かいだなぁ」

　こちらはピエトロだ。どうやら取り調べはかなり進んでいるようで、いまは、拓真の供きよう述じゆつを吟ぎん味みしている段だん階かいらしい。

「薬で判はん断だん力りよくを鈍にぶらせています。この状じよう態たいで噓をつき続けるには並なみ大たい抵ていの精せい神しん力りよくでは……」

「並大抵ではないかもよ？　霧きりの事じ件けんの犯人を捕とらえたのは彼だし、〝聖霊ミスラ〟の暴ぼう走そうを止められる可か能のう性せいさえ秘ひめているという。さっきだって僕のふいうちがなければ、生徒会役員の誰だれが彼を止められただろうね」

「……それでは、次は振ふれ幅はばを大きくしますか？」

　その会話を聞いて、拓たく真まはほくそ笑む。正直、ホッとする気持ちもあった。

　まだ頭はぼんやりするが、尋じん問もんされたときの記き憶おくは戻もどってきている。

　そう。あの太い声の男は、尋問係だ。

（奴やつは、たしか俺の耳元で大声で罵ののしってきた。おまえはクズだ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに反発して、情じよう報ほうを隠いん匿とくしている悪人だと、何度も連れん呼こしてきた。机つくえを激はげしくたたいて、とにかく大きい音を出してきた。動けない俺の頬ほおを張はって、薬を追加してきた）

　そうしているとピエトロが入室してきて、優やさしく笑うのだ。

『部下が非ひ礼れいをすまない。さて、きみの知っていることについてなんだが』──と。

　極きよく度どの緊きん張ちよう状じよう態たいに追いこまれた人間は、その直後に優しくされると相手を味方と錯さつ覚かくする。その人間の性せい質しつを利用した拷ごう問もん手しゆ段だんは、オーソドックスだが、確かく実じつ性せいの高いものだ。

（思し考こう能のう力りよくを奪うばって噓うそをつくための判はん断だん力りよくを削そぐやり方といい……なかなか尋問慣なれしてる）

　しかし、拓真には通用しない。拷問に耐たえるための訓練はじゅうぶんに積んでいる。理り屈くつを理り解かいしてしまえば、屈くつすることもない。

　結局、拓真がピエトロたちに提てい供きようした情じよう報ほうは──。




　・逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを持っている少女の名前はヒナコ。苗みよう字じは知らない（ということにしてある）。

　・中立区画に住んでいるらしい。

　・ミトラとは布ふ教きよう活かつ動どう中に仲良くなっただけで特別な関係はない。




　という三点だけだ。

　噓をつかず、それでいて、百もも瀬せ日ひ南な子こ本人に容よう易いに到とう達たつできない範はん囲いで情報を提供した。明らかな噓は確かく実じつに見み抜ぬかれるので逆ぎやく効こう果かだし、かと言って、教えすぎると日南子に害が及およぶ。下の名前を教えたのは賭かけだったが、ヒナコという響ひびきの名前は、珍めずらしくもないだろう……と判断した。

　ミトラを護まもるために日南子を売る──その考えが浮うかばなかったわけではないが、友人ができたと喜んでいたミトラの顔を思い出したら、とてもその選せん択たく肢しは選べなかった。

（なんでもいい。オーソドックスな手法なら、どんなことをされても俺は吐はかない。恐きよう怖ふと安あん堵どを交こう互ごに与えてきても、そのギャップをどれだけ大きくしても、通用しない。好きなだけ俺を調べればいい）

　しかし、次の瞬しゆん間かん、聞こえてきたピエトロの言葉に、拓真は凍こおりついた。

「いや、もういい」

　と、ピエトロはあっさりと諦あきらめの言葉を吐いたのだ。

「逢あい沢ざわ拓真はこのまま放置でいい」

「では、情じよう報ほうは……」

「いまある情報だけで、まずは捜そう索さくを開始しよう。きみはとりあえず、ミトラルカ・シルヴェスタと比ひ良ら坂さか翠すい花かの両人を尋じん問もんしてくれないか？　他の情報は与あたえなくていい。ヒナコという名の人物について、知っていることをすべて吐はかせるんだ」

（……ッ）

　拓たく真まは内心で強く舌したを打った。

　想定していた中でもっとも最悪のパターンだ。こちらにとって一番嫌いやな一手を打てるあたり、ピエトロもなかなか頭が切れる。

（これだと間に合わないな……）

　拓真の目的は時間稼かせぎだった。

　連行される直前に拓真はあらかじめ用意していた二通のメールを一いつ斉せい送信している。

　宛あて先さきは翠すい花かとルナ。翠花に対しては事情の説明とミトラの護ご衛えいの依い頼らいを。そしてルナに対しては、中立区画の児童失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんを捕つかまえてほしいという依頼をした。

　聖せい職しよく者しやの行動には正せい義ぎがなければならない。ピエトロは児童失踪事件の参考人、という大たい義ぎ名めい分ぶんをかかげて拓真を捕とらえ、日ひ南な子こをも捕らえようとしているのだ。

　逆ぎやくに言えば、真犯人を捕まえればピエトロの行こう為いは正せい当とう性せいを失うということだ。

　ミトラや日南子を非ひ道どうな尋問にさらさせないためには、拓真が尋問を引き受けている間に、真犯人を連れてきてもらう必要があった。しかしそれには時間がかかる。

「それが……」

　野太い声が言いづらそうに、

「その二人は今日、学校を欠席しているそうです」

（……あのばか）

　拓真は心中でミトラを罵ののしった。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいの頂ちよう点てんを目指すならば学生時代の出席点も良いに越こしたことはないはずだ。だから授じゆ業ぎようは休まなくていい、真面目に出席しろ、と念を押おしたのに。

（だけど、奴やつらに捕まるリスクは低くなる……か。結果オーライ、と言えばそうなんだが）

「ならば無む宗しゆう教きよう者しや用の学がく生せい寮りように出向いて捕らえればいい。面めん倒どうな話ではあるけどね」

　ピエトロは疲つかれたような声でそう言った。

「僕はヒナコとやらの捜そう索さく隊たいに加わる。僕の留る守す中ちゆうにミスは許ゆるさないよ？」

「……はい。お任まかせください」

　野太い声が恭うやうやしく答える。

　足音のひとつが、遠ざかっていく。ピエトロの気け配はいが消える。

「くそっ……」

　拓真はがたがたと椅い子すを揺らして、拘こう束そくを解とこうと試みた。しかし鎖くさりはびくともしない。

（両りよう腕うでがべつべつの方向で固定されてる……〝分解ブレイク〟は使えない。関節を外すぐらいで抜ぬけられるほど甘あまい拘こう束そくでもない）

　どうしたものか、と思案していると。

　ふいに、背はい後ごに気け配はいを感じた。

「……いつからそこにいた？」

　拓たく真まが低い声で問う。なにもない場所から唐とう突とつに現あらわれたのだ。あきらかに普ふ通つうではない。

「しっ。お静かに。外の者に悟さとられてしまいます」

　無む機き質しつな女性の声だった。顔だけを動かして振ふり向いて相手の顔を確かく認にんする。

「あんたは……たしか玖く珂がの部屋にいた……」

「肯こう定ていします」

　そう言って、無む表ひよう情じようなメイド──〝言こと伝づての天使〟はうなずいた。

「〝言伝の天使〟の霊枢核コアはマスティマと同じ水分。ご主人様が建物の外から具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使っています」

「ここビルの何階だと思ってるんだ……この位置まで具象魔術を届とどかせられるのかよ」

「ご主人様ほどの祓ふつ魔ま師しならば造ぞう作さもないことかと」

〝言伝の天使〟が平然と言い放つ。

　霊枢核は手に持って魔力を注ぐのが一いつ般ぱん的てきだ。視し認にんできる範はん囲いにある霊枢核に魔力を注ぎ、具象魔術を使えれば達たつ人じんと称しようされる。視認できない位置に霊れい体たいを出しゆつ現げんさせるとなれば、もはや神かみ業わざの域いきである。

「まったく本当にめちゃくちゃな奴やつだな、玖珂は」

「雑ざつ談だんはこれまでに。ご主人様からの伝言がございます」

〝言伝の天使〟は拓真の拘束を解ときながら、言葉を続ける。

「『金きん髪ぱつと黒髪から事じ情じようは聞いた。自みずからピエトロの尋じん問もんを受けるとは馬ば鹿かげた真ま似ねをする』」

　可か憐れんなメイドの唇くちびるから暁あきらの声が流れてくる。あいかわらず無む駄だな再さい現げん力りよくだ。

「『だが貴き様さまも読みが甘あまいな』」

「……なに言ってるんだこいつ」

「『なにを言っているかわからないか？　銀髪は貴様が思うほどおとなしい人間ではない、ということだ、逢あい沢ざわ』」

　その言葉にハッとして、拓真は〝言伝の天使〟に訊たずねた。

「まさかミトラが授じゆ業ぎようを欠席したのは、生徒会から隠かくれるためじゃなくて」

「〝言伝の天使〟は肯定します。ミトラルカ様はこの瞬しゆん間かんのために欠席を選せん択たくしました」

「おいおい……」

　なんてこった、と拓真はうめいた。出席点どころの騒さわぎじゃない！

　まったく。あいつは。本当に。妙みようなところで、頑がん固こな……！

　などと、苛いら立だたしい気持ちもある……が、暁あきらの言うことも一理ある。拓たく真まはミトラのことを読み切れていなかった。ある意味でミトラとの駆かけ引きに負けたのだ。敗はい者しやに文もん句くの資し格かくなし。

　それに心配されたことが素す直なおに嬉うれしくもある。拓真は自然と笑みを浮うかべる自分に気づいた。

「こりゃあ、引き返せないな」

「失敗も許ゆるされないかと〝言こと伝づての天使〟は推すい測そくします」

　言葉と同時に作業を終えたらしく、鎖くさりがはずれて体に自由が戻もどる。自じ白はく剤ざいの後こう遺い症しようだろうかすこしばかりぼやける頭を、二度、三度と振ふって意い識しきを引き戻し、凝こり固まった体をほぐす。〝言伝の天使〟がメイド服のスカートの裾すそから、するりとひと振ふりの刀を抜ぬいた。

　氷柱のごとく静せい謐ひつな存そん在ざい感かんを湛たたえるそれは、風ふう神じんの加か護ごを付ふ与よされた銘めい刀とう〝雪ゆき風かぜ〟だ。

「生徒会に没ぼつ収しゆうされていた品はすべて回かい収しゆう済ずみです。荷物はすでに窓まどから投げておきましたので、下にいるご主人様が拾っています。武ぶ器きは脱だつ出しゆつに必要と判はん断だんし、持ってきました」

「至いたれり尽つくせりだな」

　拓真は苦笑し、〝雪風〟を受け取った。

「西側の非ひ常じよう階かい段だんを開放してあります。表口から出て行くピエトロ様とかち合うこともないでしょう。方向や位置は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「先せん導どうしてくれないのか？」

「〝言伝の天使〟は生徒会に目もく撃げきされるわけにはいきません。特に強きよう行こう突とつ破ぱとなれば、相手を傷きずつけずには済みませんので。ご主人様の立場上、協力できるのはここまでです」

「むしろよくここまでやってくれたと思うけどな」

　暁のむっつりと結んだ口を思い出して拓真は軽く笑う。

「ミトラルカ様に弱みを握にぎられたのではと〝言伝の天使〟は推測します」

「弱み？」

「〝言伝の天使〟は黙もく秘ひ権けんの行使を主しゆ張ちようします」

「まあ、よくわからんけど……わかった。建物の構こう造ぞうぐらいなら、たぶん大丈夫だ。試したことないから、成功するかどうかは五分五分だけど」

　拓真は壁かべに左手をついて、目を閉とじる。左ひだり腕うでの紋もん様ようがすみれ色に発光──〝解析アナライズ〟。

　脳のう内ないに流れこんでくるのは、壁に使われている材ざい質しつだ。足りない。触しよく手しゆを伸のばしていくようなイメージで、さらに広い範はん囲いの情じよう報ほうを求める。対象の定てい義ぎを拡かく大だい。触ふれた対象を壁ではなく、建物そのものであると自じ己こ暗あん示じ。脳のうを揉もみほぐされているような不ふ快かい感かん。その、直後。

「見えた。ビルの構造は、だいたい理り解かいした」

　拓真がつぶやく。すると、メイドはそのくりっとした目を見ひらいて、

「〝言伝の天使〟は驚きよう愕がくします。〝解析〟にそんな応おう用よう法ほうがあるなんて」

　初の試みだが成功の算さん段だんはいちおうあった。いままで幾いく度どとなく人間の肌はだに触れて〝解析〟を使ってきたが、ただ一度の例外もなく人としての性せい質しつを読み取れた。皮ひ膚ふの情報だけを読み取る形にはならなかったのだ。

　だから拓たく真まはひとつの仮か説せつを立てた。読み取る内ない容ようは拓真が触ふれた対象をどう認にん識しきしているかで変わるのではないか、と。

　それを説明するとメイドは感心と呆あきれを半分ずつ混まぜたようなため息をついた。

「応おう用よう力りよくと発想力。ご主人様以上かもしれません」

「そんなこと言っていいのかよ。あいつ、怒おこるだろ。プライド高いし」

「内ない緒しよでお願いします」

　無む表ひよう情じようでそう言うと、メイドは、スカートの裾すそをちょんとつまんで礼れい儀ぎ正ただしくこうべをたれ、

「日に本ほん神しん道とう女じよ子し寮りようの焼け跡あとにて、合流しましょう。それでは」

　そう言い残すと、空間の隙すき間まに溶とけるように消えていった。

「はいよ。こっちは、まずは、そうだな──」

　拓真は笑って、

「──尋じん問もん係がかりくんに十倍返し、だな」

　鉄てつ製せいのドアを強引に蹴け破やぶった。

　蝶ちよう番つがいがガチガチと悲鳴をあげて弾はじけ飛ぶ。重量五十キログラムに及およぶドアが面おも白しろい軌き道どうで宙ちゆうを舞まい、見み張はりに立っていた二人の生徒会役員が巻まき添ぞえを喰くらって昏こん倒とうした。

　騒さわぎに気づいて隣となりの生徒会室からぞろぞろと増ぞう援えんが現あらわれる。足元に転がっている生徒の首根っこを引っつかんでぶん投げると、ドミノ倒だおしのようにばたばたと倒れていく。

　そして、拓真は背せを向けて逃にげ──出さず、むしろ生徒会室に飛びこんだ。

　生徒会室に有ゆう能のうな人間が残っているならば、必ず「ある行動」を取るはずだからだ。少なくとも物音に釣つられてホイホイ出てきて返り討うちに遭あうような連中とは違ちがう、冷静な奴やつがいれば。

　案あんの定じよう、生徒会室にひとりだけ残っていた巨きよ漢かんが、携けい帯たい電でん話わをひらいている。

　増ぞう援えん依い頼らいか、ピエトロを呼よび戻もどそうとしているのか。どちらにせよ拓真にとって都合が悪い。

　だが残っていたのがこの巨漢だという事実は、拓真にとって都合が良かった。

　この巨漢こそが拓真の身に拷問を与あたえてきた尋問係だった。

「どうやって脱だつ出しゆつを……いやッッ、そんなことはどうでもいいッ！　こおおおおおい!!　この私を護まもるのだッッ〝盾たての天使〟ぃぃッッ!!」

　尋問係は野太い声で詠えい唱しようした。節ふしくれ立った手の中で小さなロザリオが光をまとう。

　しかし、霊れい体たいが顕けん現げんするよりも早く、拓真は〝雪ゆき風かぜ〟の鯉こい口ぐちを切っていた。

　銀粉が舞まう。それは尋問係が首からさげたロザリオの、切せつ断だん面めんから立ちのぼっていた。
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　返す太た刀ちで携帯電話を真っ二つにし、鍛きたえ上げられた巨漢のふところに峰みね打うちを入れる。口から唾だ液えきを飛ばして、尋問係は、見た目の厳いかつさのわりにあっさりと膝ひざを折った。

「ぐ……ばかな……ッ」

　驚きよう愕がくと苦く悶もんの入り混まじった表ひよう情じようで拓真を見あげる。

「何な故ぜ、フェイクを見み抜ぬけた……？」

「左手のロザリオに魔力を注いで注意をそらしておきながら首のロザリオで具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使う。祓ふつ魔ま師しが苦手な接近戦に持ちこまれたときに、かんたんに霊枢核コアを壊こわされないための工夫だったな……だけど、見抜くのはそう難むずかしくない。要はあんたが未み熟じゆくだってだけの話だ」

　拓たく真まは嘲ちよう笑しようする。

「本命の霊枢核のほうをガン見してたぜ、あんた」

「!?」

　己おのれの経けい験けんの浅さを悔くいてか尋じん問もん係がかりは目を見ひらいたまま、悔くやしげに唇くちびるを噛かんだ。

　拓真は涼すずしい顔でテーブルの上に置かれていた自じ白はく剤ざい入りの注ちゆう射しや器きを手に取った。そして、びくり、と顔を強こわ張ばらせた尋問係に向けて、悪い笑みを浮うかべてみせる。

「うちの護ご衛えい対たい象しように手を出そうとしたのはいただけないな」

「ま、待ってくれ。それは、やめ……」

「喜べ。尋問される側の気持ちを知れば、もっとハイクオリティな尋問ができるようになる」

　注射器の針はりが太い首くび筋すじに近づいていく。針先が肌はだに触ふれる。尋問係の歯ががちがちと鳴る。

　巨漢の完全に怯おびえきった蒼そう白はくな顔を見て、拓真は溜りゆう飲いんをさげた。

「ミトラたちは、児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんにもイシュタルにも関係ない。それを証しよう明めいしてやる。聖せい職しよく者しや協きよう会かいは大たい義ぎ名めい分ぶんをでっち上げられなければ、一方的にこっちを悪役にはできないからな」

「ふ、ははっ……生徒会長が……ピエトロ様が面子めんつを汚よごされて黙だまっていると思うか？　終わりだよ。おまえは白しろ十じゆう字じ教きようの枢すう機き卿きよう団だんを敵てきに回したんだ。理由などなんでもいい。おまえだけじゃないぞ。家族、親しん戚せき、友人、洗あらい出して全員殺す。当然、ミトラルカもだ」

「俺の証しよう言げんには信しん用よう性せいがないからってぺらっぺら好き勝手なことしゃべってんな……あんたらの本性なんてわかってるんだ。いまさら言われるまでもない──が」

　尋じん問もん係がかりのこめかみを指で二度、三度、軽くたたく。脳のう髄ずいを揺ゆらされた巨きよ漢かんが、ぐるりと白目を剥むき、泡あわを吹ふいて気き絶ぜつした。もたれかかってきた体を雑ざつに突き飛ばして拓たく真まは立ちあがる。

　人として見ていないような冷たい目で相手を見おろす。

「次、兄あに貴きみたいに理り不ふ尽じんな処しよ刑けいなんてやってみろ。そんときは……」

　表ひよう情じようには昏くらい感情が宿っていた。

　押おし殺したような低い声で、こう続ける。

「全面戦争だ」




　　　　＋　＋　＋




　日に本ほん神しん道とう女じよ子し寮りようの焼け跡あとはすでに事じ後ご処しよ理りが済すんでいるためほとんど更さら地ちで、敷しき地ちの端はしに、摂せつ社しや──神社の境けい内だいにぽつんと設せつ置ちされている小さな社やしろ──があるのみだ。もともと神社ではなく本ほん社しやが存そん在ざいしないせいか、摂社のわりには大きい。

　拓真は視し線せんをぐるりと巡めぐらせると、誰だれもいないことを確かく認にんして、摂社の戸をあけた。

　中にいた五人の男女の視線が一いつ斉せいに向けられた。

「拓真……っ！　無事だったのですねっ」

　入口近くでそわそわと落ち着きなく動き回っていたミトラが、ぴたりと動きを止めて、不安そうに青ざめていた顔をぱああっと輝かがやかせた。

　がしゃりと祭さい壇だんの音が鳴った、と思った瞬しゆん間かんに、拓真はミトラに抱だきしめられていた。

「……お、おい」

　すこしだけ口ごもる拓真の胸むねに、ミトラは自身の女の子の香かおりを制せい服ふくに刻きざみこむのだと言わんばかりに、すりすりと、その銀ぎん色いろの髪かみを擦こすりつけた。

「事じ情じようはスイカとルナから聞きました。サヴァトリィにも……」

　拓真は目を細めて室内にいるべつの女三人を睨にらみつけた。

「このあたしがホイホイあんたの言うことを聞くと思うわけ？　あとミトラちゃんの勘かんをナメすぎ。世界最強の聖せい女じよに下へ手たなごまかしが通用するわけないでしょうが。だいたい自じ己こ犠ぎ牲せいとか生意気よ。何様のつもりよ。あたしにあんたを放置しろっての？　死になさいよ」

「くすっ。ごめんね、おにーさん。私、ミトラおねーさんの信者だから。知ってることを教えてくださいって頼たのまれたら、断ことわれるわけないもん」

「あはは。女じよ性せい陣じんの思考を読み切れなかったのが敗はい因いんだねぇ。ボクが協力しなくっても勝手に行動するって言われちゃったからさー。だったらがっつり絡からまないとね」

　翠すい花かが鼻息も荒あらく仁に王おう立だちで言い放ち、ルナは幼いたい気けな顔に艶えん然ぜんとした笑みを浮うかべ、サヴァトリィはお手上げだとばかりに肩かたをすくめた。

「拓たく真まは自分を勘かん定じように入れなさすぎると思います」

　胸むねの中のミトラがふだんはあまり見せない咎とがめるような目で見あげてくる。頬ほおもふくらませて、精せい一いつ杯ぱいに怒おこっていますとアピールしているようだが、迫はく力りよくはまったくない。

「日ひ南な子こやわたしが死ぬよりもつらいかもしれない尋じん問もんにさらされないように……という気き遣づかいはとても嬉うれしいです。ですが、拓真がわたしたちのことを心配するのと同じように、わたしたちだって拓真のことを心配しているのですよ」

「わかった。わかったよ。俺が悪かった……だからそろそろ許ゆるしてくれ」

　拓真は困り果てたような顔で懇こん願がんした。

　祓ふつ魔ま学がく園えんの制せい服ふく越ごしにミトラのささやかだがたしかに存そん在ざいするやわらかさが触ふれ、甘あまい香かおりが鼻の奥おくを撫なで、真しん摯しな台詞せりふが心をくすぐる。その重ね技わざは右手首の数珠じゆずを容よう易いに軋きしませた。

　ミトラは白い頬をぼっと沸ふつ騰とうさせて、あわてて体を離はなす。

「ご、ごめんなさい。わたし、つい」

「いや、いい。たしかに俺はミトラたちを誤ご解かいしてた」

「拓真……」

「だけど迂う闊かつなのはお互たがい様だ。問題行動を起こさずに卒業しなきゃならないミトラが生徒会にさからうってのは、かなりのギャンブルだぞ」

　咎めるように言うと、ミトラはくてんとリボンを萎しおれさせてうつむいた。

「……はい。覚かく悟ごは、しています」

　深しん刻こくそうな表ひよう情じようで肩かたを落とすミトラ。

　拓真はため息をひとつつき、その小さな頭に軽く手を置いた。

「そうならないように努ど力りよくするつもりだ。百瀬を匿かくまって、児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの真しん犯はん人にんも捕つかまえれば、生徒会の行こう為いが正せい当とう性せいを失う。それを狙ねらうしかない」

「迅じん速そくに作戦を遂すい行こうするには人手が必要だろう」

　暁あきらが読んでいた本をとじて立ちあがると、するりと抜ぬいた細剣レイピアの切っ先でルナを指し示しめした。

「この金きん髪ぱつを貸かしてやる。不死身を活いかして酷こく使ししてやれ」

「……焼き殺すよ？　っていうかアキラは？」

「オレは白しろ十じゆう字じ教きよう徒とだからな。大々的に動くわけにはいかん。奴やつらの正当性にかかわらず、足をすくわれて教きよう団だんを追われる可能性がある」

「ふぅん。へたれだね」

「黙だまれ金髪。ただ、そうだな。偶ぐう然ぜん、通りかかったところで起きたトラブルに対たい応おうするぐらいのことはできるかもしれん」

　暁あきらは声を低くして言うと、ルナと軽く目を合わせて、かすかに口元に笑みを浮うかべる。

　なるほどね、とつぶやいてルナもいたずらっ子めいた笑みを返した。

「決定だねぇ。じゃあさっそく二手にわかれるけど──」

　サヴァトリィが翠すい花かとルナの体を抱だき寄よせ、顔をにやけさせる。

「──ボクと翠花ちゃんとルナちゃんで児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんを追う。で、拓たく真まくんとミトラちゃんはボクらのミッションが終わるまで百もも瀬せ日ひ南な子こちゃんを拾って逃とう亡ぼうする。オーケー？」

「ちょっとサヴァちゃん。なに勝手に決めてるのよっ」

　サヴァトリィの強引な決定に翠花が反発の声をあげた。

「えー、だってミトラちゃんは日南子ちゃんのこと気になるでしょ？　大切な友達だろうし、自分で護まもりたいってのが人にん情じようだし。拓真くんは護ご衛えいだからミトラちゃんとセットは確かく定ていだし」

「それは……そうだけど」

　翠花の声が萎しぼんでいく。ぐぬぬ、と唇くちびるをふるわせて、恨うらめしげな視し線せんを拓真に向ける。

　そこでどうして俺を見る、と言いたげな拓真の顔に、翠花はいじけたようにそっぽを向いた。

「拓真の足を引っ張ぱらないように、がんばりますっ」

　両手の拳こぶしをきゅっと握にぎって、ミトラが宣せん言げんする。

　拓真はほんのすこしふくみ笑いをもらした。

「ミトラが白しろ十じゆう字じ教きよう徒との作戦に真っ向から反はん抗こうするのは初めてだが……それでも奴らのほうが悪人にしか見えないんだから皮肉なもんだな」
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　百もも瀬せ日ひ南な子こが窓まどの外に目をやったのは、補ほ習しゆうで使った教科書を鞄かばんにしまったあと、バイト先に出しゆつ勤きん可か能のう時じ間かんが確かく定ていしましたと電話を入れてひと息ついたときだった。

　白しろ十じゆう字じ教きようの祭服を着た同い年ぐらいの男子が高こう等とう塾じゆく前の道路を横切った。

「多いなー……」

　日南子はひとり言をつぶやいた。

　座ざ席せきが窓まど際ぎわにある者として当然の行こう為いだが、授じゆ業ぎよう中ちゆうにはよく道路を見おろしている。

　ここをよく通りかかるのは主婦や外回り中の営えい業ぎようマンや布ふ教きよう活かつ動どう中ちゆうの神しん父ぷぐらいだ。家を訪たずねるでもなく、立ち止まって説せつ法ぽうするでもなく、聖せい職しよく者しやが忙せわしく歩き回っているのは珍めずらしい。

（あれかな。先週、先生も注意してくださいって言ってたっけ。中立区画で子どもが失しつ踪そうする事じ件けんが増ふえてるって。第一高等塾と第三高等塾では生徒も何人か消えてるって話……ウチも、小等部に消えちゃった子がいるってうわさがあるし……物ぶつ騒そうだなぁ）

　宗しゆう教きよう都と市しでは警けい察さつだけでなく、祓ふつ魔ま師しが事件の捜そう査さに協力することも多い。

　だから、不自然はないはずなのだが──。

（なんか引っかかるなぁ）

　日南子は窓からぼんやりと道路を行き交う聖職者を観察する。

　そして、あっと声をもらした。

（今日通った人、みんな若わかい）

　日南子から見て前後三歳さいくらいの顔ばかりだ。聖職者協会の事じ情じようなど知らなくても、プロの祓魔師に大人おとなのほうが多いことは想像できる。

（それに……なんだろ。殺気だってるっていうか……怖こわい顔、してる）

　たしかに児童失踪事件の犯はん人にんが中立区画に潜せん伏ぷくしているのならば、捕つかまえてほしいと思う。しかし日南子には、いま外をうろついている聖職者たちの顔のほうが怖かった。

　だから、だろうか。

　日南子は表口からではなく、裏うら口ぐちから帰ることにした。

　裏口だが生徒の姿すがたは多い。裏口からは美お味いしいケーキのある喫きつ茶さ店てんやファストフードの店なんかが並ならんでいる通りの目の前に出られるからだ。非ひ常じよう口ぐちの役やく割わりを果たすドアなのでふだんは通つう行こう禁きん止しだと言われているが、育ち盛ざかりで面めん倒どうくさがりな生徒たちに倫りん理りは通用しない。

　一階におりて裏口を通ろうとしたとき、ふと後ろを振ふり返ってみた。

　そのとき──表口の透とう明めいな自動ドア越ごしに聖職者のひとりと目が合った。

　にたぁ、と、相手の表ひよう情じようが醜みにくく歪ゆがんだ。ように見えた。

「っ……」

　日ひ南な子こは喉のどの奥おくに悲鳴を呑のみこんで、一歩、あとずさった。

　それが合図であったかのように、聖せい職しよく者しやがいきなり走り出した。

「な、なにあれ……ちょっと！」

　日南子も弾はじかれるように駆かけ出していた。周りの生徒たちを押おしのけて、裏うら口ぐちのドアをあけて転がるように外に飛び出す。

　冷静に考えれば、逃にげる理由なんてない。聖職者に追われる心当たりなんてない。

　言うなれば直感。本ほん能のうに似にたなにか。逃げろという脳のうの命令に体が自動的に従したがったのだ。

　走る。走りながら思う。高こう等とう塾じゆくの中で周りに助けを求めなかったのは何な故ぜか？

　走る。喫きつ茶さ店てんやファストフードの店が並ならぶ人通りの多い道だ。なのに誰だれにも助けを求める気にならないのは何故か？

　一いつ般ぱん市し民みんが聖職者の味方だと知っているからだ。聖職者の敵てきは一方的に悪となることを知っているからだ。助けを求めたところで身み柄がらを差し出されておしまいだと知っているからだ。

（これ、おかしい……あたしは宗しゆう教きようのことなんてなにも知らないのに。どうしてそんなふうに決めつけてんの、あたし？）

　胸むねの奥おく、あるいは、頭の中？　どこかに「それを知っているなにか」がいるような──。

　細い路地に入って日南子は振ふり返る。聖職者はまだそこにいる。深しん淵えんのような暗い瞳ひとみ。黒い祭服に厚あつい聖書。革かわ靴ぐつがコンクリートを踏ふむ音がせまい空間にこだまする。

　相手は慌あわてない。騒さわがない。ただ着実に一歩ずつ距きよ離りを詰つめてくる。息も乱みださず、一いつ瞬しゆんたりとも日南子の背せ中なかから視し線せんをそらさない。

　聖職者は聖書をかかげてすばやく詠えい唱しよう。光を帯びた聖書を空高く投げあげる。

　聖書は放物線を描えがき、日南子の目の前に落ちた。その瞬間──ぱっ、と光が拡かく散さんし、装そう甲こう兵へいのシルエットが浮うかびあがる。

「……!?」

　白しろ十じゆう字じ教きようの天使の見た目は白銀しろがねの装甲兵である、というのは一般人にも知られる常じよう識しきだ。アニメや映えい画がや漫まん画がでも、基き本ほん的てきにそのように描えがかれる。

　が、日南子の目には、その天使が禍まが々まがしい深しん紅くの鎧よろいをまとっているように見えていた。

　日南子は逃とう走そうの足を止めていた。蒼そう白はくな顔で歯を鳴らし、肩かたから始まったふるえが全身に伝わっていく。

　初めて具ぐ象しよう魔ま術じゆつを目にした一般人が、霊れい体たいに対して異い様ような恐きよう怖ふ感かんを覚えることはよくあると言われている。しかし日南子の恐怖はそういった性せい質しつのものではなかった。

　──知っている。具象魔術や霊体を目の当たりにしたことなどないはずなのに。

　どうして？　記き憶おくと感覚の奇き妙みような不整合が恐怖を煽あおる。

　天使が大剣を振ふりあげた。

　逃にげなければ、と頭では思うのに、体は鉄てつ芯しんを入れられたように硬こう直ちよくしている。

　そのとき。




「これは…………ときに…………」




　低い男性の声が頭の中に響ひびいてくる。




「使うには…………を壊こわして…………ると………………………………ろう」




　しかしその言葉は、周波数の合っていないラジオのように、途と切ぎれ途切れにしか聞こえない。

（なにこれ！　気持ち悪い……頭が、痛いたい……!!）

　日ひ南な子こは頭を抱かかえると、胸むねを掻かきむしるようにして、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを握にぎりしめた。掌てのひらに金きん属ぞくの食いこむ冷たい感かん触しよく。みし、と、チョーカーとロザリオをつなぐ金具部分が鳴った。

　天使の大剣が振りおろされる。ロザリオの軋きしみが大きくなる。風を切る音。金具の軋み。

　そして──金属同士が激はげしく摩ま擦さつするときの凄せい絶ぜつな音が耳をつんざいた。

「なっ!?」

　と、驚きよう愕がくの声をあげたのは聖せい職しよく者しやだった。

　切せつ断だんされた天使の片かた腕うでが地面に落ちて、凄すさまじい粉ふん塵じんを巻まきあげる。天使は上体をねじって、背はい後ごの何者かに向けてもう一方の拳こぶしをたたきこんだ。

　その攻こう撃げきが、不自然に泳およぐ。何者かの持つ刃やいばが天使の腕うでを受け流してみせたのだ。

　よろめく天使の滑なめらかな装そう甲こうに雷らい光こうが弾はじけた。白い煙けむりを噴ふき上げてぴたりと動きが止まる。

　瞬間、粉塵を裂さいてひとりの人ひと影かげが飛び出してきた。その手には抜ぬき身の日本刀。雪のような冷たい刀身が静かに煌きらめく。

　聖職者の体が峰みね打うちの衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされ路地の壁かべに激はげしく体を打ちつけた。口から血を吐はき、謎なぞの襲しゆう撃げき者しやに向けて、憎にく々にくしげに呪じゆ詛そを吐く。

「……おまえ、ら……生徒会にさからうのか……ぐふっ」

　聖職者はそれだけ言い残すと完全に気き絶ぜつした。

　一撃で相手を制せい圧あつした人影は日南子を振り返ると、突つき放したような冷静な声こわ音ねで言う。

「大だい丈じよう夫ぶか？　百もも瀬せ。あいつら、想そう像ぞう以上に早かった」

「日南子！　間に合いました……っ」

　背後からは軽やかな女の子の声とがちゃがちゃという金具の音。




　逢あい沢ざわ拓たく真まとミトラルカ・シルヴェスタの二人だった。




　　　　＋　＋　＋




「うううううううううううっっっ。怖こわかったよおおおおおおおおっ!!」

　滂ぼう沱だの涙なみだを流して、日ひ南な子こが、拓たく真まとミトラに抱だきついた。フルーツのような香こう水すいの匂においに拓真は頬ほおを掻かき、ミトラはよしよしと頭を撫なでた。

　にじんだマスカラでくまのように目の下を黒くして日南子は気き絶ぜつした男を指さす。

「だ、誰だれなのこの人。すっっっごく悪そうな笑顔で襲おそってきて。真っ赤な天使も不気味で」

「真っ赤……？」

　拓真とミトラは怪け訝げんそうな顔を向け合った。

　拓真は、日南子の目をまっすぐに見み据すえて、低い声で言う。

「さっきの天使は赤くなかったぞ。ふつうに白銀しろがねの天使だった」

　それに倒たおれている聖せい職しよく者しや──生徒会役員の男子も、どちらかと言えば優ゆう等とう生せい然ぜんとした真面目な印象の顔立ちをしている。戦せん闘とう中ちゆうも緊きん張ちようで強こわ張ばったような表ひよう情じようを見せていた。

「えっ。でもたしかに……えっ？」

「やめましょう、拓真。きっと混こん乱らんしているのです」

　困こん惑わくする日南子の肩かたを抱だき寄よせ、ミトラが目で訴うつたえる。

　違い和わ感かんの正体を突き止めたい気持ちもあったが、拓真はおとなしくうなずいた。ミトラの言うことももっともだと思えたのだ。

　三人は移い動どうを開始した。日南子の体を拓真とミトラで支ささえながら路地から出ようとする。

「待て」

　拓真は片かた手てでミトラたちを制せいした。

「いる」

　拓真はあごをしゃくった。路地を出てすぐのところに十数人の白しろ十じゆう字じ教きよう徒とが整列している。生徒会役員ではなさそうだ。禿とく頭とうの爺じじいもいれば、小太りの中年もいる。

　彼らの視し線せんの先には、理知的な顔立ちの女性が立っていた。味気なくボブカットにした髪かみとシャープな眼鏡めがね、修しゆう道どう服ふくを身にまとっている。

　モニカ・クレメンティ。祓ふつ魔ま学がく園えんの白十字教関かん連れん授じゆ業ぎようを担たん当とうする教師だ。

「生徒会だけでなく白十字教全体で動き出したか」

　拓真がつぶやくと、ミトラが不安げに袖そでを引いた。

「どういうことですか？　モニカ先生はわたしたちの味方をしてくれてたはずじゃ……」

「影かげ縫ぬいの命令でミトラの学園内での監かん視しをしてたって話だったな。が、サヴァトリィが言うには完全に味方として見るのは危き険けんな女らしい」

「そうなのですか？　悪い人ではないと思うのですが」

「悪人じゃないからこそ危き険けんなんだよ」

　ミトラは唇くちびるに指を当てて首をかしげた。

「えっと……？」

「自分の信じる正せい義ぎに従じゆう順じゆんなんだとさ。児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんだと聞かされているなら、無実が証しよう明めいされるまで、百もも瀬せはあの女にとって完全に悪だ」

「そんな……説明して、納なつ得とくしてもらうわけには……？」

「無理だな。影かげ縫ぬいやサヴァトリィがいくら掛かけ合っても、自分が納得しなくちゃ絶ぜつ対たいに折れないらしい。交こう渉しようしてみるのもアリかもしれないが……失敗すれば戦せん闘とうだ。たしか契けい約やく霊れい体たいは」

「〝ザラキエル〟と呼よんでいました。体中の目がひらいたら九きゆう尾びの狐きつねが倒たおれて……滝たき先生も衰すい弱じやくしたみたいにどんどん弱って……」

「〝魔ま眼がんの天使〟か。すぐに思いつく攻こう略りやく法ほうは目がひらく前に速そつ攻こうで倒すか暗くら闇やみに誘さそいこむか、あとはふいうちぐらいだな。先せん制せい攻こう撃げきのチャンスを相手に与あたえないほうが無ぶ難なんだ」

　交渉はできない。ならば、

「とにかく見つからないように逃にげるしかない。が、どうしたもんかな。白しろ十じゆう字じ教きようががっつりかかわってるとなると、中立区画内のどこを歩いても安全地帯なんかねえぞ」

「洋館には戻もどれませんか」

「あそこは張はられてる可か能のう性せいが高い。一番危険だ」

「白十字教以外の教区に隠かくれる、とか」

　ミトラがぽつりとつぶやいた。

　拓真は驚おどろきと感心に目を大きくして、ミトラの顔を見る。

「どうしてそう考える？」

「ええと。宗しゆう教きよう史しの授じゆ業ぎようで先週やったところなのですよ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいのおかげで宗教同士が歩み寄よるようになったとはいえ、内部ではまだまだ反発があるのです。宗教都市でも、べつの宗教の教区には基き本ほん的てきに立ち入らないようにしているそうです」

「例外もありそうだが、たしかにあの物ぶつ騒そうな様子で歩き回ることはできないだろうな。戦争になりかねない。うん、たしかにいいアイデアかもしれない。問題は俺たちをちゃんと受け入れてくれる教区があるかどうか。それに捜そう査さ協きよう力りよくの通達が行けば、他の教区も白十字教の味方をしかねない」

「信しん頼らいできる筋すじにお願いするのはどうですか。スイカの日に本ほん神しん道とうとか」

「あいつの人じん格かくは信頼できるが、コネってなると話はべつだな。同級生の巫み女ことの付き合いは大事にしてるだろうけど無む宗しゆう教きよう者しや寮りようで暮くらすってわがままを通してるし、大人おとなからの心しん象しようは良くない。事じ情じようを説明したら、トラブルの種を匿かくまってはくれないだろう」

「あまりしたくないことではありますが、事情を説明しなければ……」

「そうなると、べつの問題がある。日本神道女子寮の焼け跡あとに隠かくれ続けていられないのと同じ理由なんだが、あの教区だけは他の宗しゆう教きように対して寛かん容ようすぎるんだ」

「つまり、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とが捜そう査さの手を伸のばしやすい、と。そうなるとこのアイデアはなしですか。うう、良いアイデアだと思ったのですが」

「ああ……ん、いや、待てよ。そうだ。ひとつ、あるな」

　拓たく真まは妙みよう案あんだとばかりににやりと笑い、ポケットからスマートフォンを取り出した。

　きょとんとするミトラの髪かみをくしゃりとかき混まぜ、

「サヴァトリィがいた。あの女は実力も人脈も兼かね備そなえてる。性せい格かくはあんなんだけどな」

　と、わずかに唇くちびるを曲げてそう言った。




　　　　＋　＋　＋




　鳴なる神かみ市しの北西には、他の街との境きよう界かいでもある険けわしい山のふもとから扇おうぎ状じように瓦かわらぶき屋根の寺が広がっている。金色に塗ぬりたくられた大きく派は手でなものから地味な見た目のものまで、さまざまな趣おもむきの寺がぎっしりと並ならんでいる。

　蓮れん教きよう区く。

　蓮教や日に本ほん神しん道とうなどの日本に根づいている宗教の教区はほとんどが北側に配置されている。理由はかんたんで北には山があるからだ。日本には昔から独どく自じの山さん岳がく信しん仰こうがあり、山は特別な存そん在ざいとされている。大陸から伝わった蓮教と山岳信仰を混まぜた混こん淆こう宗教である修しゆ験げん道どうの教区も蓮教区と隣りん接せつしているために、どうしても山の近くでなければならなかったのだ。

　拓真とミトラと日ひ南な子この三人は、蓮教区のとある寺院の前にいた。

　中立区画を移い動どう中ちゆうには何度か白十字教徒の攻こう撃げきを受けたが、蓮教区に入ってからはほとんど敵てきの姿すがたが見えない。

　空はすでに暗く、ぬるい夜風が吹ふいている。

　ぎい、と高い音を立てて門が内側にひらいていき、中からひとりの老人が出てきた。法衣をまとった坊ぼう主ず頭あたまの老ろう僧そうである。

「サヴァトリィから話は聞いております。大変でしたね」

　老僧は穏おだやかな声で拓真たちを労ねぎらい、握あく手しゆを促うながすように片かた手てを差し出した。

　拓真はぎこちない笑みを浮うかべて、その手を握にぎる。

「……協力、感謝する」

　正直なところ、見知らぬ聖せい職しよく者しやと会話したり、触ふれ合ったりするのは望むところではない。宗教的な建物のそばにいるのも本当は嫌いやだ。

　しかし、自分のわがままで蓮教徒の心象を悪くするつもりはなかった。

　ミトラや日南子を護まもりきるために我が慢まんだ、と心の中で言い聞かせ、拓真は拳こぶしを強く握る。

　こちらへ、と言って歩き出す老僧のあとについて行き、三人は書院のひとつに通された。

　障しよう子じに畳たたみに木の柱に、と、「和」の空気が漂ただよう部屋だった。広さは三人が足を伸のばせる程てい度ど。大きな壺つぼや使い道もわからない仏ぶつ具ぐ、壁かべにかかった達筆な漢字が書きこまれた掛かけ軸じく。どことなく古い家か屋おく独どく特とくの匂においも漂っていて、拓たく真まは実家の兄の部屋を思い出した。

　部屋に入ると背はい後ごからどさりと音がした。

　あわてて振ふり返ると、ミトラと日ひ南な子こが、力が抜ぬけたようにへたりこんでいた。

「えへへ。安心したら腰こしが抜けちゃいました」

「あははは。あたしも……もー、まいっちゃうなー……」

　二人の表ひよう情じようには疲ひ労ろうの色が濃こかった。緊きん張ちよう状じよう態たいで街を走り回ったのだから無理もない。

　日南子は壁に背せ中なかを預あずけてすうはあと呼こ吸きゆうを整えている。

「…………」

　拓真は無言で日南子に歩み寄よった。

「拓真っち？　……きゃっ」

　日南子の短い悲鳴があがる。

　拓真は壁に手をついて、真剣な目で日南子を見おろした。

「確かく認にんさせろ」

「な、なに、そんなに怖こわい顔して」

「奴やつらはあんたを中立区画で頻ひん発ぱつしている児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんだと疑うたがっている──」

　拓真は日南子が追われることになった理由を説明した。メレク教のこと、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオがその宗しゆう教きようの象しよう徴ちようだということ、捕つかまればピエトロとその部下によって地じ獄ごくのような尋じん問もんを受けるだろうということ。そして拓真たちが日南子を護まもるつもりでいること。

　すべてを話したあと、拓真は真しん剣けんな表情のまま日南子に問いかけた。

「本当にあんたは宗教と関係ないんだな？」

「ないよ……霊れい体たいの姿すがたもさっき初めて見たぐらいだし……」

「俺たちはあんたを信じていいんだな？」

　拓真が念ねん押おしするように訊きくと、日南子はすこしだけ間をあけて、

「…………うん」

　と、掠かすれた声でうなずいた。

「そうか。なら、いい」

　拓真はそう言って、日南子から離はなれると、畳たたみの上にあぐらをかいた。

　日南子がびっくりしたように瞬しばたたいた。

「あっさりなんだね。怖い顔してたから、もっといろいろ言われるのかと思ったのに」

「〝解析アナライズ〟であんたに契けい約やく霊れい体たいがいないことも無宗教者だってこともわかってる。いまの質しつ問もんで反はん応のうを観察させてもらったが、裏うらがあるようには見えなかった」

「そ、そんなの見られてたんだ……」

「ミトラはどうだ？　百もも瀬せを信じるか？」

　水を向けると、ミトラは自信満々にうなずいた。

「もちろんです。日ひ南な子こは絶ぜつ対たいに悪い人じゃありません」

「まあ、そういうわけだ。仲間が失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんを捕つかまえるまでの間、悪いが、おとなしく護まもられてくれると助かる」

「うん……」

　日南子はしおらしくうなずき、

「って、ああっ!?」

　続けて、素すっ頓とん狂きような声をあげた。鞄かばんに飛びついて中身を漁あさり、スマートフォンを取り出す。

「わああああああああああっ!!　バイト先に連れん絡らくしてないいいいいいいっ!!」

　絶ぜつ叫きようのような声をあげて、あわただしく電話を折り返しながら部屋の外に飛び出した。障子から見える影かげがぺこぺこと頭をさげている。ミトラがくすりと笑みをこぼした。

　拓たく真まも一気に肩かたの力が抜ぬけて、ふう、と息をもらした。

　おそらく日南子にとっては好ましくない連絡だろうが、沈ちん鬱うつなテンションでいられるよりはずっといい。

　数秒後に真っ青な顔で引き返してくると、日南子はスマートフォンを鞄にたたきつけて、ああもう、と頭を抱かかえた。体育座ずわりをして子どものように頬ほおをふくらませる。

「もー……さいあく。店長にも怒おこられるし。怖こわい人たちに追いかけられるし」

「大丈夫ですよ。すぐにもとの生活に戻もどれますから」

「うん、ありがと。でもさ、この一回であたしの評ひよう価かガタ落ちだよぉ。ううーっ、せっかく評価積みあげてきたのにーっ。仕入れの仕事とかを任まかせてもらえるようになれば入荷商品以外も見られるし、世界の流行にもっと敏びん感かんになれるのに」

「おいおい。こんなときにもファッションのことかよ」

「そういうものだと思いますよ」

　拓真の呆あきれ調子な言葉をミトラがやんわりと遮さえぎった。

「わたしも、どんなときでもマイトレヤ教のことを考えてしまいます」

「だよねー！」

　ミトラの言葉に日南子が陽気に同意する。

「一秒たりとも止まってるひまはないもんね。時間は限かぎられてるしー」

「んな大げさな。まだまだ先の話だろうに」

「んん～。そんなに先かなぁ」

　日南子は頭上を指でさす仕し草ぐさをしながら眉まゆ根ねを寄よせた。

「三年で卒業だよ？　三年ってあっという間だと思うなぁ。中学の三年間なんてホント一いつ瞬しゆんだったし。卒業後、大学か専せん門もん学がつ校こうに行っても、どんどん加速していくだけじゃない？」

「そのときになってみないとわからな……あー、いや、この話はやめよう」

　喉のどから出かけた反はん論ろんの声を堪こらえて拓たく真まは首を振ふった。

「悪い。俺はあんまり将しよう来らいのことを考えたくないんだ。たぶん、この感かん情じようが強いうちは、あんたの考え方に反発し続けるだろう。不毛な議ぎ論ろんになるのが目に見えてる」

　拓真が自分の感情を冷静に分ぶん析せきした結果を口にする。

　日ひ南な子こはぽかんと口をあけて、しばらく拓真をまじまじと見つめると、

「ふふっ。変なの」

　と笑った。

　拓真は顔をしかめる。

「変？」

「自分の不ふ愉ゆ快かいな気持ちを冷静に分析して素す直なおに表ひよう現げんする？　ふつーしなくない？」

「……それが一番話が早いと思ったんだよ」

「ふーん」

　日南子は拓真の顔をまじまじと眺ながめると、ふいに畳たたみに手をついたまま身を乗り出した。ハイハイのような姿し勢せいで詰つめ寄よってきて、服がたわんで下着に包まれた胸むねがちらりと覗のぞく。

　目のやり場に困こまり、拓真は表情を変えないまま、わずかに目をそらした。

「ひ、日南子？」

　大胆な日南子の行動にミトラが面めん食くらって声を裏うら返がえらせる。

　日南子は拓真の右みぎ腕うでに取りつくと、制せい服ふくの袖そでをまくり、紋もん様ようの刻きざまれた腕に指を這はわせた。

「もしかして、これのせい？」

「……っ」

　拓真の眉まゆが数ミリばかり持ちあがる。ずばり言い当てられて、さすがに動どう揺ようを完全に隠かくすことができなかった。問い返す声も自然と硬かたくなる。

「どうしてそう思った？　百もも瀬せは宗しゆう教きようの知ち識しきはまったくないんじゃなかったのか」

「宗教？　ん、なんの話？」

　日南子が本気でわからないとばかりに瞬まばたきした。

　会話が微び妙みようにずれている。拓真が怪け訝げんそうな顔でいると、日南子がふたたび紋様に触ふれた。

「刺青いれずみでしょこれ。海外ならよく見るけど日本人だとまだまだ珍めずらしいし、どうしてもワケアリっぽく見られちゃうからね。実じつ際さい、そういう家の生まれなんだったら、そりゃあ将来のことなんて考えたくないかもって納なつ得とくしたんだけど」

「……いや俺はべつに極ごく道どうの人間じゃないんだが」

　拓真は苦笑し否ひ定ていすると、右手を目の高さにかかげた。

「こいつはファッションじゃない。俺の能のう力りよくの源みなもとで、呪のろいだ」

〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタから授さずかった呪いの概がい要ようを説明する。

　話を聞き終えると、日ひ南な子こは内心の汲くみ取りにくい意味深な流し目をミトラに向けた。

「なんか、哀かなしいね」

「哀しい？」

「呪のろいは、不幸だよね」

「過か去こを引きずるほど女め々めしくはない」

　拓たく真まは強がりを言った。しかし日南子はそれに構かまわず続ける。

「でもミトラっちを護まもる力が不幸の結果に手に入ったんだとしたら。もしも人生にいくつもの分ぶん岐きがあったとして、ミトラっちと出会わないルートが一番幸せだったかもしれないってことでしょ。それってちょっと哀しいよね」

「その仮か定ていに意味はないだろ」

「あたしはあると思うんだよね。人生の分岐点ってものが。だからがむしゃらに頑がん張ばるの。そうじゃないと、どんどんハズレの道にそれてっちゃうような気がして」

　光の加か減げんのせいか、日南子の瞳ひとみの色が暗い色に染そまったような気がした。瞬まばたきしてもう一度顔を見たら、もとの爛らん々らんとした瞳に戻もどっていたのでおそらく勘かん違ちがいだろう。

　拓真は沈ちん黙もくしたまま次の言葉を見つけられずにいた。

　すると、それまで黙っていたミトラがふいに日南子の服を引き、顔が触ふれそうなほどに拓真と接せつ近きんしていた日南子を離はなれさせた。

「いま、日南子の話を聞いていて、すこし気になったのですが」

「あ、ごめん。拓真っちに近すぎた？　妬やいちゃった？　大だい丈じよう夫ぶだよ、ミトラっちの大切な人を奪うばうような真ま似ねはしないから」

「そ、そういう話ではないのです」

　日南子がからかい口調で言い、ミトラは真っ赤になって否ひ定ていした。

　ミトラは狼ろう狽ばいを隠かくすように二、三度と咳せき払ばらいをして、

「す、すこし気になったのですが……日南子は急ぎすぎているかもしれません」

「そっかな？　でもさっきミトラっちも夢ゆめのことは四六時中考えちゃうって」

「言いました。ですが、マイトレヤ教は焦あせりや生き急ぐことを推すい奨しようしていません。寄より道や、回り道も、全力で楽しむことこそ人生を豊ゆたかにする秘ひ訣けつだと考えています」

　目を閉とじて静かに教きよう義ぎを述のべるミトラ。

　それから心配げに日南子の顔を見つめる。

「日南子はなにかに追われているように見えます。いまの白しろ十じゆう字じ教きよう徒とに追われている現げん状じようではなく、目に見えない何かから逃にげているような……夢を追いかけながらもその何かから逃げるために夢を早くつかみたがっているような……そういう危あやうさを、すこし感じました」

「…………」

　日南子は返す言葉がないのか、口をひらこうとしては言葉を呑のみこむ仕し草ぐさを繰くり返す。

　気まずい空気が書院の中を充みたそうとした、そのとき。

　障しよう子じの外に、人の気け配はいがあった。




「失礼します」

　若い男の声だった。拓たく真まが返事をすると、障子がすっとひらき、正せい座ざ姿すがたの坊ぼう主ずが一礼した。さっきの老ろう僧そうとは反対に、おどおどと視し線せんが定まらず落ちつきのない印象の男だ。かたわらにはごはんやみそ汁しる、煮に物ものなどがのせられた盆ぼんがある。拓真は老僧からあとで夕食を届とどけると聞かされていたのを思い出した。

　若い僧侶は料理をてきぱきと運びこむ。

　ミトラは美お味いしそうな和食を前にして、「わああ」と素す直なおに目を輝かがやかせた。

　日ひ南な子こも舌したなめずりをしてごくりと喉のどを鳴らす。

「…………」

　拓真だけが無言で僧侶の横顔をじっと見み据すえていた。その視線に気づいているのか、どこか居心地が悪そうだ。こめかみから汗あせが流れている。

　みそ汁のお椀わんを置こうとしているところに、拓真はすっと手を差し出した。

「それ、こっちに」

「あ、はい」

　びくりと背せ筋すじをふるわせて、危あぶなっかしい手つきで拓真の左手にお椀を渡わたす。

　その瞬しゆん間かん、拓真は内心でつぶやいた。

（〝解析アナライズ〟）

　──と。

　すみれ色の発光は袖そでの中に隠かくれて僧侶には見えていないだろう。拓真は自分の目の前に料理を並ならべるふりをしながら、十秒をやり過すごす。そして脳のう内ないに料理の細かい成分などが情じよう報ほうの塊かたまりとなって、流れこんでくる。

　瞬間。拓真は坊主の後頭部をわしづかみにして、思いきり机つくえにたたきつけた。

「があッ」

　若い僧侶がうめき、食器の破は砕さいする音が高々と鳴った。ミトラと日南子がきゃっと軽い悲鳴をあげて、目を丸くした。

　拓真は乱らん暴ぼうに相手の顔をあげさせて耳元で低く問いかける。

「味つけに睡すい眠みん薬やくを使うのが蓮れん教きようの料理か？」

「くそっ……くそっ、離はなせっ……」

「誰だれに頼たのまれた」

「それは言えな……ぎひっ！」

　拓真が無言で右みぎ腕うでの骨ほねを折ると、若い僧侶は泣きながら叫さけんだ。

「生徒会長だ！　会長が各かく宗しゆう教きようの生徒会役員に通達してるんだよっ。おまえらがやってきたら捕つかまえておけ、ってな！」

「あんた、祓ふつ魔ま学がく園えんの生徒なのか」

「ああそうだ！　生徒会役員だよっ。ううっ、痛いてぇ」

「白しろ十じゆう字じ教きよう徒とだけがかかわってるんじゃなかったんだな」

「悪を排はいするのが祓ふつ魔ま師しの使命だ……ッ、俺はなにも間ま違ちがったことはしてないっ。生徒会役員に限かぎった話じゃないぞ」

　そう言うと若い僧そう侶りよは、涙なみだを止めて、にやりと笑ってみせた。

「悪の分ぶん際ざいで聖せい職しよく者しやに頼たよろうとしたのがおまえらの敗はい因いんだ」

　拓たく真まははっと顔をあげ、障しよう子じの向こうを見やった。いくつもの足音が近づいてくる音がする。

「ミトラ！　百もも瀬せ！　逃にげるぞ！」

　二人に呼びかけると、拓真は障子を蹴け破やぶって書院の外に転がり出た。

　外にはすでに数人の僧侶が駆かけつけてきていて、列を為なして経きようを唱となえている。低い読どつ経きようの連なりに連動して魔ま力りよくの光が渦うずを巻まき、彼らの霊枢核コアだと思われるさまざまな仏ぶつ具ぐが鳴動した。

　人の四倍もの大きさを誇ほこる仏ほとけの姿すがたが五つ、空中に浮うかびあがる。仏たちは綺き麗れいに円を描えがき、いわゆる曼まん荼だ羅らを形づくった。

　明めい滅めつする光を背はい景けいに曼荼羅が回る。一回、二回、三回──と、曼荼羅が回るさまを眺ながめていた拓真は、嫌いやな予感に全身をふるわせた。

　足が動かない！　仏の珍ちん妙みような動きに視し線せんが吸すい寄よせられ、目を離はなせない。

　呪のろいか、と拓真は悟さとったが、もう遅おそい。曼荼羅が気になる。どうしても見てしまう。目を閉とじようとする意思さえ持てない。

　新しい足音がこの場所に近づいてくる。視界の端はしに、またべつの僧侶の一いち団だんが駆けつけてくるのが見える。

（敵てきの増ぞう援えん……くそ、ここまでか）

　拓真は内心で舌した打うちをする。

　ミトラと日ひ南な子こに「逃にげろ」と叫さけびたかったが、声さえ出ない。

（まさかサヴァトリィに紹しよう介かいされた寺で、こんなことになるとはな……あの坊ぼう主ずの言うとおりだ。聖職者なんかに頼ろうとした俺が間違っていた）

　諦てい念ねん混まじりにそう思うと、拓真は曼荼羅の放つ光が明滅する回数を数えはじめた。そうやって気を紛まぎらわせていなければ、仏の聖せい性せいに脳のうが侵おかされそうな気がした。曼荼羅に内包された、蓮れん教きようの宇う宙ちゆう観かんに、すこしばかり気持ちよくなってきたそのとき。

　横合いから巨きよ大だいな掌てのひらが突つき出された。

　掌しよう底ていが仏たちを薙ぎ払い、珍妙な曼荼羅は崩くずれ、光は四方へと飛び散った。拓真を襲おそっていた妙な感覚は綺き麗れいに消え去り、呪いを打ち破やぶられた僧侶たちは騒そう然ぜんとなる。

（なんだ……？）

　体の自由を取り戻もどした拓たく真まは事じ態たいを把は握あくしようと周囲を見み渡わたした。

「私の客人になにをしている、おまえたち」

　穏おだやかそうな顔立ちの老いた僧そう侶りよが側近らしき数人の僧侶を連れて歩いてくる。最初に拓真たちを出で迎むかえてくれた老僧だ。

　曼まん荼だ羅らの僧侶たちは老僧へと食ってかかる。

「こいつらは白しろ十じゆう字じ教きようが追っている邪じや教きようの者とのこと。和お尚しようこそどうしてこのような者を匿かくまうつもりだったのか」

　老僧は余よ裕ゆうたっぷりに、

「この国は法治国家であり、我われ々われは警けい察さつ機き関かんではないだろう。罪つみが事実ならば苦の報むくいを受けて然しかるべきとはいえ、もし事実でなければおまえは妄もう語ご、悪口の罪を犯おかしたことになる。正式な手続きを経へていない私し刑けいなど愚おろか者のすることだ」

　と、説教した。

「彼らは無実とピエトロ枢すう機き卿きようの取り調べの不ふ当とう性せいを訴うつたえている。白十字教側の一方的なやり方に賛さん同どうするとは、不出来な弟で子しをもって私は哀かなしいぞ」

「白十字教に対立すると？　和尚は戦争を望むのか。戦争になれば、我々に勝ちの目はない。蓮れん教きようの規き模ぼでは白十字教の武ぶ力りよくにたたき潰つぶされてしまう」

「……まったく、若わかいのに頑がん固こな男だ」

　老僧はため息をついた。拓真たちのほうを向いて、申し訳わけなさそうに頭をさげる。

「この者たちは私が始末をつけます。間もなく白十字教の使いの者や、他の寺の僧侶たちが嗅かぎつけてくるでしょう。せっかく頼たよっていただいたのにすみませんが、今日のところはべつの宿を探していただけませんか。ここは危き険けんです」

「どうやらそのほうが良さそうだな」

　拓真は渋しぶい顔でうなずくと、ミトラと日ひ南な子この手を片かた方ほうずつ握にぎって走り出した。

　数人の僧侶がそれを追いかけようとする。しかしその進行方向に和尚の契けい約やく霊れい体たい──筋きん肉にく質しつな厳いかつい顔の仏ほとけが立ちふさがり、太い腕うででひと薙なぎにした。

　僧侶と仏の奏かなでる戦せん闘とう音おんを背せに拓真たちは夜の寺を飛び出した。
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　巡じゆん回かいする聖せい職しよく者しやを躱かわしながら移い動どうして、三人がたどり着いたのは、中立区画の辺へん境きように位置する閑かん散さんとした区画だった。蓮教区に隣りん接せつする境界の地区なのだが、ふらふらと迷まよいこんだとして、この場所を蓮教区と勘かん違ちがいする者はいないだろう。

　ホテル街なのだ。

　小こ洒落じやれた雰ふん囲い気きのバーや雀じやん荘そう、いかがわしい店がすこしあるだけで、他はそこそこの大きさのホテルだけがずらりと並ならんでいる。

　道に人気はない。たまにすれ違ちがうカップルが恥はずかしげに顔を伏ふせたかと思うと、拓たく真またちをぎょっとしたように二度見していくぐらいだった。

　ホテルの一室に入って一息つき、コンビニで買った夕食を平らげると、ミトラは腑ふに落ちないといった感じで首をかしげた。

「無事に寝ね床どこを確かく保ほできそうでホッとしました……ですが、どうしてここにくるまでの途と中ちゆう、すれ違う人がみんな驚おどろいたような顔をしていたのでしょうか」

「……さあ」

　拓真は目をそらして首を振ふった。ピンク色の壁かべ紙がみと怪あやしい照明とやたら大きな丸いベッドがひとつしかない不思議な部屋の正体を知らないミトラに、事実を説明する気にはなれない。

　日ひ南な子こがあははと乾かわいた笑みをこぼす。

「高こう等とう塾じゆくの先生とかバイト先の人とかに見つかったらどうしようかと思った」

「あっ、そうですね。バイトをお休みしちゃったわけですし」

「それもあるけど、これじゃ完全に三人でプレ……いや、やっぱやめた」

「？」

　日南子が言葉をにごし、ミトラはやはり意味がわからずに瞬まばたきしていた。

「大人おとなになったら、いつかわかるんじゃないか」

　拓真は適てき当とうに流した。

　すると、ミトラはすこし唇くちびるを噛かんで、

「うう。わたしも拓真も同い年です……精せい神しん的てきには、たしかに拓真のほうが大人ですけど」

　と、不満げに言った。

　拓真はこの話題を長引かせるのはどうかと思い、べつの話題を探さがして室内を見回した。

「そうだ。風ふ呂ろに入ってきたらどうだ？　街を走り回って、疲つかれただろ」

「お風呂……！」

　緋ひ色いろの瞳ひとみにきらきらと星が煌きらめく。

「たしかに、もうくたくたです。足が棒ぼうになりそうです」

「ふふっ。あんなに重い祭さい壇だんを背せ負おいながらだもんね」

「日南子も汗あせを流したいですよね。先に入りますか？」

「んーん。ミトラっちが一番疲れてるだろうし、お先にどーぞ」

「ありがとうございます。それではお言葉に甘あまえますね」

　ぺこりと頭をさげると、ミトラはちょこちょこと浴よく室しつへ向かった。

　ミトラの姿すがたが見えなくなると拓真は呆あきれた息を吐はき出して、

「緊きん張ちよう感かんのない奴やつだな」

　と笑った。

　が、すぐに表ひよう情じようを引き締しめる。日ひ南な子こがミトラの消えた先を真しん剣けんな目で見つめたまま、無言で髪かみ先さきをいじっていた。

「どうした？」

「んー……」

　日南子は難むずかしい顔で軽くうなった。

「気のせいかな。あのお寺から逃にげてくる間、ミトラっちの雰ふん囲い気きがちょっと変わってたような気がするんだけど」

「？　俺にはいつもどおりに見えたが……」

「なんだろ。一いつ瞬しゆんだけ、ほんのちょっと、怖こわい感じがした」

　日南子は逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを手の中で弄もてあそびながら、ぽつりとつぶやいた。

「拓たく真まっちにも似にたところがあるんだよね。ちょっとしたきっかけで、とんでもないことをしでかしちゃいそうな〝怖さ〟っていうか……世界の運命を左右できるくらいのでっかい力があるのに、あえてそれを使ってない……ってことは、あえて使うこともできるんだよね」

「ミトラはそうだな。あいつの〝聖霊ミスラ〟は世界最強だ。世界中の軍隊が集まっても、聖せい職しよく者しや協きよう会かいのすべての力を集結させても、たぶん、〝聖霊〟には敵かなわない──が、俺は違ちがうぞ。鍛きたえてはいるし、それなりに戦えるつもりだが、全然、弱い。弱すぎるくらいだ」

「あんな立ち回りを見せられて、そんなこと言われてもなぁ。説得力ないよ」

「いや、弱い。聖職者協会全体を敵てきに回したら……いや、一いち教きよう団だんだけでも変わらないか……たぶん、勝てない。俺の能のう力りよくは一対一に特化してるし、弱点も多い。俺を攻こう略りやくする方法なんて、いくらでもある。さっきの曼まん荼だ羅らにだって、やられるがままだったろ」

「もしもミトラっちと戦ったらどっちが勝つの？」

「………………………………………………………………………………条じよう件けん次し第だいで、俺だな」

　すこしの沈ちん黙もくの後、拓真はささやくような声で答えた。

「刺さし違ちがえるつもりでやれば、だが……俺はいちおう〝聖霊〟を殺せるらしい」

「世界を消せる女の子と、それを唯ゆい一いつ殺せる男の子。よく考えたら、とっても怖い二人が一いつ緒しよにいるんだよね」

　日南子が浸ひたるような声こわ音ねでつぶやいた。

　拓真は無言で右手首の数珠じゆずを握にぎりしめた。日南子の言葉の内ない容ようが頭をよぎったことがないと言えば噓うそになるが、あえてあまり考えないようにしていたのだ。

　自分はミトラが暴ぼう走そうしたときの最後の砦とりでなのではないか。マイトレヤ擁よう護ご派はは最初から、いざとなったらミトラを殺させるために拓真に護ご衛えいを依い頼らいしたのではないか……と。

　以前ミトラがメンゲルの計けい略りやくにかかり強きよう制せい的てきに〝聖霊〟を使わされたとき、サヴァトリィは拓真の背せ中なかを押すようなことを言っていた。選せん択たくしなければならない、と。

　ミトラとの出会いは偶ぐう然ぜんではないかもしれない。

　そして、日ひ南な子この言うとおり、それは〝叡えい智ちの悪魔〟の呪のろいが──不幸が導みちびいた出会いだ。

　自分に過か酷こくな人生を強しいた呪いを拓たく真まは恨うらんでいる。呪いのおかげで出会えた人間がいたとして感かん謝しやする理由はないのだから。そもそも、

（もしミトラと出会わない人生があったとしても、関係ない。そのときはそういう人生をただ送っていただけだ。あいつにそんな思い入れはないし、あったらダメだ）

　拓真は心の中で自分に言い聞かせると、日南子に背せを向けて床ゆかに寝ね転ころがった。

　話は終わりだ、と暗に示しめしたつもりだった。

「ん。ごめん。ちょっといじわるなこと言いすぎた」

　日南子の沈しずんだ声。

　拓真は軽く手を振ふって、

「気にしてない」

　そう口にしたときの声は自分でも驚おどろくほど、軽けい薄はくさを演えん出しゆつできていなかった。

　まったく。本当に。あきれるほどに弱い。

　と、拓真はひそかに自じ虐ぎやくするのだった。
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　湯ゆ気げに充みたされた浴よく室しつに激はげしいシャワーの音が響ひびいている。

　重く湿しめった銀色の髪かみを珠たまのような水すい滴てきが滑すべり落ちて、眩まぶしいほどの白い肌はだを伝っていく。慎つつましやかな胸むねのラインときゅっと引き締しまった腰こし。鏡かがみに映うつる自分の容よう姿しはまだ幼おさなさを残しているが、最近はすこしずつ成長してきている。そこに不満はない。怖おそれもない。

　しかし、鏡に映った、自分の顔に。

　昏くらく妖あやしい光を帯びた緋ひ色いろの瞳ひとみに、ミトラははっとさせられた。

（いけません……わたし……とても怖ろしいことを考えていたような気がします……でも）

　ミトラは痛いたみに耐たえるように胸を押おさえる。

　罪つみの確かく定ていしていない者にひどい仕打ちをしようとするピエトロや食事に薬を混まぜるなどという卑ひ劣れつな手しゆ段だんで陥おとしいれようとしてきた蓮れん教きよう徒とのやり方を思い返し、強く唇くちびるを噛かみしめる。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいに認みとめられ、世界に認められ、胸を張はってマイトレヤ教を再さい興こうさせる。

　それが、日南子にも嬉き々きとして話した、ミトラの目標であり、夢ゆめだ。

　しかし、本当に聖職者協会は正せい義ぎなのだろうか？

　他の宗しゆう教きようと手を取り合うことは正しいのだろうか？

　正しい、と信じてきた。ひたすら自分に言い聞かせてきた。

　マイトレヤ教を滅ほろぼしたのも神かみ喰くらいという〝聖霊ミスラ〟の凶きよう悪あくな能のう力りよくゆえだと思えば、なるほど納なつ得とくできなくもないと、呑のみこむことはできた。……八年かけてようやく、だけれど。

　それでも今回のことは納得できない。

　マイトレヤ教を他の宗しゆう教きようと同じように扱あつかってくれる拓たく真ま。

　きちんと宗教の教きよう祖そだと認みとめてくれた上で仲良くしてくれる日ひ南な子こ。

　二人の得え難がたい友人を不当に貶おとしめられて黙だまっていられるわけがない。

（もどかしいです……わたしに、もっと力があれば……）

　あるいは。

〝聖霊ミスラ〟を自由に解とき放つことができたなら──。

「ダメです。ダメですよ、わたし」

　脳のう裏りをよぎった不ふ吉きつな考えを振ふり払はらうようにミトラはシャワーの勢いきおいを強くした。

　しかしどれほどの水流をもってしても、胸むねの内にくすぶる不安を流すことはできなかった。
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　拓真たちの逃とう亡ぼう劇げきが始まってから一夜明けて。

　比ひ良ら坂さか翠すい花かはインターネットカフェの薄うす暗ぐらい個こ室しつで目を覚ました。

　寝ねぼけ眼まなこでスマートフォンの時計を確かく認にんすると時じ刻こくは朝五時。だいぶ早くに目覚めたようだ。

　中立区画内にあるこの店は、シャワーやかんたんなフード＆ドリンクの売店を備そなえた、宿しゆく泊はくを前ぜん提ていとして作られた店らしい。ここは六ろく畳じよう間まほどの広さの布ふ団とんと毛布つきの個室だった。

　かたわらにはからすのぬいぐるみを胸に抱だいたルナが背せ中なかを丸めて眠ねむっている。猫ねこみたいだ。いつもの臙えん脂じ色いろのワンピースではなく、赤いジャージを着ていた。店で貸かしてもらえる就しゆう寝しん用ようの服である。

　よほど疲つかれているのか、軽く肩かたをゆすっても、ぴくりとも反はん応のうしない。

　ここはルナが鳴なる神かみ市しを襲しゆう撃げきしたときに炎えん上じようさせた店らしく、やっと修しゆう繕ぜんを終えて営えい業ぎようを再さい開かいしたところだという。謝あやまりたい気持ちと弁べん償しようしたい気持ちがありつつも、正体を明かせないために知らぬ顔をしなければならず、ルナにとっては気疲れする場所だったのだろう。

　ふと、翠花は布団のひとつが無人になっていることに気がついた。

「サヴァちゃん……？」

　一いつ緒しよに泊とまったはずのサヴァトリィの姿すがたがない。

「シャワーかな」

　そういえば、サヴァトリィは昔から朝あさ風ぶ呂ろ派はだと言っていた気がする。

「あたしも浴あびよっかな」

　慣なれない環かん境きようで寝たせいでだいぶ体が強こわ張ばっている。シャワーを浴びればすこしはましになるだろう。

　翠すい花かは、着き替がえを小こ脇わきにかかえて、そそくさと個こ室しつを出た。

　着替えは巫み女こ服ふくだ。昨日、洋館から取ってきた。児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんがもしも悪あく魔ま契けい約やく者しやだった場合には戦せん闘とうになるかもしれない。制せい服ふくよりも呪のろいや対自し然ぜん干かん渉しよう能のう力りよくへの耐たい性せいがある、術じゆつを施ほどこされた巫女服のほうがいいだろうという判はん断だんだった。

　迷めい路ろのような店内を歩いてシャワー室へ向かう。

　シャワー、とタグのついたボックス部屋がいくつか並ならんでいて、奥おくのほうには共用の洗せん面めん所じよやフィットネスルームがある。

　ふいに、そちらのほうから話し声が聞こえてきた。

（サヴァちゃんの声だ……電話でもしてるのかしら）

　翠花は息と足音を殺して、声のするほうに近づいた。

　盗ぬすみ聞きするつもりはなかったが、サヴァトリィの声がいつになく真しん剣けんで、気楽に声をかけるのは憚はばかられた。

「昨日のうちに作戦は……うん。たぶん大だい丈じよう夫ぶ。拓たく真まくんたちのほうもちょっとした誤ご算さんはあったけど、無事に逃にげ切れたみたいだし……」

　途と切ぎれ途切れに、サヴァトリィの声。

　内ない容ようを察するに昨夜の作戦会議の話をしているのだろう。児童失踪事件の犯人を捕つかまえるために、翠花、ルナ、サヴァトリィが協力して、アイデアをまとめたのだ。

「大丈夫。心配しなくても秘ひ密みつは守ってるさ。あはは、なにそれ。常つねにそばに置いておかなくちゃ不安なくらい、ボクのこと信用してないってこと？」

（秘密……？　いったい誰だれと話してるんだろ）

「そうだね。ボクはちょっと彼らに近すぎるかもしれない。でも、自分で言うのもアレだけど、これでも聖せい職しよく者しやだからね。使命感はちゃんとあるさ」

　翠花の疑ぎ問もんが解消されないままにサヴァトリィの会話はつづく。

「神しん託たく機き械かいの記き述じゆつした世界の終わりを回かい避ひするためならなんでもするさ。たとえ真実を知ったミトラちゃんや拓真くんに恨うらまれることになってもね。大丈夫。ボクはずっとあなたに忠ちゆう誠せいを誓ちかってるし、愛してる。だから心配しないでよ──影かげ縫ぬい」

「……っ」

　翠花は息を呑のんで踵きびすを返した。

　シャワールームの一室に飛びこんで内うち鍵かぎを閉しめ、すうはあと呼こ吸きゆうを整える。

（いまのは……サヴァちゃんと影縫理事長の会話、ってことよね。なんか呼び捨てしてたけど。あれ、そういえばあの二人ってどういう関係なんだっけ……？　って、あれ!?）

　翠花は愕がく然ぜんとした。

　サヴァトリィと影縫の間に、マイトレヤ擁よう護ご派はであること以外の共通点が見当たらないのだ。だがそれだけならば驚おどろくようなことじゃない。問題はそこじゃない。

（あの二人の関係に疑ぎ問もんを持とうとさえ思わなかった）

　師し弟ていか兄妹きようだいか恋こい人びとか友人か。それとも単なる職しよく場ば仲なか間まか。

　他人への興きよう味みには大小あれど、まったく話題にのぼらないということはほとんどない。

　たとえばクラスメイトの佐さ伯えき虎こ太た郎ろうは教室で事あるごとに拓たく真まに訊たずねている。ミトラや翠すい花かとはどんな関係なのか、と。翠花とミトラが初めて会ったときも、お互たがいに拓真との関係が気になって、質しつ問もんしあったではないか。

　サヴァトリィは結界で自みずからの存そん在ざい感かんを薄うすめられるという。その本ほん質しつが、相手が気にしなくなることだとすれば。応おう用よう次し第だいで影かげ縫ぬいとの関かん係けい性せいのみから意い識しきをそらせるのではなかろうか。

（でも、なんのために？　関係を追つい及きゆうされたら困こまるってこと？　拓真やミトラちゃんに恨うらまれるって？　秘ひ密みつ？　ちょっと待ってよ。いったいなにを隠かくしてるの？）

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。呼こ吸きゆうも荒あらい。頭の奥おくが茹ゆだったような感覚に襲おそわれる。

　…………………………シャワーを浴あびよう。いったん、落ち着こう。

　息を吐はき出して、着ているジャージに手をかける。




「お。やっと脱ぬぐんだね。せっかくシャワールームに入ったのに全然脱がないから、お姉ねえさんもどかしかったよー」




　翠花は、ぞっとした。間ま延のびした口調だというのに、驚おどろくほど感情のこもっていない声だ。背せ中なかを冷たい手で撫なでられて、全身にぶるりとふるえが走る。

　そして知る。自分の力不足を。

　物心ついたときから実家の道場で合気道を修おさめ、日々祓ふつ魔ま師しとしての修しゆう練れんも欠かさず、霊れい峰ほうに入り神しん格かくに近い霊れい体たいと契けい約やくしてみせた。拓真には及およばないながらも人ひと並なみ以上に努力していると自じ負ふできるし、プロの祓魔師とだって渡わたりあえるつもりでいた。自信は、ふだんの言動にも反はん映えいされている。一度たりとも虚きよ勢せいを張はったことはない。

　そんな翠花が確かく信しんする。無理だ。この相手にはどう足あ掻がいても勝てない、と。

　両足は完全にすくんでいるし、針はりの先せん端たんが首元に添そえられているために顔を動かすことさえできない。
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「サヴァちゃん……鍵かぎ……」

「ボクの得意分野は尾び行こうと盗とう撮さつと盗とう聴ちようとピッキングなんだよねぇ」

　ただのストーカーだ、というつっこみが口から出ない。

「困こまったな～。ちゃんと人ひと払ばらいの結界を張っておいたはずなんだけど。集中力が高い状じよう態たいの拓真くんならともかく、まさか翠花ちゃんがねぇ……どうして霊れい視ししてたのかな？」

「して……ない。あたしは、たまたま」

「たまたま？　あー、そうか。翠花ちゃんの場合は逆ぎやくなのか」

　納なつ得とくの声。

　サヴァトリィは全体重を翠すい花かに預あずけて覆おおいかぶさり、耳元でささやきかけた。

「根っからの霊れい感かん体たい質しつってことだね。自分から見ようとするよりも、勝手に見えちゃうくらいのほうが高こう精せい度どの霊れい視しができるってことか。〝攻せめ〟より〝受け〟が得意なのも体質のせいなのかな？　うーん、長い付き合いなのに見切れてなかったなぁ。ボクもまだまだだ」

「あたしを、どうする気？」

「いい質しつ問もんだね」

　サヴァトリィは朗ほがらかに、

「どうもしない」

　と言い切って、翠花の体を解かい放ほうした。

「え？」

　翠花は振ふり返り猜さい疑ぎの目を向ける。

　サヴァトリィは針はり──暗器を袖そでの中にさっとしまいこむと、唇くちびるの前に指を立てた。

「だけど会話の内ない容ようはボクと翠花ちゃんの秘ひ密みつだよ。特に拓たく真まくんとミトラちゃんには、ね。ボクとしても貴き重ちようなおっぱいがいなくなっちゃうのは嫌いやだからさ」

「おっぱ……」

　翠花は自分の胸むねを隠かくすように身を抱だいた。そこで自分が動けることに気がつく。凍こおりつくほどの重じゆう圧あつから解とき放たれていたのだ。

「これ以上の追つい及きゆうもおもらしも許ゆるさないよ。そこんとこよろしくね」

　サヴァトリィは軽けい薄はくな調子で言うと、手をひらひらと振ふって立ち去ろうとする。

「待って」

　翠すい花かはその背せ中なかを呼よび止めた。寝ね間ま着きの中、下着に潜ひそませていた呪じゆ符ふを取り出し魔ま力りよくを注ぐ。黒くろ髪かみがふわりと浮うきあがり、雷らい神じんの存そん在ざいが顕けん現げんする前ぜん兆ちようである電気がばちばちと弾はじける。

「確かく認にんさせて。サヴァちゃんは拓たく真まやミトラちゃんの敵てきなの？　その回答次第では──」

「障さわり」

　一言。サヴァトリィの口から紡つむがれたのはたった一言。だがその一言に翠花は驚きよう愕がくする。

　ただそれだけのことで翠花の周囲に生じていた電気の気け配はいが綺き麗れいに消え去ってしまったのだ。

「たまには教きよう師しらしく教育したげる。翠花ちゃんは世界や宇う宙ちゆうへの認にん識しきが甘あまい。呪のろいの定てい義ぎは必ずしも蓮れん教きようや陰おん陽みよう道どうの呪術に限げん定ていされないんだよね。ようは現界に生じたイレギュラーこそが不ふ浄じようなる存そん在ざいってわけ。だから自し然ぜん干かん渉しよう能のう力りよくは解かい呪じゆできる。勉強になったかな？」

「……なに言ってるのか全然わかんない」

「あははっ」

　あっけらかんと笑うと、

「ま、安心してよ。ボクは敵じゃない。ミトラちゃんが暴ぼう走そうさえしなければね」

　サヴァトリィはふいに真面目な声でそう言って、シャワー室を出て行った。

　残された形になった翠花は立ち尽つくしたまま茫ぼう然ぜんとつぶやく。

「どうしろってのよ……」




　適当なファミレスで朝食を食べてから、翠花とルナとサヴァトリィはショッピングモールへと向かった。道中、翠花の異い変へんに気づいたルナが「どしたの？」と顔を覗のぞきこんだが、翠花は苦笑を浮かべて「なんでもない」と答えるしかなかった。

　サヴァトリィが素そ知しらぬ顔でいつもどおりにしていたのが、翠花にはすこし腹はら立だたしい。

　気になることはたくさんあるが、とにかくいまは作戦だ。児じ童どう失しつ踪そう事じ件けん解かい決けつに集中しなければ。と、翠花は頬ほおをぱんとたたいて気合いをいれる。

　突とつ然ぜんのそんな行動もまたルナの疑ぎ問もんを増ふやしたようだが、特に追及はされなかった。

「それじゃボクはいったんこのへんで」

　ショッピングモールへとつづく陸りつ橋きようの手前でサヴァトリィは立ち止まった。これは、最初から決まっていたことだ。

　児童失踪事件について昨日一日かけて調べた結果、わかったことがいくつかある。

　事件は必ず中立区画で起きていること。被ひ害がい者しやには一いつ般ぱん人じんもいるが、聖せい職しよく者しやの血けつ縁えんのほうが多いこと。親子連れや歳としの離はなれた兄弟といった二人組で外出中、トイレなどで目を離したときに消えたパターンが多いこと。ショッピングモールでの発はつ生せい件けん数すうが多いこと。

　ゆえに作戦の内ない容ようは単たん純じゆんだ。

　翠すい花かとルナが姉妹のふりをして、ショッピングモールを歩き回る。

　巫み女こ服ふく姿すがたの翠花と臙えん脂じ色いろのワンピース姿すがたでからすのぬいぐるみを抱だいたルナの二人組ならば、事件の犯はん人にんに当たる可能性がある。そこを別行動のサヴァトリィと協力して捕とらえようという魂こん胆たんだった。

　有り体ていに言えば、おとり捜そう査さである。

　平日昼間のショッピングモールには朝の用事を終えた聖せい職しよく者しやぐらいしか見当たらない。一いつ般ぱん人じんは働いていたり学校に行ったりしている時間だ。

　そういえばいま学園を欠席してるんだよなぁ、と思い出して、翠花は首をすくめた。真面目に生きてきた人間としては、あまり休みたくないのだけど。緊きん急きゆう事じ態たいだからしかたない。

「わーいわーい！　レリィベアだーっ」

　二階の雑ざつ貨か屋やに入るとルナは無む邪じや気きな声をあげてくまのぬいぐるみを抱いてみせた。店員の女性が「あらあら」と微ほほ笑えましそうにこちらを見ている。

（よくやるわ……）

　実じつ年ねん齢れい二十歳さいとは思えない姿を目の当たりにして翠花はあきれたように息を吐はいた。

　ルナが視し線せんだけで「硬かたい硬い。もっとリラックスして」と訴うつたえてくる。

　翠花は深しん呼こ吸きゆうをひとつ。ぎこちない表ひよう情じようでルナの頭に手を置いた。

「こーら。売りものに触さわっちゃだめよ」

「えー、おねーちゃんのケチー」

　ルナが唇くちびるをとがらせて不満を述のべるふりをする。見事に憎にくたらしい言い方で、演えん技ぎだとわかっているのに思わずこめかみをひくつかせてしまいそうだった。

　翠花とルナは肩かたを並ならべてゲームセンターやキッズコーナー、洋服店などを回っていく。

　昼になるとフードコートへ向かった。

　チェーンのファストフードで適てき当とうに注文したハンバーガーを座ざ席せきに運び腰こしを落ち着ける。

　するとルナが一いつ瞬しゆんだけ憂うれうように面おもてを伏ふせた。

「ここも迷めい惑わくをかけた場所のひとつなんだよね。なんかもうこんなんばっかだなぁ、私」

「祓ふつ魔ま学がく園えんやミトラちゃんのもとで立りつ派ぱな活動をして、ゆっくり償つぐなっていくしかないわ。とりあえずの保ほ障しようは理事長がお金を出したみたいだから、そっちに返すのもアリかもね」

　翠花が優やさしい声こわ音ねで言う。

　ルナはきょとんとして、

「あ、いま、なんか本当のおねーちゃんっぽかった」

「……二十歳のあんたに年上っぽいって言われるのはちょっと傷きずつくんだけど」

「いいじゃん。大人おとなの魅み力りよくがあるってことで」

　無む邪じや気きさを繕つくろった笑みを浮うかべて言うと、ルナは包ほう装そう紙しを剥むいてハンバーガーに食らいつく。

　翠すい花かもあとにつづく。黙もく々もくと食べる気にもならず、他愛もない会話をしながら、ときおり笑ってみたりして、本当に仲の良い姉妹のような、不思議な時間を過すごした。

　やがて。

「ちょっとお手て洗あらいに行ってくるわね」

　翠花はなんの前まえ触ぶれもなく立ちあがった。

　ルナの顔に含ふくんだ笑みが浮かんだのは一いつ瞬しゆんだけ。すぐに「はーい」と無む邪じや気きな子どもの顔で返事をする。翠花はルナひとりだけを残してフードコート脇わきにあるトイレへと歩いていく。

　ふりを、した。

　翠花は角を曲がると慎しん重ちように周囲を見み渡わたした。誰だれにも見られていない。それを確かく認にんすると、息をひそめて物もの陰かげからルナの座すわっている場所へと目をやった。

　ルナは鼻歌を歌いながら足をぶらぶらさせてストローに口をつけてジュースを啜すすっている。完全に姉が戻もどるのを待つ幼おさない妹だ。周囲への警けい戒かいを怠おこたってはいないだろうに、端はたからは無む防ぼう備びにしか見えなかった。

　本当にうまくいくだろうか。そうかんたんに引っかかるものだろうか。

　緊きん張ちようで喉のどが鳴る。こなければ作戦の立て直しだ。失敗すれば失敗するほど拓たく真まやミトラが苦しくなっていく。なんとしてもここで捕つかまえなければならない。

　十秒、二十秒、と時間が流れ、そして。

（きた……！）

　ひとりの男がルナの席に近づいている。痩やせこけた頬ほおと虚うつろな瞳ひとみ。伸のばしっぱなしで手入れのされていない髭ひげ面づら。浮ふ浪ろう者しや然ぜんとした男だ。

　浮浪者めいた男は落ち着きなく周囲を見回しながら一歩一歩、確かく実じつにルナに歩み寄よる。ルナが一瞬だけ翠花に視し線せんを送り、ウインクしてみせた。気づいているよ、という合図だった。

　男を捕とらえるのは翠花だ。そういう手て筈はずになっている。ルナは強いが、強すぎるのだ。単たん純じゆんな体たい格かくの問題で大人を押おさえることはできないし、かと言って炎ほのおの霊れい鳥ちようフェネクスを使えば、相手を殺してしまう怖おそれがある。

（そろそろ出ようかな……えっ？）

　身を乗り出そうとした瞬間、翠花の顔が一息に青ざめた。

　背はい後ご。唐とう突とつに生じた気け配はいを察知して振ふり向くと、陽炎かげろうのように歪ゆがんだ空間から透とう明めいの突とつ起き物ぶつが突つき出ていた。牙きばだ。なにもない場所に浮かんだ牙が翠花の首くび筋すじに喰くらいつこうとする。

　翠花はとっさに前方に倒たおれて受け身をとった。体の上を見えないなにかが通つう過かする。

「霊体……!?　うそでしょ。いつの間に……」

　愕がく然ぜんとする翠花。

「……避よけられた」

　氷のように冷たい声がした。細い通路の角からひとりの女性が姿すがたを現あらわす。

　艶つやめいた濡ぬれた黒くろ髪かみ。女性らしい曲線を描えがく体にぴったりと吸すいつくような白しろ装しよう束ぞく。体温を感じさせない真っ白な顔に不ふ似に合あいなほど赤々とした唇くちびる。

　一いつ般ぱん人じんが夜道で遭そう遇ぐうしたら幽ゆう霊れいと見み間ま違ちがえてしまいそうな妖あやしい雰ふん囲い気きの女性だった。

　翠すい花かは目を見ひらいた。相手の顔には覚えがあった。見間違えるはずもない。

「賀か久く留る……様？　賀久留左さ京きよう様……ですよね？」

　翠花がふるえ声で名前を呼よぶ。

　その名を知らない神しん職しよくは存そん在ざいしない。水すい龍りゆうの神、闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハを祭さい神じんとして祀まつる賀久留神社の巫み女こであり、未来の七しち聖せい人じん候こう補ほとうわさされるほどの実力者だった。名前や姿は教きよう団だん内の通信ネットワークでも共有されているし、メディアに取りあげられることも多かった。

　四月の霧きりの事じ件けんでも聖せい職しよく者しや協きよう会かいの精せい鋭えい部ぶ隊たいに加えられていた。しかし、それを境さかいに消息を絶たっている。そのニュースは日に本ほん神しん道とうの聖職者たちに大きな衝しよう撃げきを与あたえたものだが……。

　左京は白装束のだぶついた袖そでから枯かれ木のような腕うでを出して、真っ赤な唇に指を添そえた。

「それは、自分を呼んでいるのだろうか。かくる……？」

「ご無事だったんですね。でも、どうして賀久留様があたしを……」

「賀久留、左京……なるほど、しっくりくる。自分の名前で、合っている」

　左京は幽ゆう鬼きのごとく自分の名をつぶやく。濡れた長い髪の隙すき間まから生気のない瞳ひとみが覗のぞいた。不気味な光を帯びたその瞳に見つめられ、翠花は背せ筋すじをふるわせた。飛び退のくと同時に二枚まいの呪じゆ符ふを抜ぬこうとする。が、その直前、全身が鉛なまりにまとわりつかれたように重くなった。

　翠花の着ている巫み女こ服ふくが、まるで滝たき壺つぼにでも落ちたかのように湿しめっている。袖口の呪符は濡れて使いものにならず、体もずっしりと重い。

「あっ……」

　翠花の口から細い声がもれる。

　体を締しめつける感覚があった。目に魔ま力りよくを集めて霊れい視し。そして、謎なぞの攻こう撃げきの正体に気づく。

　藍あい色いろの爬は虫ちゆう類るいが、翠花の体に絡からみついていた。腹ふく部ぶや大きな胸むねの間、首、ふともも、ありとあらゆる場所を太い胴どう体たいで締めつけている。

　それは龍りゆうだった。大きさは蛇へびぐらいのごく小さな個こ体たいだったが、強きよう靭じんなうろこにざらざらした硬こう質しつのたてがみ、二本の角と鋭するどい牙きばはまぎれもなく龍である。

（賀久留神社の祭神、闇御津羽神……!?）

　翠花は即そく座ざに霊体の正体を見切った。

　しかし、それを理り解かいしたところで遅おそい。

　闇御津羽神が大きな口をひらく。今度こそ翠花の喉のど笛ぶえを噛かみちぎるべく、洞ほら穴あなを吹ふき抜ぬける風のようなうなり声をあげて、襲おそいかかる。

　そして。

　肉を裂さくような鈍にぶい音がして、翠すい花かの体を凄すさまじい衝しよう撃げきが襲った。
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　昨夜の疲つかれが残っていたのか、拓たく真まが目を覚ましたときにはもう昼ひる過すぎになっていた。

　背せ中なかが痛いたむ。ひとつしかないベッドをミトラと日ひ南な子こに譲ゆずって床ゆかで寝ねていたせいだろう。体にかかっていたハート模も様ようのブランケットと背中に敷しいていたクッションを見おろして、自然と笑みがもれた。なんというか、とても間ま抜ぬけな光景に思える。

　ベッドではまだミトラが気持ちよさそうな顔で眠ねむっていた。バスローブの前がわずかにはだけて、だらしない感じになっている。枕まくら元もとには制せい服ふくが綺き麗れいに畳たたんであった。

　そういえば、ミトラと日南子は部屋にあったバスローブに着き替がえたんだったな、と思い出す。本当はすぐにでも逃にげられるように着替えずに眠ったほうがいい。が、「女の子に汗あせを吸すった服のまま寝させるのはどうかと思うよ」という日南子の抗こう議ぎの結果、こうなった。

　ちなみにミトラは自分だけが床で寝ると主しゆ張ちようしたのだが、これも日南子により却きやつ下かされた。

　すうすうと寝息をたてて、無む防ぼう備びに眠るミトラの姿すがたに、拓真はあきれた息を吐はき出す。

（緊きん急きゆう事じ態たいとはいえ、ずいぶん信用されるようになったもんだな）

　最初のころ、ミトラは絶ぜつ対たいに拓真の前では眠らなかった。入学試験突とつ破ぱ祝いわいの宴うたげで、翠花とサヴァトリィが遊び疲つかれて拓真の部屋で寝てしまったときも、適てき当とうなタイミングを見計らって自分の部屋に帰っていた。

　神しん格かくの霊れい体たいが祓ふつ魔ま師しに求める処しよ女じよ性せいを堅けん持じするために。

　だというのに、いまではそういう場所に一いつ緒しよに泊とまり、目の前で爆ばく睡すいしている。

　ちら、とミトラの寝ね顔がおを見て、考える。

（そういえば、考えたことがなかった……いや、考えようとしなかったな。この呪のろいを解といたら、俺は、誰だれかとどうにかなりたいと思えるのか……？）

　そういう感かん情じようを抱いだいている自分を、拓真は想そう像ぞうできない。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪いに、逢あい沢ざわ拓真という人じん格かくまでも歪ゆがめられてしまったような気がする。

　こんな呪いさえなければ……という心の声が聞こえたのだろうか。

「大変だね」

　洗せん面めん所じよから出てきた日南子が、苦笑を浮うかべてそう言った。

「眠ねむり姫ひめにチューもできないし」

「……そんなこと考えてねえよ」

「考えるのがフツーだよ」

　日南子はからからと笑って、ベッド脇わきの冷れい蔵ぞう庫こをあけた。コンビニで食料と一緒に調達しておいたペットボトルの茶を取り出し、キャップをあけて口をつける。

　こくこくと喉のどを鳴らし、ぷはっ、と親おや父じ臭くさいアクションのあと、容よう器きの口をこちらへ向けた。

「飲む？」

「うなずくと思うか？」

「全然」

　そう言って、日ひ南な子こはベッドに腰こしをおろすと長い脚あしを組んだ。日南子はすでにバスローブから私服に着き替がえていた。脚を組んだ拍ひよう子しにプリーツスカートの奥おくが見えそうになり、拓たく真まは、無言で目をそらした。

　そんな拓真の横面になにかが飛んできた。

　とっさに片かた手てでつかんだそれは昨夜買っておいた朝食用のサンドイッチだ。

「ちょっとおしゃべりしようよ。ごはんも兼かねて」

「ミトラも起こすか？」

「もうちょい寝ねかせてあげよ。こんなに気持ちよさそうに寝てると、起こすのがかわいそう」

「それもそうだな」

　日南子がベッドの空あいた場所をぽんぽんたたく。座すわれ、という意味だろう。

　拓真は素す直なおにそこに座ると、サンドイッチの封ふうを切って中身にかぶりついた。

「で？」

　と、流し目を向ける。

　日南子はサンドイッチを嚥えん下げしてから、

「祓ふつ魔ま師しってすごいね」

　しみじみとそう言った。

「霊れい体たい、だっけ。あんな怪かい物ぶつみたいなのと戦うなんてあたしには無理だなぁ。姿すがたを見ただけで怖こわくって、動けなくなっちゃったよ……」

「そりゃふつうは無理だ。だから祓魔師に存そん在ざい価か値ちがあるんだろ。それにいくら祓魔師だって契けい約やく霊れい体たいがいなけりゃ一いつ般ぱん人じんと同じだ。霊体とはまともに戦えない」

「じゃ、拓真っちはもっとすごいんだね」

「いや、俺が霊体と生身で戦えるのは家いえ柄がらのおかげだよ。べつに俺が特別なわけじゃない」

「家柄？」

　日南子が首をかしげる。

　拓真はすこし逡しゆん巡じゆんして、口をひらいた。

「逢あい沢ざわの家はもともと宗しゆう教きよう家かの一族じゃないんだよ。昔から特定の派は閥ばつには属ぞくさない便利屋で……戦国時代にもあちこちの大名の仕事を請うけてたらしいし」

「へー。なんか忍にん者じやみたい」

「ああ、その認にん識しきでだいたい合ってる」

　拓真はあっさりと認みとめた。

「隠おん密みつもやってるらしいしな。親父に教わった体たい術じゆつも、そのへんの武ぶ道どうとちょっと違ちがってるし。言われてみれば忍にん者じやの戦い方ってのが一番近いかもしれない」

「でもその忍者がなんで宗しゆう教きようとかかわってるの？」

「祓ふつ魔ま師しや霊れい体たいの存そん在ざいが明めい確かくに世間に認にん知ちされる前から、よくわからん怪かい物ぶつって形で、頻ひん繁ぱんに霊体は現あらわれてたんだよ。で、逢あい沢ざわ家ってのは、間ま抜ぬけなことに、その正体がよくわからんうちから退たい治じ屋やみたいなことをやってた……っと」

「……なんかとんでもない事実が淡たん々たんと語られていく……」

　日ひ南な子こが茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　拓たく真まとしてはただ自分の家の話をしただけなのでいまいち日南子の反はん応のうの意味がわからない。

「で、まあ、霊体の正体を知ってからは、便利屋を続けるためには自分らも祓魔師になるのがいいだろうってことで、適てき当とうな宗教の信徒になって霊体と契けい約やくするようになったわけだ。特定の宗教を信じるんじゃなくて、各おの々おので好きな教きよう団だんに入信しろって方ほう針しんだな」

「真面目な聖せい職しよく者しやがきいたら怒おこりそうな話だねー」

「実じつ際さい、いい顔はされてないさ。うちの人間は誰だれも気にしちゃいないが……そのせいで兄あに貴きも実力のわりにはあんまり評ひよう価かされてなかったっていうか、妙みように敵てきが多かったからな」

　拓真は苦い顔で言うと、拳こぶしをぐっと握にぎりしめた。

　日南子があれと声をもらす。

「お兄さんがいるんだ？」

「ああ……いたよ」

　拓真の表ひよう情じようが曇くもった。

　重い雰ふん囲い気きにするのが嫌いやで平気な口調を心がけたつもりだったが、うまくいかなかった。声も低くなっていたせいか、日南子が事じ情じようを察したように目を伏ふせる。

「もしかして、似にてた？　お兄さんと、拓真っち」

「いんや似てないぞ。兄貴は賢かしこそうなのに俺はばかそうだって、いつも翠すい花かに言われてるし」

「……それ、逆ぎやくの意味じゃ」

「は？」

「なんでもなーい。かわいそうな女の子がふたりもいるねぇ、もー」

　日南子があきれ調子で言う。拓真にはやはり意味がわからず眉まゆをひそめるしかなかった。

　ふいに、日南子は遠い目をする。

「たぶん、似てたんじゃないかなぁ」

「……どうして？」

「根こん拠きよはない！　……わけでも、ないんだよね」

　日南子がベッドに手をつき、ずいと顔を寄よせた。

　しっかりとメイクを施ほどこした色気のある顔がアップになり、拓真は思わず仰のけ反ぞりそうになる。香こう水すいの匂においも強い。日ひ南な子こはまじまじと拓たく真まの顔を眺ながめ、うんうん、と何度かうなずいた。

「やっぱりどこかで見たことある気がするんだ。もしかしたらお兄さんと会ったのかなって思ったんだけど」

「知らん。というか、離はなれろ。頼たのむ。離れてくれ」

　拓真は日南子の肩かたをつかんで押おしやった。

　日南子は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔をしてから、すぐに拓真の右手首の数珠じゆずを見た。

「あっ、ごめん。それって女の子が近づいたらだめなんだっけ？」

「ああ……刺し激げきは、ちょっとな……悪い」

「ううん。あたしこそ無む神しん経けいでごめんね。でも、大変だね、それ。知りたくなった相手を壊こわしてしまうかもしれない、かぁ」

「面めん倒どうな代しろ物ものだよ。いい迷めい惑わくだ」

「その力、嫌きらいなの？」

「少なくともこいつのせいで人生の半分くらいは無む駄だになってるからな」

　拓真が投げやりな口調で言うと、日南子は胸むねのロザリオに軽く触ふれた。

「ちょっと虚むなしいよね。力を失くすことが……失うことが人生の目標なんて」

　拓真はすぐに言葉を返せなかった。

　それは、ここ数日の空くう虚きよ感かんの原げん因いんだ。呪のろいを解とき能のう力りよくを失うことを目的に生きてきたが、では、その先になにがあるのか。なにも見つからなかった。見つからず、明めい確かくな夢ゆめがあるミトラや日南子にほんのすこし嫉しつ妬とめいた感かん情じようさえ向けていた。

「怖こわくて嫌きらいな呪いから逃にげて生きてるって感じなのかな」

「逃げる？　そんなつもりは……いや、そうなのかもな」

　とっさに否ひ定ていしかけて、すぐに思いなおし、拓真はつぶやいた。

「このわけわからん能力、呪いから、逃げたくてしょうがないのかもしれない」

「なんとなく、気持ち、わかる気がする」

「百もも瀬せにはわからないだろ。あんたほど将しよう来らいの夢がハッキリしてる高一なんて、そうそういないんじゃないか？」

「…………」

　日南子が沈ちん黙もくする。

　しばしの沈黙のあと、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを強く握にぎり、絞しぼり出すような声を出した。

「ミトラっちに、あたしは急ぎすぎてるって注意されたじゃん？　あれって大だい正せい解かいなんだ」

　拓真に聞かせるというよりは、自分に向けた言葉のように日南子は滔とう々とうと言葉を紡つむぐ。

「あたしって本当は大人おとなになれない人間だったんじゃないかって思うことがあってね」

「大人になれない？」

「うん。将来のレールが敷しかれてて、その先に大人になる未来がないイメージ？　どうしてかはよくわかんないんだけど、そういう直感みたいなのがあってさ。だから早く大人おとなになりたい、先に大人になっちゃえば、その不安から逃にげられる……って考えてるの。ね？　逃げの人生って意味では、ちょっとだけ似にてるでしょ」

「対たい処しよ法ほうは逆ぎやくっぽいけどな」

　拓たく真まは苦笑する。

「あんたは早く大人になりたくて夢ゆめを追いかけてるけど」

「拓真っちは、その先のことを考える気になれない？」

「だな。まあ、いろいろあるんだよ。事じ情じようがさ」

　はぐらかすように話を打ち切ると、日ひ南な子こもそれ以上の追つい及きゆうはしてこなかった。

　そのとき、もぞもぞとシーツの擦こすれる音がした。振ふり返ると、ミトラがむくりと半身を起こして、バスローブの袖そででごしごしと目元を拭ぬぐっている。

　あくびをひとつ。すこし潤うるんだ瞳ひとみを半分だけあけて、ぼんやりと拓真と日南子を見やり、

「あふ……ほはよふごはいまふ……」

　気の抜ぬける声を出した。

　それからぱちぱちと瞬まばたきして、首をかしげる。

「あれ？　いま、なにか大切なお話をしていましたか？」

　拓真と日南子は軽く視し線せんだけを交わして、

「いや、ちょっと情なさけない世間話」

　と、ほとんど同時に苦笑した。




　突つき上げられるような凄すさまじい揺よう動どうがホテルを襲おそったのはそのときだった。




　　　　＋　＋　＋




「な……!?」

　唐とう突とつに起きた揺ゆれに拓真の顔が驚きよう愕がくの色に染そまった。

　ミトラはベッドから転がり落ちて小さな悲鳴をあげ、日南子も腰こしが抜ぬけたように床ゆかに這はう。

（襲しゆう撃げき……か？）

　拓真は建物の外を確かく認にんしようと思い室内を見回した。窓まどには黒い板が打ちつけられていて、外からも中からも互たがいに見えないようになっている。窓を破やぶるか？　いや、待て。

　視し線せんを上にあげて、拓真はそれを見つけた。高い位置にある採さい光こう用ようの窓だ。

　そこに跳とびつき、外を覗のぞく。

　ここは五階だ。ここからは建物の入口付近が見おろせる。

　眼がん下かに広がる光景に、拓真は思わず目を剥むいた。

「なっ……そこまでするのか、あいつら」

　数十体に及およぶ天使がここら一帯の建物を手当たり次第に攻こう撃げきしていたのだ。

　路ろ肩かたには黒くろ塗ぬりの車や武ぶ骨こつな装そう甲こう車しやがいくつも停まっている。その中から白しろ十じゆう字じ教きようの祭服を着た人間が続々と吐はき出され、新たな天使が呼よび出され、攻撃に加わっていく。

「なにが起きているのですか？」

　ミトラが不安げに訊きいた。

　拓たく真まは床ゆかに着地すると、苦い声で答えた。

「目もく撃げき情じよう報ほうはあったが、どのホテルに入ったのか特定できていない……ってところだろうな」

「そんな！　中立区画の一いつ般ぱん人じんがいるかもしれないのですよ!?　そんなのってないですっ」

「ああ。ありえない戦せん略りやくだ。どんなにクズであっても、あいつらは聖せい職しよく者しや。その一線だけは、絶ぜつ対たいに越こえるはずがない……そう、ありえないんだよ。くそっ、どうなってるんだ」

　拓真はこめかみを押おさえて思考する。

　宗しゆう教きよう関かん係けい者しやや祓ふつ魔ま師しは建前上、倫りん理りにもとる行こう為いはしない。だから現げん在ざいの事じ態たいは拓真にとって完全に想定外だった。大たい義ぎ名めい分ぶんをかかげていればどのような暴ぼう挙きよも厭いとわないだろうが、一般人にここまで迷めい惑わくをかけるようなことをするだろうか。

　拓真やミトラ、日ひ南な子こを捕とらえることの重じゆう要よう性せいを説といたとしても、これでは一般人が納なつ得とくできる範はん囲いの話ではない。

　邪じや教きようの迫はく害がいや拓真の兄、隼人はやとの処しよ刑けいは、あくまでも一般人となんの関係もない行為だからこそ、世間から批ひ判はんを浴あびずに済すんでいるのだ。ピエトロもそのことは承しよう知ちしているはずだが。

「拓真っち。これ見て」

　日南子がスマートフォンを投げ渡わたしてきた。

　その画面に目を落とし、拓真ははっと顔をあげる。

「これは……なんだこれ。この街でなにが起きてるんだ……？」

　画面にはニュースサイトが表ひよう示じされていた。

　そこには、今日、鳴なる神かみ市しで起きたとされる事じ件けんについて書かれている。

『謎なぞの宗教テロ勃ぼつ発ぱつ!?　元白十字教徒とされる祓魔師集しゆう団だん、中立区画を襲しゆう撃げき！』

　そんなセンセーショナルな見出しとともに、その詳しよう細さいについて記き述じゆつされている。

　曰いわく、この事件の首しゆ謀ぼう者しやは霧きりの事件時に消息を絶たっていた白十字教の祓魔師である。

　曰く、なにかの要求をするでもなく、ただいたずらに暴あばれ回っている。

　曰く、聖せい職しよく者しや協きよう会かいや白十字教にとっても不測の事態であり、現げん在ざい調ちよう査さ中ちゆうである。

　曰く、行方ゆくえ不明中の祓魔師だけで構こう成せいされたテロ組そ織しきであるため、彼らは以前に鳴神市を襲おそった事件との関かん与よも疑うたがわれている。

「どういうことなのかいまいちわかりません。うー」

　横から覗のぞきこんでいたミトラが頭に指を添そえて小さくうなる。

　拓たく真まも瞑めい目もくして考えるそぶりを見せた。

「よくわかんないけど、敵てきが噓うその情じよう報ほうを流してるってこと？」

　日ひ南な子こが横から口をはさみ、拓真は首をふった。

「いや、それは考えにくい。一いつ般ぱん人じんはごまかせたとしても、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの人間ならその情報が本当かどうか、すぐにわかる。ピエトロの明らかな暴ぼう走そう行こう為いがすぐにばれる。奴やつらが、そんなリスキーなことをするとは思えない」

　それならば、残る可か能のう性せいはひとつ。

　ニュースの内ない容ようがまぎれもない真実だという可能性。

　モニカが率ひきいていた部隊とはまったくべつの第三の組そ織しきという可能性だ。

　しかし──。

（そんな偶ぐう然ぜんがあるか？　ここを襲しゆう撃げきしたということは狙ねらいは俺たちだ。同時に複ふく数すうの派は閥ばつから狙われているのか、俺たちは？　…………………………いや、違ちがう）

　脳のう裏りに閃ひらめきがよぎる。

「ピエトロは、複数の派閥を同時に操あやつっている……！」

　拓真が口にした言葉にミトラはあっと声をあげた。

「なるほど。それなら拓真の言っていた疑ぎ問もんは解かい決けつされます」

「まだ気になることがあると言えばあるんだが」

「なんですか？」

「──百もも瀬せを尋じん問もんするのにそこまでの手間をかけるのはどうしてなんだろうな」

「児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんを解かい決けつしたいからではないのですか？」

「生徒会だけで動いているなら、まだ納なつ得とくできた。が、モニカを含ふくめ大人おとなの祓ふつ魔ま師しを動員し、さらにはよくわかんねえ軍ぐん団だんまで投入してきた。ちょっとばかり人と金を使いすぎてる」

　ミトラの瞳ひとみに困こん惑わくの色が混まざる。いまいちぴんときていないのだろう。

　無理もない。大人を動かすには金がかかることをミトラは知らない。作戦行動には装そう備びや車やガソリンや食費などがかかるし、得体の知れない集団を利用するとなれば、枢すう機き卿きようと言えども相そう応おうのリスクを負うことになる。

　といったことをミトラに説明し、拓真は疑問の根こん幹かんを口にする。

「この人と金と手間のかけ方は──絶ぜつ対たいに百瀬が犯はん人にんだと確かく信しんしているとしか思えない」

　あるいは、児童失踪事件はあくまで口実で、べつのなにかがあるのか。ピエトロが日南子を手元に置いておかねばならない理由が。

「ひゃあっ!?」「きゃあっ!?」

　ふたたび強い振しん動どうに襲おそわれる。

　ミトラと日南子は悲鳴をあげて寄より添そうようにしてふるえあがった。

「考えてる時間はないか。よし、逃にげるぞ。支し度たくしろ」

「あ、あの、わたしまだバスロー……」

「そのままでいい。というか、着き替がえてる時間はない」

「はうっ」

　ミトラは涙なみだ目めになった。祭さい壇だんを背せ負おい着替えを鞄かばんに詰つめて大事そうに抱かかえる。風通しがいいのか赤せき面めんしながらもじもじしているが、いまは我が慢まんしてもらうしかない。

　日ひ南な子このほうはわりと冷静で、冷れい蔵ぞう庫こをあけて飲み物のペットボトルを数本取り出し、学生鞄に詰めこんでいた。

「でも、どうやって逃にげたらいいでしょう？　外は敵てきだらけなのですよね？」

　ミトラが心配げに拓たく真まを見あげる。

「襲しゆう撃げきされたら正面から敵てき陣じんを切り崩くずしていくつもりでいた。が、あれほどの大人数が一いつ般ぱん人じんへの被ひ害がいも考えずに暴あばれてくるのは予想外だった。さすがにあの阿あ鼻び叫きよう喚かんの中を、二人を護まもって突とつ破ぱするのは無理だ」

「それでは、打つ手なし、ということですか？」

　ミトラの声が小さくなる。

「いや」

　しかし拓真の表ひよう情じように悲ひ観かんの雰ふん囲い気きはない。むしろどこか勝ち気な笑みを浮うかべている。

「屋上から逃げよう」

「屋上、ですか？　でも、どうやって？」

「空を飛べばいい」

「空？　……って、もしかして、〝聖霊ミスラ〟の背せ中なかに乗るつもりなのですか!?」

　ミトラは目を丸くして驚おどろきの声をあげた。

「そうだ。以前にルナと一いつ緒しよに〝聖霊〟に乗ってきたことがあっただろ？」

「だ、だめですっ。背中に乗るのはまだ慣なれていなくて……ルナは落ちても死なないのでまだ大だい丈じよう夫ぶでしたけど、でも、それだって抵てい抗こうがあったのですよ。なのに拓真と日南子を乗せて空を飛ぶなんて……ひゃっ！」

　台詞せりふの後半は三度建物を襲おそった衝しよう撃げきで体のバランスを崩くずしながら発せられた悲鳴だ。

「早く逃げないと、このホテルが保もたないかもしれない。頼たのむ」

「うう。しかし……わたしには、自信がありません」

「自分が信じられないのか？」

「………………ごめんなさい。信じられません」

　拓真が厳きびしい口調で問うと、ミトラはしゅんとうつむいてしまった。

「そうか。なら」

　そう言うと拓真はミトラの肩かたに手を置いて、潤うるんだ緋ひ色いろの瞳ひとみをまっすぐに見み据すえる。

「代わりに俺を信じろ。俺が二人を絶ぜつ対たいに落とさないようにフォローする。それとも、俺のことも信用できないか？」

　ミトラの目がはっと見ひらかれる。視し線せんを右へ左へと泳がせて、バスローブの胸むな元もとを小さな手できゅっと握にぎって、やがて小さな声をもらした。

「その言い方はずるい、です……」

　そして、観念したようにため息をこぼす。

「わかりました。拓たく真まを信じます……日ひ南な子こは、それでいいですか？」

「うん。あたしは二人に任まかせるよ」

　日南子ははっきりと言いきった。

　ミトラはこくりとうなずいて、

「やりましょう。やって、みます」

　力強く宣せん言げんした。




　三人は揺ゆれる廊ろう下かを抜ぬけて屋外の非ひ常じよう階かい段だんに出ると、一気に屋上まで駆かけあがった。

　途と中ちゆうで眼がん下かの敵てきに見つかったらしく、怒ど号ごうが飛ぶや矢や弾だん丸がんなどの攻こう撃げきが続けざまに飛んできた。鉄てつ骨こつに火花が散り、甲かん高だかい音が鳴る。

　数体の天使が白銀しろがねの羽を広げて、ふわりと浮うきあがる。それを尻しり目めに拓真たちは階段を完全にあがりきり、転がるように屋上に出た。

「ミトラ……っ、頼たのんだ！」

「はい……！」

　拓真の呼よびかけに応こたえて、ミトラは背せ中なかの祭さい壇だんを地面におろすと、全身から青い魔ま力りよくの光を放出しはじめた。清せい廉れんな気け配はいを漂ただわせながらも圧あつ倒とう的てきな量を誇ほこる魔力が祭壇に注がれていく。

　直後、屋上に降おり立とうとした天使たちは、一いつ斉せいにその動きを止めることになる。

　まぶたを灼やくほどの強きよう烈れつな光が放たれ、祭壇を覆おおう光の衣が、ゆっくりとふくれあがっていく。

　粘ねん着ちやく質しつなジェルのように光は膨ぼう張ちようと収しゆう縮しゆくを繰くり返す。心しん臓ぞうの鼓こ動どうにも似にた動きに合わせて、うっすらと、巨きよ大だいな獣けものの姿すがたが像ぞうを結んでいく。

　この世のあらゆる獣に似ていて、どれにも似ていない。

　十メートルに及およぶ全長。獅し子しの頭、漆しつ黒こくの鴉からすの翼つばさ、猛もう虎この胴どう体たい、竜りゆう鱗りんに覆われた四足、双そう頭とうの蛇へびの尾お。古今東西の獣を繋つなぎ合せたような、混こん淆こうの獣が顕けん現げんしていた。

〝聖霊ミスラ〟が姿を現あらわした瞬しゆん間かんに生じた衝しよう撃げき波はは屋上のフェンスをひしゃげさせ、天使を数歩、退しりぞかせた。

　ミトラは〝聖霊〟の胴に足をかけようとしたところで、はっとして拓真を振ふり返る。

「あ、あの。のぼる間はこちらを見ないでいただけると……その、わたしいまバスローブなので、裾すそが、その……」

「言ってる場合か！　急げ！」

「えっ、ひゃっ!?」

　拓たく真まはミトラの体を担かついで〝聖霊ミスラ〟の上へと押おしあげた。

　日ひ南な子この体も同じように持ちあげて、拓真は最後に跳とび乗った。

「つ、捕つかまってください」

　頬ほおを真っ赤に染そめたミトラがたてがみにしがみついて声を張はりあげる。拓真はそのうしろから、ミトラと日南子を同時に胸むねに抱だくようにして、しっかりと体を固定する。

　我われに返った天使たちが各おの々おのの武ぶ器きを振りかざして襲おそいくる。

　剣や長なが槍やりや矢が嵐のごとく〝聖霊〟に降ふり注いだ。

　しかし強きよう靭じんな毛皮に覆われた肉体は、そのことごとくを弾はじき返す。

「い、行きます……！」

　ミトラが掛かけ声とともに〝聖霊〟の首にとん、とん、と二度、かかとをぶつけた。その合図を受けると〝聖霊〟は大気をふるわせるほどの咆ほう哮こうをあげて、漆しつ黒こくの翼つばさが力強く空を打った。

　すべてを蹂じゆう躙りんするような凄すさまじい突とつ風ぷうが吹き荒あれ、〝聖霊〟の体がぶわりと浮うかぶ。

　空気の塊かたまりに押し潰つぶされそうな重じゆう圧あつ感かん。歯を食いしばり、ミトラと日南子を抱く力を強める。

　そして、轟ごう、と、重たい音をあげて、一気に空へと飛ひ翔しようした。

　屋上が眼下へと遠のいていく。

　凄まじい風圧と、急激な気圧の変化に、血の気が引くような感覚に襲われる。すべての霊れい体たいの頂ちよう点てんに立つ〝聖霊〟の飛行は、本来、生身の人間が耐たえられる程てい度どのものではない。

　しかし拓真は余よ裕ゆうの表ひよう情じようで、ミトラと日南子への重圧をやわらげようと、かばってさえいる。

（……まあ、これくらいなら、慣なれてるしな）

　拓真は父親に施ほどこされた訓練をぼんやりと思い出す。

　逢あい沢ざわ家けの祓ふつ魔ま師したる者、いついかなる状じよう況きようにも対たい応おうできる戦せん闘とう技ぎ術じゆつを身に着けるべきだ──と父親は豪ごう語ごしていた。そのための訓練も、霊れい体たいを用いて、繰くり返し、行なった。

　ゆえに拓真は、

　木々の密みつ集しゆうする森林でも遠くを見通し。いっさいの光がない暗くら闇やみにおいても気け配はいのみで索さく敵てきし。水中に十五分以上潜ひそみ。飛行中の旅客機の上であっても立ち回れる。

（とはいえ、二人を気にしながらだと、戦せん闘とうは無理か）

　拓真は肩かた越ごしに背はい後ごを確かく認にんして心中で舌した打うちする。双そう頭とうの蛇へびの尾おの先に、三体の天使がいる。距きよ離りを縮ちぢめることこそできていないが、ぴったりと追つい随ずいしている。

（〝聖霊〟の速さについてこられるのかよ。さすがに腐くさってもプロ祓魔師ってことか）

　一体の天使が武ぶ骨こつな武器を振ふり回しはじめた。

　太い鎖くさりの先にトゲつきの鉄球がついた武器──フレイル型の朝星棒モーニングスターである。

　ぎゅるん、ぎゅるんと空気がうなり、鉄球が蛇だ行こう軌き道どうを描えがいて、拓真たちを襲った。攻こう撃げきはわずかにそれて、〝聖霊ミスラ〟の足にぶつかった。

　だがそれは敵てきにとっての幸運であり、拓たく真またちにとっての不幸だった。

〝聖霊〟にはやはりいっさいのダメージが通っていない。

　しかし、足に直ちよく撃げきしたことで、〝聖霊〟の体が斜ななめにかしいだのだ。

「やっ──!?」

　ミトラが弱々しい悲鳴をもらした。

　三人の体を宙ちゆうに放り出そうと凄すさまじい空くう圧あつが襲おそう。ミトラの集中力が途と切ぎれ、同時に魔ま力りよくの供きよう給きゆうが不安定になる。〝聖霊〟の制せい御ぎよが、できなくなる。

〝聖霊〟は滅め茶ちや苦く茶ちやに身をくねり、背はい後ごの天使を太い足で薙なぎ払った。白銀しろがねの装そう甲こうは陥かん没ぼつし、裂さかれ、笑えるほどあっさりと力を失い、落下していく。

　しかし〝聖霊〟も体たい勢せいを立てなおすことはできなかった。鋭するどい咆ほう哮こうをあげつつ、身み悶もだえするような動きを見せながら、急きゆう降こう下か。

　鳴なる神かみ市し北端の山林の姿すがたが徐じよ々じよに大きくなってくる。

「あっ……ああっ……」

「…………っ」

　顔を青ざめさせて、小こ刻きざみに声をもらすミトラ。声もなく息を呑のむ日ひ南な子こ。

「目を閉とじてろ！」

　拓真は二人の目を手でふさぐと、落下の衝しよう撃げきに備そなえる。

〝聖霊〟の体は数本の木々を薙ぎ倒たおし、山林の鳥が一いつ斉せいにざわざわと鳴いて逃にげだした。




　　　　＋　＋　＋




　肉を裂さく鈍にぶい音を聞き、突き飛ばされて尻しりに衝撃を受けた直後、翠すい花かは白はく刃じんの軌き跡せきを見た。

　闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの胴どう体たいを一本の細剣レイピアが貫つらぬいている。藍あい色いろの血が飛び散り、闇御津羽神は金かな切きり声ごえをあげながら大気に溶とけるように姿を消した。

　祭服姿の男──暁あきらが、ひと振ふりで細剣についた血を払はらい、ふん、と鼻を鳴らす。

「とんだ大物が網あみにかかったものだな」

「玖く珂がくん！」

「貴き様さまがおくれをとるのは予想外だったが、これほどの相手ならば理り解かいできなくはない」

　暁は鼻につく声で言うと、眼がん前ぜんの左さ京きようを厳きびしく睨にらみつけた。

「中立区画で、行方ゆくえ不ふ明めいになっているはずの白しろ十じゆう字じ教きよう徒との一いち団だんが、テロリストの真ま似ねごとをしているらしいが。いなくなったはずの人間がこうも立て続けに現あらわれると、逆ぎやくに面おも白しろい。関連性がありますと、告白しているようなものだ」

「その顔は……白十字教の玖珂暁。あなたも、自分のことを知っている……？」

　左さ京きようがささやくような声で訊きいた。

　暁あきらは細剣レイピアの切っ先を左京の鼻先に向ける。

「白しろ十じゆう字じ教きようからも有ゆう能のうな祓ふつ魔ま師しが消えているからな。貴き様さまは奴やつが率ひきいていたチームに所しよ属ぞくしていたはずだ。奴やつもグルなのか、あるいは誰だれかに利用されているのか。答えろ」

「……さあ」

　左京は首を斜ななめに曲げて答えた。無む感かん情じような表ひよう情じようとたれさがった長い髪がどこか幽ゆう霊れいめいていて、見る者をぞっとさせる不気味さがある。

　しかし暁は表情をぴくりともさせずに、常つねと変わらぬ眼がん光こうで相手を射い抜ぬいた。

「答えないなら、吐はかせるまでだ」

　言い放つと同時に細剣の鋭するどいひと突つきが左京の胸むな元もとへと吸すいこまれた。予よ備び動どう作さのない近きん距きよ離りからの刺し突とつは、常じよう人じんにはとうてい回かい避ひできるはずがない。

　だが暁の手に伝わったのは、硬かたいものに遮さえぎられた感かん触しよくだけだった。

　左京の白しろ装そう束ぞくの袖そでから黒々とした刃やいばが飛び出している。体のいたるところに隠かくし持ち、瞬しゆん時じに展てん開かいして敵てきのふいをつく、暗殺者御ご用よう達たしの武ぶ器き──短剣型の暗器が、細剣を受け止めていた。

　さらに反対の袖を振ると、びゅっ、と空を裂さいて、鏃やじりが撃うち出される。

　暁は顔をしかめて、大きく回避した。かすらせるわけにもいかないと判はん断だんした。暗器使いの刃やいばには毒が塗ぬってあることが多いからだ。

　暁の回避は完かん璧ぺきだった。しかし、読みは完璧ではなかった。

　左京はすぐに右手の短剣を放ほう棄き。暁のふところに滑すべりこみ、無む防ぼう備びな腹はらに肘ひじ鉄てつを入れた。暁の体がくの字に曲がり、唇くちびるから苦しげな嗚お咽えつがもれる。

「ぐうっ……くっ」

　歯を食いしばって踏ふん張ばり、次のあごへの掌しよう底ていはかろうじて避よけた。

　暁はすばやく後こう退たいして距きよ離りをとり、

「さっさとこい。マスティマ」

　契けい約やく霊れい体たいの名を呼よんだ。

　陽炎かげろうのように空気がゆれる。直後、左京の背はい後ごの虚こ空くうから歪わい曲きよくした大おお鎌がまが現あらわれた。

　鉄てつ塊かいのごとき重量と疾しつ風ぷうのごとき速さを兼かねた斬ざん撃げきが左京の首を刎はねんと襲おそいかかる。跳ちよう躍やくして回避すると、左京はマスティマの腕わん甲こうを蹴けりつけて、反対側に着地した。

　帯おび裏うらにくくりつけたナイフを抜ぬき、天使の股またから暁に狙ねらいをつける。

　当然、暁も敵の狙いには気づいていた。

「〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟の使用を許きよ可かする。殺やれ、マスティマ」

　マスティマの白銀しろがねの装そう甲こうが強い黄金色の光を発した。暁やマスティマに敵てき意いや悪意を持つ者が見れば、たちまち罪ざい悪あく感かんに蝕むしばまれ、精神を侵おかされ、自らを害がいするまでに発はつ狂きようする──異い教きよう徒と相手に特化した必殺の異能である。

　左さ京きようははっとして、すぐさま両りよう腕うでで顔をかばった。

「目め隠かくしをしたまま凌しのげるほど、マスティマの斬ざん撃げきは甘あまくない」

　暁あきらが不ふ敵てきに笑う。大おお鎌がまの一いつ閃せんがふたたび左京を薙なぎ払おうとする。

　左京の死人のような赤い唇くちびるが歪ゆがんだ。

　敗者の絶ぜつ望ぼう──ではなく、勝者の確かく信しんに。

「闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハ。固体化」

　唇が、淡たん々たんと、紡つむいだ。たった二単語。ただのそれだけで。

　マスティマの装そう甲こうが内側から食い破やぶられたかのように爆ばく散さんした。破は裂れつし舞まい散る銀粉。その塵ちりが晴れると、とぐろを巻まいた藍あい色いろの龍りゆうが、歓かん喜きの咆ほう哮こうをあげる姿すがた。

　蛇へびの見た目ではない。マスティマに匹ひつ敵てきするほどの体たい躯くを誇ほこる本物の龍だ。

　闇御津羽神は水を司つかさどる祭さい神じん。肉体を自じ在ざいに伸しん縮しゆくさせ、まとまった量の水分と完全に同化する。

　マスティマの〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟は外からの攻こう撃げきを完かん璧ぺきに反はん射しやするが、内側からの攻撃には対たい応おうできない。ゆえに、水分に溶とけ霊枢核コアにまぎれこんだ闇御津羽神の、体内での固体化を防ふせぐすべはなかった。

「……ッ」

　暁がふたたび魔力を練ねりあげようとする。しかしすぐにはっとして詠えい唱しようを止めた。

　すでに闇御津羽神の姿が大気に溶け消えていたのだ。

「何度やっても通用しない……か。クソ忌いま々いましい」

　暁は毒を吐はき、細剣レイピアを構かまえなおした。

　しかし、暁の視し界かいに、左京はいない。

「くっ……！」

　上だ。体を丸めて天てん井じようを蹴けり、暁の頭に降ふってくる。白しろ装しよう束ぞくがはためくさまは、白い毬まりが弾はずむ姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　細剣を頭上にかかげる。剣と暗器とが交こう錯さくし、鈍にぶい金きん属ぞく音おんが耳じ朶だを打つ。弾かれ、宙ちゆうで一転した左京は着地とともに床ゆかを蹴り、再さい度ど、暁に肉にく薄はくする。

　右。左。緩かん急きゆうをつけて、正面。フェイントを混まぜての、下。

　白装束に隠かくした無数の暗器を用いた、縦じゆう横おう無む尽じんな連続攻撃。それを暁は細剣一本でさばいていたが、表ひよう情じようにはいっさいの余よ裕ゆうがない。

　敵の前進を許ゆるし、自分のかかとが徐じよ々じよに後こう退たいしていることを、暁は自覚する。

　やがて──ひときわ甲かん高だかい音が鳴り、

「しまっ……」

　弾はじかれて、暁の手から離はなれた細剣が、宙を舞まった。




　攻防の間──。

　常つねに攻こう撃げきの機会をうかがい、身み構がまえていた翠すい花かは、格かくの違ちがいをはっきりと実感していた。

　左さ京きようは、暁あきらと激はげしく打ち合いながらも、翠花への警けい戒かいをまったく解といていないのだ。

（一歩も踏ふみこめない……なにこれ……これが、闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの巫み女こ……日に本ほん神しん道とう最強クラスの祓ふつ魔ま師しの力……）

　翠花は自分が同い年の巫女にくらべて優すぐれた実力を備そなえていると自負している。しかし霊れい体たいを使えず、合気道も活いかせない現げん状じようで、左京に一いつ矢し報むくいることができるとは思えない。自信が持てない。

（サヴァちゃんにもそうだった……悔くやしい。大人おとなが相手だと、こんなに違うっての……？）

　拳こぶしがふるえる。噛かみしめた唇くちびるに血がにじむ。

　動かなければならないと理性は叫さけんでいる。翠花たちの捜そう査さを邪じや魔ましたのは、左京が今回の事じ件けんにかかわっているからに違いない。ここで止めなければ拓たく真まとミトラが危あぶない。暁も苦戦している。左京を、倒たおさなければならない。だがどうやって？　それは可か能のうなのか？

　圧あつ倒とう的てきな実力差を埋うめるにはどうすればいいのか、翠花にはわからない。

　──いや。待て。思い出せ。

（拓真が、あたしを認みとめてくれたのは、どういうときだった？）

　もっとも身近な格かく上うえである拓真を、一時的にでも上回る方法がなかったか──。

　ひときわ甲かん高だかい音が鳴り、暁の手から離はなれた細剣レイピアが宙ちゆうを舞まったのは、そのときのことだった。




　黒々とした刃やいばがぎらりと妖あやしい光を帯びる。

　凶きよう刃じんが深々と肌はだを貫つらぬき、大量の血ち潮しおが、左京の白しろ装しよう束ぞくを赤く染そめた。

「……ッ!?」

　驚きよう愕がくし、目を見ひらいたのは、左京のほうだった。

　ひとりの少女が暁の眼がん前ぜんにいきなり飛びこみ、自ら盾たてとなっていたのだ。

　衝しよう撃げきで少女の手からからすのぬいぐるみが落ちる。まるっこいぬいぐるみは床ゆかをころころところがって、翠花のつま先にぶつかった。

　その少女──ルナ・フェルマーは胸むねと口から大量の血を流しながら、勝ち誇ほこった笑みを口元に湛たたえている。

　さっきまでルナが座すわっていた場所には浮ふ浪ろう者しやめいた男が倒たおれているだけだった。騒さわぎを察知したルナは不ふ審しん人じん物ぶつをとりあえず片かたづけてすぐに駆かけつけてきたのだろう。

「ばーか。燃もえちゃえ」

　白装束に大火の花が咲さいた。

　点々と染しみた血から噴ふき出した炎ほのおは勢いきおいを増まして一いつ瞬しゆんで左京の全身を覆おおい尽つくす。

　たたらを踏ふんだ左京は髪かみを振ふり乱みだして叫さけんだ。

「……闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハ……ッ」

　瞬しゆん間かん。場を支し配はいしていた熱気が急速に弱まった。

　冷気と湿しつ気けが周囲を包み、白しろ装しよう束ぞくと、長い髪が、たちまちに重く湿しめっていく。

　炎ほのおは完全に鎮ちん火かし、あとに残ったのは、ずぶ濡ぬれとなった左さ京きようの姿すがたのみ。

　ルナは苦々しげにうめく。

「やっぱり炎じゃ無理ってこと……!?」

　翠すい花か、ルナ、暁あきらの三人は動かない。

　彼らには見えていない。そう確かく信しんして左京は内心で安あん堵どする。

　いまの一瞬は、三人に初めて訪おとずれた勝機だった。

　大気に溶とけた闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハが鎮火のために左京の肉体を緊きん縛ばくしていたのだから。

　左京の動きが封ふうじられ、闇御津羽神もまた自由には動けない、その刹せつ那なの時。そこを三人が見切っていれば、左京は確実に敗北していた。

　無む感かん情じような顔に、ほんのわずか、安堵の色が浮うかぶ。そして。

「闇御津羽神！」

　左京はすばやく己おのれの契けい約やく霊れい体たいをけしかけた。

　緊縛のために蛇へびの大きさに収しゆう縮しゆくしたままだったが、霊体の展てん開かいが間に合っていない敵てきを屠ほふるにはじゅうぶんだった。いま優ゆう先せんすべきは大きさや突とつ破ぱ力りよくよりも速さ。

　能のう力りよくを突破されたルナが立ちなおる前にたたく。そう判はん断だんした。

　ここが、分ぶん水すい嶺れい。この選択が、勝敗をわけた。




「そうよね。やっぱりここはそういう流れよね」




　闇御津羽神の攻こう撃げき線せん上じように立ちはだかり、翠すい花かは、素す手でで攻撃をそらした。

　藍あい色いろの蛇は吹ふき飛ばされて、粉ふん塵じんを巻まきあげながら、床ゆかを削けずりすべっていく。

　その先に──黄色の体毛に強きよう烈れつな電気の衣をまとわせた狛こま犬いぬがおとなしく座すわっていた。そして。おすわりをしていたところに、ようやくご馳ち走そうが差し出されてきたのだとばかりに。

　目の前にすべってきた闇御津羽神へと雷らい神じんは嬉き々きとしてかぶりついた。

　闇御津羽神の全身は灼しやく熱ねつに触ふれたかのごとく瞬時に沸ふつ騰とうし、龍りゆうの鱗うろこが弾はじけ飛ぶ。電気は藍色の星ほし屑くずに伝でん播ぱし、小さな爆発が連れん鎖さ的てきに起こった。

　左京は一連の現げん象しようを前に、信じられないとばかりに目を剥むいた。

「呪じゆ符ふは濡ぬれて使えなかったはず……いや」

　言いかけて、左京はすぐに気づいた。

　雷神の足元にころがる、からすのぬいぐるみに。

「ぬいぐるみに、もともと貼はりつけてあった……？　くっ」

　驚きよう愕がくは一瞬。左京はすぐに体たい勢せいを整ととのえて翠花の追撃に備そなえる。

　だが予想していた次の一手はなかった。

　翠すい花かも雷らい神じんも微び動どうだにせず、ただ真しん剣けんな眼まな差ざしを向けていた。

　その態たい度どを、左さ京きようは内心で嘲あざ笑わらう。

　まだ甘あまい。まだ若わかい。倒たおせるときに敵てきにたたみかけなくてどうする？　判はん断だん力りよくに欠けている。潜せん在ざい能のう力りよくは高く、戦せん略りやく立りつ案あん能力はあるらしいが、やはりそこは実戦不足か。

　ふたたび具ぐ象しよう魔ま術じゆつで闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハを呼よび出し、白しろ装しよう束ぞくの中でまだ眠ねむっている無数の暗器を使い、逆ぎやく転てんする。そのチャンスをわざわざ与あたえてくれるなんて。

　左京は魔力を練ねる。反はん撃げきののろしをあげんとする。

　そして──幽ゆう鬼きのような顔に、本物の絶ぜつ望ぼうがよぎる。

　なんてことだろう。なにが起きているのだろう。そんなことがあっていいのか。

（どう攻せめても突とつ破ぱできる気がしない……!?）

　翠花は動かない。雷神も動かない。翠花たちに負ける気はまったくしない。

　だが勝てる気もしない。

　赤い唇くちびるが困こん惑わくにふるえた。

　確かく信しんする。ルナの炎ほのおを鎮ちん火かしたときも翠花は左京と闇御津羽神の状じよう態たいを察知していたに違ちがいない。全部わかったうえで、勝機だと知ったうえで、あえて動かなかったのだ。

　何な故ぜか？　かんたんだ。そのほうが圧あつ倒とう的てきに強いから。ただそれだけ。

　純じゆん粋すいな祓ふつ魔ま師しとしての実力は左京のほうが遥はるかに上だろう。

　だが翠花は〝攻撃〟の選せん択たくを放ほう棄きし、すべての集中力を〝防ぼう御ぎよ〟に割さくことで、強引に左京と張はり合えるレベルに自身を引きあげた。

　捨すてることで得る。縛しばることでより強くなる。言うは易やすし、行なうは難かたし。輝かがやかしい功こう績せきを自みずからつかむのだと鼻息を荒あらくするタイプの人間が、目の前のチャンスを我が慢まんするなど、そうそうできることではない。

　どんな状じよう況きよう下かにおいても絶対に動かない。その境きよう地ちに達した翠花の圧あつ力りよくに目を奪うばわれていたせいだろうか、左京は背はい後ごの気け配はいにまったく気づけなかった。

「よく我慢したね翠花ちゃん。おかげでやっと近づけたよ」

　楽天的な女性の声が耳元でささやいた。

　そして左京は、首くび筋すじにちくりと小さな痛いたみを感じた。

　針はりだ。細い針状の暗器が首に刺ささっている。

　意い識しきを失う直前、左京の朦もう朧ろうとした視し界かいに入ったのは、法衣の裾すそだった。

「蓮れん……教きよう……徒と……？」

「自じ己こ紹しよう介かいは取り調べでゆーっくり、ね。とりあえずいまはおやすみ、すけすけ装束の美人な巫み女こさん♪」

　そう言って、B.バンデラL.ラハマサヴァトリィは無む邪じや気きな笑みを浮かべてみせた。
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　拓たく真まが想そう像ぞうしていたほど強い衝しよう撃げきはなかった。

　ゆっくりと顔をあげると、〝聖霊ミスラ〟の体毛からのぼる獣じゆう臭しゆうと、あたりから香かおる草いきれ。

（……無む傷きずで着地できたのか）

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中だ。密みつ集しゆうした葉の隙すき間まからわずかに陽光が注ぐもののやはり薄うす暗ぐらい。足元は腐ふ葉よう土どになっているらしい。濡ぬれた落ち葉が混まざった黒い土に、〝聖霊〟の体が半ば埋うもれている。運良くダメージをやわらげてくれたのだろう、体に痛いたみは残っていなかった。

　振ふり返ると数本の木々がへし折れていて、着地の衝撃の凄すさまじさを物語っている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　周囲に人ひと気けがないことを確かく認にんし、拓真は腕うでの中のミトラと日ひ南な子こに声をかけた。

「うう……あんまり大丈夫じゃないです……」

　ミトラはうつむいたまま蚊かの鳴くような声で言った。

　顔は見えないが、銀色の髪かみから覗のぞく首筋や耳が真っ赤になっている。

「どこか打ったのか？　もしあれならすぐに〝解析アナライズ〟で診みるぞ」

「ホッとしたら急に……なんというか……すごく、気になってしまって……うう……」

「は？」

「ば、バスローブの、この、薄うすい生き地じごしに……た、拓真の手が……」

　ミトラは絞しぼり出すように訴うつたえた。沸ふつ騰とうしそうなほどにミトラの体が熱くなる。
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　拓真はあわてて体を離はなして、気まずそうに目をそらした。

「その、なんだ…………………………………………………………………………本当にすまん」

「い、いえ。仕方のないことですから」

　二人してべつべつの方向に向きなおり、居い住ずまいを正す。

　むくり、と顔をあげた日南子がにやけ面づらで二人を交こう互ごに見やると、

「んーっ。青春だねー」

　と、からかうような口調で言った。

　体のうえで妙みような異い空くう間かんを展てん開かいするなとばかりに〝聖霊〟がひと鳴きして体をふるわせた。

「うおっ」

「わ、わわっ」

　拓真とミトラはやわらかい土のうえにころがり落ちる。

　その姿すがたを日南子が可お笑かしそうに見おろした。

「ふふっ。犬も食わないってことかな」

「喧けん嘩かはしてないし夫ふう婦ふでもない」

　頭にたっぷりと落ち葉をくっつけながら拓たく真まはむすっとした顔でそう言った。




　ミトラがバスローブから私服のドレスワンピースに着き替がえると（〝聖霊ミスラ〟の体を衝つい立たて代わりに利用した）、三人は移い動どうすることにした。折れた木々が追つい跡せき者しやに居い場ば所しよを教えるかもしれない。なるべく早く遠くに行きたかった。

　どうやら鳴なる神かみ市し北端の霊れい峰ほうの中でもかなり深い位置に落ちてしまったらしい。木にのぼって周囲を見み渡わたしても、街の影かげは遠かった。

〝聖霊〟に乗ってひと飛びで帰れば敵てきに見つかる。いっそ山にこもっていたほうが安全かもしれないが、食料と水の問題もあるし、夏とはいえ野宿には健康面で不安がある。体調を崩くずせば逃とう亡ぼうしづらくなるし、勝てる戦せん闘とうも勝てなくなる。

　三人は、とりあえず街に戻もどることを目指しつつ、キャンプに適てきした場所を探さがすことにした。

　途と中ちゆう、ミトラのいつもの後ろ姿すがたを眺ながめていた拓真が、ぽつりと訊きいた。

「それで山を歩くの、大変じゃないか？　ドレスワンピースと祭さい壇だんって……制せい服ふくも持ってたよな？　あっちのほうがまだましだろ」

　ミトラは振ふり返って、笑顔で首を振った。

「いえ。実は山を歩くからこそ、こちらに着き替がえたのですよ」

「わざわざ？　裾すそ長いし、暑そうだし。いいことなさそうだけどな」

「わたし、鳴なる神かみ市しにくる前はアジアの霊れい峰ほうで暮くらしてたので」

「あー……慣なれ、か」

　拓たく真まが納なつ得とくの声をあげると、ミトラは嬉うれしそうにうなずいた。

「はい。この服で山を歩き回っていたのですよ」

「見た目に似に合あわず元野生児だったのねー」

　感心ともあきれともつかない声で日ひ南な子こが言う。

　ミトラは頬ほおを赤らめて、

「その言い方は誤ご解かいを招まねきます……いちおう文化的な生活は送っていたのです」

「パソコンも使えるしな」

「そ、そうですよ。文明人ですよ」

　拓真の助け舟に便乗してミトラはえっへんと胸むねを張はる。

　かわいらしい。が、文明人アピールの次の瞬しゆん間かんに、岩場をひょいと跳とび越こえてみせたのには、拓真は笑いを堪こらえられなかった。

　山には素す直なおな道がない。くねり、ぬかるみ、ごつごつし、蜘く蛛もの巣や枝えだ木きが遮る。

　だというのに、ミトラはまるで我わが庭だと言わんばかりにひょいひょいと進んでいた。どちらかと言えば、どんくさい部類に入るミトラの意外な身のこなしに、拓真は感心の息を吐はく。

「ふ、二人ともちょっと速すぎ。ちょ待っ……きゃんっ」

　日南子が地面から大きく突つき出た根をまたごうとして失敗。顔から倒たおれそうになる。

　拓真はとっさに駆かけ寄よって、その体を抱だき止めた。

　自分の胸むねでむにっとつぶれる豊ゆたかなバストの感かん触しよくに、香こう水すいの挑ちよう発はつ的てきな匂におい。それらを意い識しきしないように自じ制せいしつつ、拓真は日南子の手を取った。

「急がなくていい。つかんでてやるから、こけないようにゆっくり歩け」

「あ。あー……うん。ありがとね」

　ちらりとミトラを見ると、日南子は微び妙みような顔で礼を言った。

　梅つ雨ゆ時どきのせいか足元はぬかるんで歩きにくくなっている。自然の中を歩き慣れていないらしい日南子には大変だろう、と拓真は思った。

「……ん？　どうしたミトラ。歩みが遅くなってるぞ」

　さっきまでひょいひょい動いていたミトラの動きが鈍にぶくなっている。拓真と日南子に肩をならべたまま、ペースを合わせているようだった。

　どこかそわそわした様子だったので、拓真は、

「歩みを遅めるのは逆ぎやくに大変だろ。ミトラはミトラのペースでいいぞ」

　と言ったのだが。

　ミトラは頬ほおをふくれさせて、もじもじと胸むねの前で指を組んだ。

「無理に遅くしてるわけじゃないです……わたしがそうしたいだけです」

「？　そうか。ならいいけど」

「拓たく真まはたまにいじわるです」

「……」

「……ごめんなさい、です。そういうのはだめなんだって、わかってはいるのです。でも」

　ミトラがしゅんとうなだれる。

　その反はん応のうの意味に、拓真はうすうす感づいていた。あいているほうの手で、ミトラの頭を軽く撫なでる。

「ふえっ？　た、拓真？」

「まあ、たまにはな」

「う、うう～っ」

　ミトラは顔を真っ赤にして縮ちぢこまる。

　そして、

「おー、これはこれは……うん、ごちそうさま」

　日ひ南な子こは両手を合わせて頭をさげた。

「おい」

　拓真が顔をしかめて低い声を出す。

「えっ、なにそんな怒おこるようなこと言った？」

「そうじゃない。二人とも頭をさげろ──敵てきがいる」

　姿し勢せいを低くして拓真があごをしゃくった。

　茂しげみの向こう側、数百メートル先に、数人の祭さい服ふく姿すがたの男たちがいる。

　モニカの指し揮きしていた正せい規きの白しろ十じゆう字じ教きよう部ぶ隊たいか、行方ゆくえ不ふ明めい者しやで結成されたテロリストたちか。それはわからない。だが藪やぶをつつきながら歩き回る姿を見るに、明らかに誰だれかを探さがしている。

　倒たおすか？　……いや。だめだ。

　敵のことを把は握あくしているわけじゃない。情じよう報ほう不ぶ足そくのままでは戦えない。自分ひとりであればまだしも、いまはミトラと日南子がいるのだ。

　拓真は鼻先に指をたてて「静かに」の合図を送る。ミトラたちがうなずくのを見ると、足音を殺してゆっくりと斜しや面めんをくだった。

　慌あわてず。音をたてず。息の詰つまる時間。手の中がじっとりと汗あせばむ。

　ミトラと日南子は完全に足音を消せていなかったが、敵の人数に助けられた。人数は武ぶ器きだが、彼ら自身の発する音が大きいために遠えん距きよ離りの小さな音に反はん応のうできない、という弱みがある。

　とはいえ、それは距離があるからだ。これ以上は近づけない。

　白十字教徒たちの視し線せんを避さけつつ、慎しん重ちように斜面をくだっていくと、耳元で風の通る音がした。獣けもののうなり声に似にている。しかし拓たく真まには生物の気け配はいが感じられなかった。

　ミトラが緊きん張ちようした面おも持もちで、拓真の顔を見あげる。

　どうしましょう、と、目だけで語りかけてくる。

　拓真はすこし考えて、

（行こう）

　と、ほんの小さな声で答えた。

　青々と茂しげった草を〝雪ゆき風かぜ〟のさやでわけると、奥おくには大きな洞どう窟くつが口をあけていた。

　ごつごつした岩にびっしりと苔こけがむしている。最近に人が踏ふみ入った痕こん跡せきはない。この中から、ごうごうと、音が聞こえていた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの入口だ。ちょうどいい、と拓真は口の中でつぶやいた。

　入口は植物で遮さえぎられていて容よう易いには発見できないし、いざとなれば夜を明かせる。見つかったら逃にげづらいのが困こまりものだが、闇やみ雲くもに歩いて敵てきと遭そう遇ぐうするよりは籠ろう城じよう戦せんのほうがましだ。

（しばらくここに隠かくれる。声が響ひびくから会話は小声のまま）

　拓真は背はい後ごの二人にささやき声のまま言う。

　ミトラはうなずき、

（はい……これぐらいの大きさで、いいですか）

（問題ない。あと、こうもりや変な虫には各おの々おの気をつけてくれ。病気は困こまる）

（おっけー……）

　日ひ南な子こはおどけたような敬けい礼れいをしつつ、むずむずと唇くちびるを動かしながら小声で答えた。

　壁かべに寄よりかかって、ホッと息をつくミトラと日南子。

　拓真はその光景にふっと笑みをもらす。

　しかしすぐに表ひよう情じようをあらためて、鍾乳洞の入口前で身を伏ふせた。草の隙すき間まから外の様子を覗のぞき、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とがいたほうに注意を向ける。

　彼らはふらふらと体をゆらして、長い棒ぼうで藪やぶをつついて回っていた。

　顔に生せい気きがない。お互たがいにコミュニケーションを取るでもなく、黙もく々もくと作業を続けるその姿は単たん純じゆん作さ業ぎようをプログラムされたロボットのように見えた。

　彼らの様子には心当たりがある。

　霧きりの事じ件けんのさいに鳴なる神かみ市しを襲しゆう撃げきした元悪あく魔ま契けい約やく者しやオリヴィア・ドゥ・シレーヌ。〝指導者フアーザー〟の洗せん脳のうが解とける前の彼女の表情と、とてもよく似にている。

（まさか奴やつらも？　……んっ、あいつは）

　拓真は目を細めて息を呑のんだ。

　ひときわ目立つ緋ひ色いろの枢すう機き卿きよう服。長い金きん髪ぱつウェーブ。どこか女性っぽくもある端たん正せいな顔。

　──ピエトロだ。

「見つからないのかい？」

　ピエトロの声がかすかに聞こえてくる。そこそこ離はなれた場所にいる。が、拓たく真まの耳ならば、この程てい度どの距きよ離りの声を拾うことなど造ぞう作さもない。

　祭服男が無言で首を横に振ふった。するとピエトロは首をかしげ、軽くあごを撫なでてみせた。

「おや。このあたりに逃にげたはずなんだけどねェ」

　一いつ瞬しゆん、ひやりとした手が体の内側を撫でた。

　ピエトロの瞳ひとみに得体の知れぬ凶きよう悪あくな光が宿ったように見えたのだ。

　それだけじゃない。

　逃げた〝はず〟？　──なにを、根こん拠きよに？

　拓真たちは〝聖霊ミスラ〟落下地点からだいぶ歩いている。広い山林の中でどの方角へ歩き出したのかを正せい確かくに知るすべなどないはずだ。それなのに、ピエトロの口調は確信めいている。

「ふむ。ならもういちど調べてみるかねェ──ウリエル」

　ピエトロは細い指にはさんだ小こ瓶びんの蓋ふたをあけた。聖せい水すいを保ほ存ぞんする小瓶。しかし、その口からこぼれ落ちるのは、水ではなく細かな砂すなだった。

　砂が緋ひ色いろの光をまとう。鋼こう鉄てつの軋きしむ音。鈍にび色いろの極太の腕うでが、空間を裂さいて突つき出される。ざざざざ、と、ノイズのように空気がぶれる。現げん界かいに強引に存そん在ざいを定着させて白銀しろがねの脚きやつ甲こうに覆おおわれた足が地面を踏ふみしめる。

　それは、不ぶ格かつ好こうな天使だった。

　体格は平均的な天使よりもひと回り大きい程てい度ど。しかしそれは特筆すべき点ではない。

　体にくらべて、両の腕だけが、不ふ釣つり合いに大きいのだ。長さは四メートル以上で、太さは天使の胴どう回まわりほどもある。両腕と両りよう脚あしを地面につけて立っている姿すがたはゴリラやオランウータンといった霊れい長ちよう類るいを彷ほう彿ふつとさせた。

　ピエトロは天使を見あげて、悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむ。

「大地の声を聞かせてほしいな」

　ウリエルは上体をわずかに浮うかせるやその極太の両腕を地面に突つき刺さした。衝しよう撃げきで落ち葉が舞まい、ずんと腹はらの底そこに響ひびく揺よう動どうが山全体を襲おそう。

　そのとき──拓真は、土の声を聞いた。

　ざわり、ざわり、と。あたり一帯の土が勝手に蠢うごめきはじめた。

　拓真の裾すそが引かれる。振ふり返ると、ミトラが不安げな眼まな差ざしを向けていた。

（た、拓真。これは）

（わからない……が、嫌いやな予感がする）

　ざわり、ざわり、と。鍾しよう乳にゆう洞どうの中の砂も騒さわいでいる。

　拓真の背せ中なかが違い和わ感かんにふるえる。

　まるで無数の眼めに監かん視しされているかのような──。

「!?」

　拓たく真まの表ひよう情じようがさっと青ざめる。

　ウリエルが顔をあげていた。甲かつ冑ちゆうの中で輝かがやく赤い単たん眼がんが、まっすぐに鍾しよう乳にゆう洞どうのほうを見つめている。ピエトロの唇くちびるが歓かん喜きに歪ゆがんだ。

「おや。そんなところにちょうどいい隠かくれ処ががあったようだね」

　──見つかった……！　拓真はとっさに思考を展てん開かいする。どうする。戦うか？　勝てるか？　ウリエルは、おそらく極太の腕うでを使って、大地に干かん渉しようする能のう力りよくを持っている。祓ふつ魔ま学がく園えんでの戦せん闘とうで拓真の足を絡からめ取ったのも同じ能力の応おう用ようだろう。だとすれば、かなり分ぶが悪い。

　山は砂と土で構こう成せいされていると言っても過か言ごんではない。ゆえにウリエルは山そのものを操そう作さできる可か能のう性せいがある。

　万ばん事じ休きゆうす、か？　せいぜい足あ掻がいてみるか？　みじめたらしく命いのち乞ごいでもしてみるか？

　数珠じゆずの封ふう印いんを解とけば山そのものを敵てきに回したところで負けはしない。が、これ以上、呪のろいを進行させるわけにはいかない。サヴァトリィの見立てでも、「次はないかもしれない」だ。

　そのとき緊きん迫ぱくの状じよう況きようだというのに空気を読まない振しん動どうがポケットの中で生じた。

　すこしだけ苛いら立だたしい気分でスマートフォンの画面を見て、拓真の表情が変わった。

　翠すい花かからのメールだ。

『児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にん捕つかまえた。持ち物に行方ゆくえ不ふ明めい中の児童の名前が書かれた名めい簿ぼと誘ゆう拐かい手て順じゆんのメモがあったからたぶん間ま違ちがいない。複ふく数すうの浮ふ浪ろう者しやを雇やとって実行してたみたい』

　顔文字もデコレーションも使われていない、翠花らしい簡かん素そなメールだった。

　拓真は指を鳴らし、よくやった、とつぶやいた。

（どうしたのですか？）

（翠花たちが真犯人を捕まえた。これで奴やつらの大たい義ぎ名めい分ぶんは消える）

　小声で訊きいてきたミトラに、拓真は安あん堵どまじりの声で答えた。

　正直、ここでの戦闘は避さけたかった。勝てるかどうかわからないから、という理由だけではない。白十字教徒に過か剰じような損そん害がいを与あたえれば、たとえ児童失踪事件が濡ぬれ衣ぎぬだとしても、相手に罪つみを問うチャンスを与えてしまうからだ。

（だが油ゆ断だんは禁きん物もつだ。まずは俺が交こう渉しようする。ミトラと百もも瀬せはここにいてくれ）

（はい）

（うん。わかったよ）

（拓真。気をつけてくださいね）

（……ああ）

　拓真はうなずいて立ちあがった。

　茂しげみをわけて外に出ると、両手をあげたままピエトロに歩み寄よる。

「意外と素す直なおに出てきたねェ。尋じん問もん部べ屋やを抜ぬけ出すほどの問題児のわりには」

「もう隠かくれる理由はなくなったからな」

「……ほう？」

　片かた眉まゆをあげるピエトロ。その眼がん前ぜんに拓たく真まはスマートフォンをかかげてみせる。

「俺の仲間が児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんを捕つかまえた。証しよう拠こもある。俺もミトラも、もちろん、百もも瀬せも。全員が無実だ」

「…………」

　しばし無言で拓真の顔を見つめると、ピエトロはふいに肩かたを小こ刻きざみに動かした。

　可お笑かしそうに。口元にはっきりと嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「はっ……ははっ、はははは……っ。だからかっ、ああ、そうかそうなのか。う、ふふふ……どうりで噛かみ合わないわけだ。おかしいと思っていたんだよ」

「……ピエトロ？」

「どうして僕を殺しにくるでもなく高飛びするでもなく、街の中を逃にげ回っているんだろう？　わざわざ尋じん問もん部べ屋やを逃げ出して、祓ふつ魔ま学がく園えんにいられなくなるような反はん逆ぎやく行こう為いを働いて、きみたちはなにをしたいんだろう？　不思議で不思議でしょうがなかったのさ」

「言ってるだろ。俺たちは無実だ。おまえの追っかけに正せい義ぎなんざねえんだ」

「そう。そうなんだよねェ。そこがまずずれていた」

　ピエトロが枢すう機き卿きよう服をはためかせて腕うでを振ふった。

「そもそも児童失踪事件は解かい決けつしない予定の事件だし、百瀬日ひ南な子こも最終的には犯人ではなく行方ゆくえ不ふ明めい者しやになるはずだったんだからねェ」

「!?」

　拓真は直感で背はい後ごに跳とびすさった。

　直後、地面から黒々としたなにかが突つき出した。太く黒い鞭むちのような見た目だが、よく見れば、それは高こう密みつ度どな腐ふ葉よう土どの塊かたまりだ。土の塊が激はげしくうねりながら拓真の頭上から襲おそいくる。

　横転して回かい避ひ。すぐに起きあがり、跳ちよう躍やくする。拓真の体は軽々と浮ういて大たい樹じゆの枝に着地した。

「足元の土に足を束そく縛ばくされることを嫌きらったのかねェ。なるほど学習しているみたいだ……が」

「……っ」

　横手からの気け配はいを察して拓真は仰のけ反ぞった。胸むねの上をなにかの塊が弾だん丸がんのごとく通つう過かする。それは木にぶつかると、ぱぁん、と弾はじけた。

　幹みきに付着した飛散物を見て、拓真は眉まゆをひそめた。

　それは、べとべとした黄色の液えきだ。

「樹液……？」

　拓真ははっとして、自分がいま乗っている大樹を観察した。

　太い幹と無数の枝。よく見ると、その樹皮にはところどころ小さな穴あながあいている。みしみし、ぱりぱり、と乾かわいた音をたてて、穴が押おし広げられる。大樹の様相が変へん貌ぼうしていく。

「まさか……木の構こう造ぞうをむりやり変へん質しつさせて兵器にしてるのか!?」

　理り解かいと行動は同時だった。

　樹じゆ液えきの弾だん丸がんがいっせいに放たれたときには、拓たく真まはすでに樹上から飛び降おりていた。

　着地と同時に、地を蹴ける。

　轟ごう、と、重い風をあとに残し、拓真は疾しつ走そうした。

（そっちがそのつもりなら……遠えん慮りよはしない……！）

　鯉こい口ぐちを切り、一いつ閃せん。〝雪ゆき風かぜ〟が描えがく白はく銀ぎんの軌き跡せきがピエトロの脇わき腹ばらに吸すいこまれた。

　対して、ピエトロは、静かに片かた手てをかざしただけ。それだけで、ずも、と、足元から土の壁かべがせりあがった。刃やいばは壁に半ばほど埋うまっただけ。貫つらぬくことも斬きることもできない。

　舌した打うちし、〝雪風〟を引き抜ぬくとともに、反対側に刃を奔はしらせる。しかしこれも新たに生まれた土の壁に阻はばまれてしまう。

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに拓真はさまざまな方向から、手を変え品を変え、何度も刃をたたきこむが、そのすべてが、あっさりと防ふせがれた。

（なら……あっちを狙ねらうまで……！）

　拓真は、攻こう撃げきの手を止め、ぐるり、と体を反転させる。

　地面に両りよう腕うでを突つき刺さしたまま動かないウリエルへと標的を定めた。

「くっ」

　ピエトロの口から、声がもれる。

　堪こらえられないとでも言いたげな笑いがもれる。

「狙いはいい……だけど勝負はもうついたよ」

「日ひ南な子こ！」

　鍾しよう乳にゆう洞どうのほうから、ミトラの悲鳴が響ひびいた。

　その声に振ふり向き、拓真は絶ぜつ句くする。

　土の鞭むちが、日南子の体を絡からめ取っていた。いまにも失神しそうなほどに顔がん面めん蒼そう白はくな日南子を嘲あざ笑わらうように鞭がゆれて、その体を、ゆっくりとピエトロのもとに運んでいく。

「ウリエルを斬きるかい？　逢あい沢ざわ拓真。彼女がレモンみたいに潰つぶされるよりも早くに斬れるなら、試してみるといい」

「この……外道……」

「外道？　僕の目的は最初から彼女だ。目的達成を最さい優ゆう先せんにしているだけなんだけどねェ」

「……ちっ」

　拓真は舌した打うちしつつも、おとなしく刃をおろした。

　ピエトロは満足げにうなずくと、日南子の胸むねに手をのばす。

「……っ」

　日南子はきゅっと目を瞑つぶり、ぴくんと体をふるわせる。

　ピエトロの手が容よう赦しやなく日南子の服を引き裂さいた。

　真っ白な首くび筋すじと下着に包まれた稜りよう線せんがあらわになる。

　しかし、ピエトロの目に情じよう欲よくの色はない。その瞳ひとみに映うつるのは首からさがったロザリオだ。

「見つけた」

　ピエトロはうっとりした声で言い、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを強引にむしり取った。

　首を引っ張ぱられて、日ひ南な子この顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。日南子はふるえる手をすがるようにのばす。

「やめて……それ、お父さんの……」

「うん……？　そうか。きみにとっては形見になるのかな？　……まあ、諦あきらめてくれ。これはそんな理由で腐くさらせておくには惜おしい品だからねェ」

　逆十字のロザリオを梢こずえの隙間から射さす光に向けてかざす。

　銀光をたっぷりと眺ながめたあと、ピエトロは日南子のあごを撫なでて、猫撫で声を出した。

「これはただのロザリオじゃない」

　耳元でささやかれて日南子が不ふ快かいげに顔をそらす。

　ピエトロは顔をつかんで強引に振り向かせると、噛かんで含ふくめるように言った。

「メレク教の神が擬ぎ態たいした珠しゆ玉ぎよくの骨こつ董とう品ひん──〝アズランメレフの卵たまご〟さ」




　　　　＋　＋　＋




「メレク教……？　いや、百もも瀬せは無む宗しゆう教きよう者しやだ。それは噓うそじゃない」

　拓たく真まは否ひ定ていする。

　ピエトロはくっくと笑い、

「ああ、彼女は無宗教者だとも。彼女自身はなんの関係もない一いつ般ぱん人じんだからねェ」

「……？」

「力を持つのはこのロザリオ、〝アズランメレフの卵〟だけなのさ」

「卵……邪じや神しんの擬態……」

　つぶやいて、拓真の脳のう裏りにひとつの考えがよぎる。

「まさか、それ自体が霊れい体たいなのか？」

「さすがに鋭するどいねェ」

　ピエトロは称しよう賛さんの拍はく手しゆを打った。

「アズランメレフは条じよう件けん次し第だいで〝聖霊ミスラ〟の上を行く可か能のう性せいがある邪神さ。悪あしき風習ゆえに、邪教指定され滅ほろぼされた宗教の祭さい神じんだが、この霊体には他にない特とく殊しゆな能のう力りよくがあってね」

「特殊な能力？」

「──祓ふつ魔ま師しの死後も具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解とかれない」

　ぴくり、と日南子の表情が変わった。

　青白い肌はだがさらに色を失い、唇くちびるがぶるぶるとふるえている。

「おや。彼女の記き憶おくを刺し激げきしてしまったかな？　ふふ、そう、アズランメレフは百もも瀬せ日ひ南な子この父親の契けい約やく霊れい体たいだった……そして、彼の死後、数年もの間、異い界かいに戻もどらず、ただのロザリオとして存そん在ざいし続けてきたのさ」

　拓たく真まは後こう悔かいした。逆ぎやく十じゆう字じのロザリオそのものに〝解析アナライズ〟を使わなかったことを。

　だが同時に、しかたなかったとも思っている。

　契約霊体が祓ふつ魔ま師しの死後もずっと現げん界かいに留とどまっている可か能のう性せいなど、考こう慮りよできるわけがない。それは祓魔師の常じよう識しきの外側の発想だ。

　これでは、ピエトロの主しゆ張ちようどおり、日南子が邪じや教きようにかかわる者と判はん定ていされてもおかしくない。

　が。

「いや、それでもまだ、わからない。その邪神を、どうしてあんたが求める？　正式に聖せい職しよく者しや協きよう会かいを動かさず、そこに突つっ立ってる気味の悪い人形どもを使った理由は？」

「かんたんな話。こんな無む防ぼう備びな状じよう態たいにある強き存在は便利なんだ。これだけの力を持ちながら、おとなしく生いけ贄にえになってくれる霊体なんて他にはいないからねェ」

「生贄……」

　拓真はその単語を脳のう内ないで整理する。

　頭に次々と浮かぶ、いろいろな光景。岬みさきの教会の、動物実験場。霧きりの事じ件けんで行方ゆくえ不ふ明めいになったはずの、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とたち。その、洗せん脳のうされているような、人形のような姿すがた。

　児じ童どう失しつ踪そう事じ件けん。解かい決けつされる予定のなかった事件という、ピエトロの言葉。

　いくつもの事象が一本の線で結ばれる。

「あんた……〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルと組んでいるのか」

「……………………………………………………………………………………そう思うかい？」

　ピエトロは含ふくむような笑みを浮うかべた。

　それは、肯こう定ていと同じ意味だ。

「教きよう皇こうの息子で枢すう機き卿きようで祓ふつ魔ま学がく園えんの生徒会長。そんな奴やつが悪魔と取引しているなんて大問題だ。わざわざ認みとめたのは……俺たちを生きて返すつもりはないってことか。百瀬のこともロザリオを回かい収しゆうしたら殺すつもりでいたんだよな」

「おいおい勝手に認めたことにしないでくれよ……まあ、生かすつもりはないけどねェ」

　土の塊かたまりが次々と盛もりあがった。黒い槌つちとなって拓真の頭を横よこ殴なぐりにしようとする。

　回かい避ひ──しようとするが、脚あしが動かない。

　いつの間にか土が足首に絡からみついていた。

　拓真はとっさに〝雪ゆき風かぜ〟を頭上にかかげて受け止めようとする。直ちよく撃げき。の、直前。




　圧あつ倒とう的てきな気け配はいの塊が拓真とピエトロの間を駆かけ抜ぬけた。




　次の瞬しゆん間かん、ウリエルの体が突つき飛ばされ、斜しや面めんを数メートルもころがっていく。

「……!?」

　驚きよう愕がくの色は拓たく真まとピエトロ両方の顔に浮うかんだ。

　極太の腕うでが地面から抜ぬけた瞬間に、足を束そく縛ばくしていた土は解ほどけて、自由が戻もどった。日ひ南な子この体も解かい放ほうされて、ピエトロの足元に、どさりと倒たおれこむ。

　結果的には助かった。しかし、これは？

　拓真は振ふり返り、そして、息を呑のんだ。

「ミトラ……？」

「…………」

　ミトラが立っている。綺き麗れいな緋ひ色いろの瞳ひとみに宿るのは冷たい怒いかり。銀色の輪りん郭かくを、あふれんばかりの群ぐん青じよう色いろの光が覆おおっている。

　ウリエルを突き飛ばした〝聖霊ミスラ〟が上空を旋せん回かいしてから着地し、ミトラの横にかしずいた。

　ピエトロが余よ裕ゆうの笑みを向ける。

「これは驚おどろいた。ミトラルカ・シルヴェスタが先せん制せい攻こう撃げきを仕し掛かけてくるなんて」

「……許ゆるせません」

　ミトラがぞっとするほど低い声で言った。

　小さな拳こぶしが青くなるくらいに強く握にぎりしめられている。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいは正せい義ぎだと信じていました……いまでも、信じたいと、思っています。それなのに、拓真や日南子をひどい目にあわせて……しかも、その理由が、悪あく魔まと取引しているから、なのですか？　そんなのって、ひどすぎます……正義なんて、どこにもないです……！」

　ミトラの訴うつたえに〝聖霊〟が高らかな咆ほう哮こうで応こたえる。

　凄すさまじい波動に周囲の木々が倒れ、地面がえぐれ、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とたちが数人、卒そつ倒とうした。

　咆哮だけですべてを蹂じゆう躙りんする〝聖霊〟の圧あつ倒とう的てきな覇は気きを前にピエトロは笑顔を崩くずさない。

「神かみ喰くらいを使うのかい？　うふふ。使いたければ使うがいいさ。ああ、もしかして監かん視し役やくの影かげ縫ぬい理事長を説得すればどうにかなるとでも思っているのかな？　なら期待しないことだね。神喰らいを使われた霊体は異い界かいに還かえることもできない。つまり永えい久きゆうにコンタクトが取れなくなった霊体が現あらわれれば、きみが禁きん忌きを犯おかしたことは、かんたんに露ろ見けんするわけだ。聖職者協会を敵に回し、世界から二度と認みとめられなくなる……その覚かく悟ごがあるのなら、ね」

「……ッ」

　ピエトロの挑ちよう発はつに、ミトラはきつく唇くちびるを噛かんだ。

　膨ぼう大だいな量の魔力が暴あばれ狂くるい渦うずを巻まいて〝聖霊〟の巨きよ躯くに吸すいこまれる。獰どう猛もうな獅し子しの牙が剥むき出しになり、ねっとりとした唾だ液えきが、とめどなくあふれる。強きよう靭じんな四し肢しを曲げ、いまにも飛び出して相手の喉のど笛ぶえを噛かみちぎらん勢いきおいだ。

「拓真と日南子を殺あやめられてしまうくらいなら、いっそ……」

　ミトラが絞しぼり出すように言う。

「いっそわたしの手で──はにゅ!?」

　真面目な雰ふん囲い気きが一気に消し飛んで口から間ま抜ぬけな声が出た。

　すばやく接せつ近きんした拓たく真まが〝雪ゆき風かぜ〟のさやで頭を小こ突づいていたのだ。頭を押おさえたミトラが、涙なみだの滲にじむ目で恨うらめしげに見あげてくる。

「うう……痛いたいです」

「ばか。かんたんに乗せられすぎだ」

「だって、このままだと拓真と日ひ南な子こが……」

「だからっておまえの夢ゆめを捨すてていい理由にはならないだろ」

　拓真は強く断だん言げんした。

　ミトラは口をつぐみ、緋ひ色いろの瞳ひとみをきゅっと大きくした。頬ほおに朱しゆが差し、ほんのすこし潤うるみを帯びた瞳で拓真を見つめる。

「拓真……」

「とはいえ、あいつが救いようのないクズだというのもたしかだ。ここを突とつ破ぱしなけりゃ奴やつらに殺される未来しかない。正直ウリエル相手だと俺も封ふう印いんを解とかずに勝てるとは思えない」

「つまり……？」

「だが二人ならどうだ？」

　拓真ははっきりと言った。

「俺は〝叡えい智ちの悪魔〟の呪のろいを解かい放ほうせずに、ミトラは聖せい職しよく者しや協きよう会かいに禁止された力を使わずに、奴を倒たおす。訓練もしてない即そく席せきのチームプレイなんざうまくいくとは思えんが……」

「可か能のう性せいはあがる……ですね」

　ミトラも自分に言い聞かせるようにつぶやいた。顔を見合わせてうなずくと、二人は、決意を感じさせる目でピエトロを振ふり返る。

　ピエトロは、軽く肩かたをゆらし、

「なるほど。あくまでもルールの中で僕を倒すつもりか」

　唇くちびるを凶悪に歪ゆがませた。

「山はウリエルのフィールド。可か哀わい想そうだけど、きみたちに逆ぎやく転てんの芽はないよ」




　拓真はとっさにミトラの体を抱かかえると〝聖霊ミスラ〟の背せ中なかに跳とび乗った。足の先を土の鞭むちがかすめ、体の横を樹じゆ液えきの弾だん丸がんが奔ほとばしった。

〝聖霊〟は漆しつ黒こくの翼つばさを広げて飛ひ翔しようし、怒ど涛とうの土の攻こう撃げきを回かい避ひしながらウリエルの頭上を取る。鋭するどく太い爪が、天使の頭に振りおろされる。

　その、竜りゆう鱗りんに覆おおわれた前足が──止まった。

　東、西、南、北、全方向からのびた蔦つたが〝聖霊〟の四足を捕とらえていた。

　たかが蔦つたと侮あなどることはできない。ウリエルの自し然ぜん干かん渉しようを受けて強きよう靭じんな繊せん維いにつくり替かえられた植物は、天使の大おお鉈なたでも切せつ断だんできないだろう。

　地中に深く根づいた植物を引き抜ぬくのも容よう易いではない。

　言うなれば、山全体の質しつ量りようが〝聖霊ミスラ〟を足止めしているのだ。

　直後。ウリエルの顔に小さな影かげがかぶった。

　拓たく真まだった。空中に飛び出すや〝雪ゆき風かぜ〟を抜ぬき、装そう甲こうの切れ目、首くび筋すじに目がけ刃を奔はしらせる。

　しかし乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきは、突とつ如じよとして生じた砂さ塵じんに阻はばまれた。

　黒い竜たつ巻まきに巻まきこまれ、拓真の体は関係のない方向へ投げ出された。

　上下の感覚を失いながらも、空中で体をひねり、かろうじて着地。

「……ッ」

　しかし、脳のう髄ずいをゆらされた後こう遺い症しようで、一いつ瞬しゆん、ふらつく。

　ウリエルはその隙すきを見み逃のがさなかった。

　渦うずを巻いた土が一瞬で輪を狭せばめた。拓真の全身を拘こう束そく具ぐのように捕とらえる。拓真はもぞもぞと動いて抵てい抗こうするが、両りよう腕うでの関節に食いこんでいるらしく、逃のがれられない。

　大地に縛しばられた拓真を嘲あざ笑わらうように樹じゆ液えきの弾だん丸がんが殺さつ到とうする。

　初撃は頬ほおに直撃した。続けて足、腕、腹ふく部ぶ。目の前で火花が散り、胃いの腑ふからなにかがせりあがる感覚に襲おそわれる。

「拓真っ」

　ミトラは悲鳴のような声をあげて、拓真へと手をのばした。

　その瞬間に全身から、轟ごう、とあふれ出した群ぐん青じよう色いろの魔力が〝聖霊〟に注がれる。蔦を強引に引きちぎろうとするように〝聖霊〟が巨きよ体たいを暴あばれさせた。凄すさまじい揺よう動どうが霊れい峰ほうをゆるがし、みしり、みしりと木々の悲鳴が連れん鎖さする。

「……ッ」

　がり、という音に振ふり向くと、ピエトロが憎にく々にくしげに歯を噛かんでいた。その身にまとう緋ひ色いろの魔力の光がウリエルへとつながっている。

　それを見て拓真は確かく信しんした。

（ピエトロの奴やつにも余よ裕ゆうはない）

　近くに日ひ南な子こが倒たおれているにもかかわらず、ピエトロは彼女を人質に使っていない。最初は強者の余裕かと思っていた。

　だが、違ちがう。〝聖霊〟の速さと突とつ破ぱ力りよくを抑おさえるには、全集中力を注いでウリエルを支し援えんしなければならなかったのだ。

　ならばと拓真は息を吸すい、ありったけの声で叫さけんだ。

「ミトラ！　訓練の成果を見せろ！」

「あ、あれですかっ？　で、でもでもまだ全然成せい功こうしたことないですよっ」

「あいつは避よけられない！　なにも考えずに思いきりやってやれ！」

「わ……わかりましたっ」

　ミトラは腰こしにくくりつけた短刀〝雷らい切きり〟を抜ぬくと、〝聖霊ミスラ〟に供きよう給きゆうしていた魔ま力りよくの一部を、そちらへと移い動どうさせた。雷らい神じんの加か護ごを受けた刃やいばが魔力に呼こ応おうして強力な電気を帯びる。

　二人の狙ねらいに気づいたらしくピエトロの表ひよう情じようが変わった。土の鞭むちがあわてたようにミトラを薙なぎ払はらおうとする。しかし背はい後ごからの攻こう撃げきは、すばやく間に割わりこんだ双そう頭とうの蛇へびに阻はばまれた。〝聖霊〟の尾おが自じ我がを持っているかのように土の塊かたまりに食らいつき、進行を止めたのだ。

「い、行ってください……ッ」

　ミトラがぎゅっと目を瞑つぶり、祈いのるように〝雷切〟を投げた。

　朝訓練の一いつ環かんとして拓たく真まはミトラに投とう擲てきの技ぎ術じゆつを教えていた。短い期間で刀の扱あつかいを覚えることはできても、実戦に堪たえうる腕わん力りよくや動どう体たい視し力りよく、瞬しゆん発ぱつ力りよくを身に着けることはできない。それにはさらに長い年月を要する。

　ミトラが近きん接せつ戦せん闘とうで勝てるようになるには、あまりにも時間がかかる。ゆえに、相手の意表をつく立ち回りが必要になると、拓真は判はん断だんした。

　ピエトロが息を呑のむ。当然だ──回かい避ひのために魔力供給を中ちゆう断だんすれば、自し然ぜん干かん渉しよう力りよくが弱まり、〝聖霊〟に束そく縛ばくを破やぶられてしまう。かと言って回避しなければ、自身が傷きずつき、やはりウリエルの制せい御ぎよが弱まる──詰つみに近い現げん状じようなのだから。

　雷光をまとった短刀が空気を裂さいて飛来していく。しかし、やはりコントロールが利きかなかったのか、それはピエトロの立っている場所とは、まったく違ちがう方向に飛んでいた。

　ピエトロの顔に安あん堵どが浮かんだ。ミトラは、しまった、と潤うるんだ目を見ひらいている。

　──ああ、そうだ。それでいい。ミトラはいま、最高の顔をしている。

　こちらの作戦が不発に終わったのだと、相手に錯さつ覚かくさせるには、これ以上にない顔だ。

　拓真は自身を束縛する土に触ふれ、（〝分解ブレイク〟）と、心中でつぶやいた。すでに〝解析アナライズ〟で調べておいた土は、結合を解とかれて、あっさりと灰かい塵じんに帰きした。

　手を離はなしていたために落ちそうになる〝雪ゆき風かぜ〟を右手でつかむと、魔力を注ぎ、

「食らい……やがれ……ッ！」

　風ふう神じんの加護を受けた刃を振ふり抜ぬく──！

　風の奔ほん流りゆうが〝雷切〟を包んだ。軌き道どうが、九十度、変わる。

　雷光がぐにゃりと曲がり、今度こそ、刃先がピエトロの眉み間けんに向く。

　ピエトロはすこし逡しゆん巡じゆんし、やがて、背後に跳んだ。雷の矢と化した〝雷切〟が地面に刺ささり、熱にあてられた落ち葉が数枚、燃もえあがる。

（倒たおしそこねた。が、これで奴は〝聖霊〟を抑おさえられない）

〝聖霊〟を束縛する蔦つたがぶちりとちぎれ、土の鞭は干渉から解かい放ほうされてただの腐ふ葉よう土どに戻もどる。

　耳をつんざくほどの咆ほう哮こうとともに太い爪つめが横に薙ないだ。そのとき、

「人形の役やく割わりを果たしたまえ」

　ピエトロのつぶやきが聞こえた。

　すると、ウリエルの前にスクラムを組んだ五体の天使が割わりこんだ。

　これまで傍ぼう観かんするだけだった白しろ十じゆう字じ教きよう徒とたちの契けい約やく霊れい体たいだ。

〝聖霊ミスラ〟の爪が五つの装そう甲こうをまとめて薙なぎ払はらう。

　しかし肝かん心じんのウリエルは無む傷きずだ。十メートルほど距きよ離りをあけて、ふたたび腕うでを地面に刺さす。

　常じよう軌きを逸いつする量の土が舞まい、凄すさまじい砂すな嵐あらしとなって、〝聖霊〟を襲おそった。

　強きよう靭じんな肉体には傷ひとつつかない。だが背せ中なかに乗っているミトラはべつだった。

「ひゃあっ!?」

　悲鳴。直ちよく撃げきを受けたミトラの小さな体が宙ちゆうに放り出されたのだ。

「ミトラ！」

　拓たく真まは駆かけた。落下点にすべりこみ、ミトラの体を受け止める。

　そのあとを追うように、土の奔ほん流りゆうが追つい尾びする。

　二人の体は重じゆう圧あつにもまれながら押おし流され、一本の大たい樹じゆに背せ中なかからたたきつけられる。

「ぐっ……」「はうっ」

　拓真の口から苦く悶もんのうめきがもれ、拓真にかばわれていたミトラも、軽くおでこをぶつけて、小さな悲鳴をもらした。

　ウリエルは歓かん喜きを表ひよう現げんするように、甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから、こおおお、と風の抜ぬける音を出した。

　それから二本の極太の腕を頭上で打ち鳴らし、おもむろに片かた腕うでを突き出す。その巨きよ大だいな掌てのひらで、拓真とミトラと大たい樹じゆの幹みきを、まとめてつかんでみせたのだ。

　凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんに、拓真とミトラの顔が、苦く痛つうに歪ゆがむ。

「やれやれ。封ふう印いんを解とかず、禁きん忌きも犯おかさず、この場所で僕とウリエルを追い詰つめるとは……」

　ピエトロが額ひたいに浮ういた汗あせを袖そでで拭ぬぐう。

　そして、口元に虚きよ勢せいじみた笑みを浮かべた。

「終わりだね。仲良く神の御み許もとへ還かえるといい」




　　　　＋　＋　＋




　日ひ南な子こは拓真とミトラの無事を祈いのることしかできなかった。

　戦せん闘とうには関かん与よできない。宗しゆう教きようにかかわったことのない日南子には、祓ふつ魔ま師したちの見せる超ちよう人じん的てきな戦いに、踏ふみこむことなど不ふ可か能のうだった。

（もとはと言えば、あたしのロザリオが原げん因いんだった……なのに、なにもできない。ミトラっちと拓真っちが、あんなになって戦ってるのに、なにも……）

　もどかしい気持ちに苛さいなまれながらも、日南子は動けない。

（どうしよう。このままだと二人が殺されちゃう！　どうしよう。どうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうすればいいの!?　無理っ、無理無理無理無理っ、やだ。あんなのにさからったら死んじゃう。死んじゃう。でも二人が殺され……ああっ！）

　拓真とミトラがいまにもウリエルに圧あつ殺さつされようとしている。その現げん実じつを前に、日ひ南な子この頭は終わりのない葛かつ藤とうにパンクしそうになっていた。

　その瞬しゆん間かん。

「……!?」

　日南子の頭にがつんと衝しよう撃げきが走った。

　何重にもかかっていた鍵かぎが次々と破は壊かいされていくように脳のう内ないのモザイクが砕くだけ散る。

　凶きよう悪あくな天使。日南子を護まもろうとして、天使に立ちはだかる、人間。

　その光景が記き憶おくの泉いずみにすっと浮うかびあがってくる。

　雨の日。

　傘かさ。

　父親。

　村落。

　天使。

　そして──逆ぎやく十じゆう字じのロザリオと、それを託たくされたときに聞いた、言葉。

『これは僕らの祭さい神じんアズランメレフの卵たまごだ。もしも日南子が────たいときに使うんだ』

　どうやって使う？

『使うにはこのロザリオを壊こわして、憎にくい気持ちをこめるといい。日南子の契けい約やく霊れい体たいじゃないけど、アズランメレフはきっとその気持ちに応こたえてくれるだろう』

　日南子は父親の言葉を思い出していた。

　まだ完全ではなく、すこしだけ抜ぬけているが、これだけでもじゅうぶんだ。

　いまこのとき必要なことは揃そろっている。

　そして、おあつらえ向きに、日南子の目の前にはミトラが投げた〝雷らい切きり〟が落ちていた。

（助けなくちゃ。目の前で誰だれかが殺されるのは……嫌いや……！）

　深しん呼こ吸きゆうをして、鼓こ動どうを落ち着ける。ふるえる手足に、落ち着け、と心で叫さけぶ。そして。

「う、うわああああああああああああ!!」

　日南子は〝雷切〟を拾いあげると、叫びをあげてピエトロに襲おそいかかった。

　拓真たちに気をとられていたピエトロは、一いつ瞬しゆんだけ反はん応のうが遅おくれた。刃やいばは、避よけようとしたピエトロの腕うでを浅くかすめていた。致ち命めい傷しようには至いたらない。だがじゅうぶんだった。

「つ……ッ」

　ピエトロが腕の痛いたみに顔をしかめた。ピエトロの手から逆十字のロザリオがこぼれ落ちる。

「わあああああああああああ!!」

　日ひ南な子こはロザリオへと思いきり〝雷らい切きり〟を振ふりおろした。

　ロザリオの中心に刃やいばが突つき立つ。

　すると、ぱき、と音がして、逆ぎやく十じゆう字じのロザリオはあっさりと割われてしまった。

「なんてことを……！」

　ピエトロは激げき怒どの声を飛ばした。表ひよう情じようから余よ裕ゆうの色が消え、焦しよう燥そう感かんをあらわにしている。

　日南子は視し線せんにありったけの憎ぞう悪おをこめる。

　拓たく真まとミトラを助けるため？　──それだけじゃない。

　日南子は思い出していた。

　村落を。父親を。白しろ十じゆう字じ教きよう徒とに奪うばわれたのだという事実を。

　ファッションの世界で生きていくのだと自分に言い聞かせ、なにかから逃にげるように生きてきた。子どもでいたくない。早く大人おとなになりたい。そう思ってきた。

　無む意い識しき下で刷すりこまれていたのだ。百もも瀬せ日南子は生いけ贄にえ、大人にならないまま、アズランメレフに捧ささげられるのだと。だからあの村落が滅ほろびたのはある意味で日南子にとっての幸運かもしれない。あのままでは殺されていたかもしれない。

　だとしても。

　日南子にとって、父親の存そん在ざいは特別だった。たとえ仮かり初そめの家族関係だとしても構かまわなかった。

　ピエトロを殺すことになれば、犯はん罪ざい者しやになるだろうか？　正せい当とう防ぼう衛えいかもしれない。だけど、法ほう律りつで許ゆるされたとしても、人を殺あやめたら、一生その記き憶おくがつきまとうに違ちがいない。

　日南子は〝雷切〟を投げ捨すて、両手をあわせて、目をとじた。

（でも、お父さんを殺した教きよう団だんの、偉えらい人……それに、こいつ、似にてる。あのときの嫌いやな奴やつらと雰ふん囲い気きが似てる……）

　夢ゆめを捨て、黒い感かん情じように任まかせて復ふく讐しゆうするだけの価か値ちがある。

　そう意識したとたんに異い変へんは起きた。ロザリオの残ざん骸がいがかたかたと振しん動どうし、お互たがいに引かれあうかのように集まっていく。それだけではない。腐ふ葉よう土どや朽くちた枝えだ葉はが徐じよ々じよに引き寄よせられている。

　周囲からあらゆるものをかき集めてどんどん肥ひ大だい化かしていく逆十字のロザリオ。

　もはや原型を留とどめていない。金きん属ぞくの悲鳴を残して、それは、姿すがたを再さい構こう成せいしていく。

「これが……アズランメレフ」

　日南子はその威い容ようを茫ぼう然ぜんと見あげてつぶやいた。

　銀細工めいた孔く雀じやくだ。純じゆん銀ぎんのような光こう沢たくを持つ扇おうぎ形がたの羽をひろげ、きぃ、と鉄板を引き裂さくように鳴いている。全長十メートルを誇ほこる〝聖霊〟とくらべても遜そん色しよくないほどに大きい。

　アズランメレフは銀色の嘴くちばしをひらき、

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

　凄すさまじい不ふ協きよう和わ音おんを奏でた。近くにいた白十字教徒たちは苦しげに胸むねを押おさえると、口から血の塊かたまりを吐はき出して倒たおれた。

　ふたたび銀色の嘴くちばしがひらく。今度はウリエルのほうを向いている。ウリエルはとっさにあいている腕うでを地面に刺さし、土を操そう作さ。土つち壁かべを展てん開かいし、防ぼう御ぎよに備そなえた。

　しかしアズランメレフが鳴いた瞬しゆん間かんに土壁は塵ちりとなって崩くずれ去った。

「あの鳴き声……特定の物体に共きよう振しん波はを発生させているのか。困こまったね、あれじゃあ、どんな防御も意味を為なさない……」

　ピエトロは憎にく々にくしげに日南子を睨にらんだ。

「とんでもないことをしてくれたねェ、百もも瀬せ日南子」

　日南子は、怯おびえた目をしながらも、しっかりとその視し線せんを受け止めた。

「う、うるさいっ……あ、あれが怖こわかったら、拓たく真まっちとミトラっちを放してよっ」

「……なに？」

「命が惜おしかったら、二人を助けなさいって言ってんのっ！」

　ふるえる声を絞しぼりだすように日南子は言った。

　ピエトロはしばし怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。そして、やがて納なつ得とくがいったように薄うすく笑う。

「ああ……きみは勘かん違ちがいをしてるみたいだねェ」

「な、なに負け惜しみを……」

「言ったはずだ。アレはきみの契けい約やく霊れい体たいじゃない。再さい誕たんの鍵かぎはきみの祈いのりだったかもしれないが、霊体は契約者でもない人間の言うことを聞いたりしない」

「え……？」

　日南子はぽかんと口をあけた。

　致ち命めい的てきに、なにかがずれた。それがなんなのかはまるでわからないのに、なにかを間ま違ちがえてしまったことだけはわかる。そんな感覚に襲おそわれた。

「メレク教が邪じや教きようとされたのは儀ぎ式しきの形式が理由だ。しかしそれだけじゃない。アズランメレフはもともと悪あく魔まと紙かみ一ひと重えの存そん在ざいだったんだよ」

「悪魔……？」

「悪魔は契約者に代だい償しようを要求する。そしてひとたび目もく的てき意い識しきを持つとどんな手しゆ段だんを講こうじてでも実行しようとする──アズランメレフは、契約者が死んでいる場合においてのみ、悪魔と同じように制せい御ぎよの利きかない怪かい物ぶつになるのさ。その危き険けん性せいゆえにメレク教は邪教指定された」

「で、でも、それが理由だったんなら、どうしてあたしが無事なの……？　あたしは、お父さんにもらったロザリオを、ずっと持ってたのに……」

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいは偽にせ物ものをつかまされていたんだよ。それとまったく同じデザインのロザリオが、あの村落の神しん殿でんに祀まつられていてね。霊的な気配をまとわせてカモフラージュされていたせいで、つい最近まで偽物と気づけなかった……実じつ際さいに破は壊かいして実験するわけにもいかないからねェ。まさか生いけ贄にえになるはずだった子どもの手に渡わたっているとは……」

　ピエトロはやれやれと首を振ふる。

「とにかく、アレはきみの呪のろいを受じゆ諾だくした。すべてを破は壊かいし、殺す。アレには敵てきと味方の区別なんてつかない。僕も逢あい沢ざわ拓たく真まもミトラルカ・シルヴェスタも平等に殺すだろう」

「そん……な……」

　日ひ南な子こは愕がく然ぜんとし、かすれた声をもらした。

　そしていまさらのように父親の言葉が正せい確かくにフラッシュバックする。




『これは僕らの祭さい神じんアズランメレフの卵たまごだ。もしも日南子がすべてに絶ぜつ望ぼうして、なにもかもを滅ほろぼしたくなったとき……すべてを終わらせたいときに使うんだ』




　そうだ。父親は大切な存そん在ざいだったけれど。それでも、最後まで邪じや教きようの徒とでもあったのだ。

「あたし……なんて……ことを……」

　日南子は膝ひざを折った。胸むねの奥おくから嗚お咽えつがこみあげる。

　ピエトロは冷めた目でそれを見おろしてから、静かに純じゆん銀ぎんの孔く雀じやくを見あげた。

「とはいえ、あの怪かい物ぶつを放置しておくのは危き険けんすぎるな……ウリエル。その二人の始末はあとだ。まずあの鳥から片かたづける」

　ウリエルは拓真たちから手を離はなすと、凄すさまじい跳ちよう躍やくを見せた。膝に溜ためこんだ力を解かい放ほうし、瞬しゆん時じにアズランメレフよりも高い位置まで跳とぶ。

　極太の腕うでをのばし、純銀の翼つばさを根元からがっしりとつかんだ。

　二体の霊れい体たいが空中でもつれ合う。嘴くちばしが甲かつ冑ちゆうに突つき刺ささり、掌てのひらが銀ぎん翼よくを握にぎりつぶす。翼はあっさりとひしゃげて、浮ふ力りよくを失ったアズランメレフはウリエルもろとも落下していく。

　轟ごう音おん。大地にたたきつけられた孔雀の口から悲鳴に似た金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　ウリエルの攻こう撃げきはそこで終わらなかった。

　銀翼をもぎとると同時に両腕を地面に突き刺すと、硬こう化かした土の槍やりが地面から突き出した。アズランメレフの体を数本の槍がいっせいに貫つらぬいた。

　純銀の体に穴あながあき、水すい銀ぎんの血が、どろりと流れる。

　ひときわ甲かん高だかい悲鳴をあげると、アズランメレフはひとつ痙けい攣れんして動かなくなった。

「意外とあっけないものだね。邪神とはどんなものかと思ったが、まさかこの程てい度どとは」

　ピエトロは拍ひよう子し抜ぬけしたように息を吐はいた。

　それから、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす日南子を振ふり返る。

「しかしきみの呪いが街を滅ぼしかけたことは変わらない」

　容よう赦しやのない口調で責め立てる。

「共きよう振しん波はによる破は壊かい攻こう撃げき。あらゆる結界や障しよう壁へきを無む視しして建けん造ぞう物ぶつを破壊し、霊体を破壊し、人さえ殺あやめる。人を殺すのが一番かんたんかもね。心しん臓ぞうに共振波を発生させれば、心停止に追いこむことができるからね──僕がアレを抑おさえなければ、街はどうなっていたかな？」

「あ……あ……」

　日ひ南な子こは声をふるわせた。

　その未来を想そう像ぞうして、寒気がした。

「事実は変わらない。きみは罪つみを犯おかした悪あしき人だ」

　ピエトロは低い声で断だん言げんした。その顔は冷たい怒いかりに支し配はいされている。

　なにに対する怒りか？　当然、計画に水を差されたことに対する怒りだ。徹てつ底てい的てきに追い詰つめなければ気がすまない。そんな執しゆう念ねんが感じられる。ただの八つ当たりとも言えるだろう。

　だが日南子には、その言葉が重い。

　自分の迂う闊かつさを責せめる気持ちはやがて父親への呪のろいに変わる。

　どうしてこんなものを残したの？　どうして厄やつ介かいな家に生まれてしまったの？　形見のロザリオなんかいらなかった。それさえなければ服ふく飾しよくスタイリストになる夢ゆめを追い続けられたのに。

　父親やメレク教への呪のろいの感かん情じようがだんだんと高まっていく。

「うふっ……ふふ……絶ぜつ望ぼうしているようだね。いい顔だ。デスマスクにふさわしい顔だよ」

　日南子の頭上でウリエルが巨きよ大だいな拳こぶしを振ふりあげた。

　日南子は逃にげることも抵てい抗こうすることもなかった。ただ訪おとずれる死を待つようにじっとしている。

　制せい御ぎよの利きかない邪じや神しんを解とき放ってしまった責せき任にんは取らなきゃならない。宗しゆう教きようのことはよくわからないが、いや、だからこそ、一いつ般ぱん人じんの感性だからこそ、日南子は己おのれのしたことに対して、大いに責任を感じているのだった。

「さっきからいいかげんなことばっかり言いやがって。こっちも頭にきてるんだよ」

　声がした。

　ウリエルの巨大な拳が、裂さける。綺き麗れいな輪わ切ぎりになって、ばらばらと、朽くちる。

　日南子の目の前には、〝雪ゆき風かぜ〟を振り抜ぬいた、拓たく真まの背せ中なかがあった。

　強きよう烈れつな既き視し感かんに襲おそわれる。あの雨の日に、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの過か激げき派はから彼女を護まもった、ひとりの青年の姿すがたが重なる。

「メレク教徒の連中に押おしつけられたシステムの責任を百もも瀬せがとる？　そんな馬ば鹿かな話があってたまるかよ。罪や呪いを押しつけて人の人生に干かん渉しようしやがって何様のつもりだ？」

　拓真は怒りのこもった声でまくし立てる。

「だいたい白しら々じらしいんだよ。村落で回収したロザリオが偽にせ物ものだったと判はん明めいしたと言ったが、どうしていまになって判明したんだ？　あんたが横おう領りようし、イシュタルが第二の〝聖霊ミスラ〟の生いけ贄にえにしようとした段だん階かいでたまたま気づいたんじゃないのか？」

「……」

　ピエトロは沈ちん黙もくで応こたえた。

　拓真はさらに詰つめ寄よる。

「騙だまされるな。こいつは自分に都合のいいことばかり言ってる詐さ欺ぎ師しだ。百もも瀬せが呪のろいをこめたから邪じや神しんが暴あばれることになった、だから百瀬が悪い？　そうかもしれない。だが呪いの原げん因いんに言われる筋すじ合あいはない。こんな理り不ふ尽じんな理り屈くつであんたの人生が終わっていいわけがない」

　そして、全身をふるわせて、腹はらの底から拓たく真まは叫さけんだ。

「百瀬はなにも背せ負おわなくていい。百瀬は百瀬の道を征ゆけ！」

　その言葉に、日ひ南な子こは確かく信しんした。

　記き憶おくの中にぼんやりと浮うかぶ青年の面おも影かげ。

　まちがいない。あのとき逢あい沢ざわ隼人はやとと呼ばれていた青年は、この逢沢拓真の──。

　初めてバイト先のブティックで見かけたときから、日南子は、拓真とミトラの二人に、なんとなく親近感を覚えていた。いまならその理由がわかる。

　ひとりは邪じや教きようという人生の枷かせをつけられた者同士として。

　そしてもうひとりは、その枷から一度は救ってくれようとした恩おん人じんに似にている者として。

　かっちりとはまる、〝なにか〟があったからなのだと。

　日南子は胸むねを押おさえて、すこし前かがみになる。いろいろな感かん情じようがないまぜになって、胸の奥おくから、ぐっ、とこみあげてくる。

　にじむ視し界かいの中で、拓真が〝雪ゆき風かぜ〟の刃やいばを煌きらめかせ、啖たん呵かを切る。
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「あんたを倒たおして、イシュタルとの関係も暴あばく。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに罰ばつせられるのは……そっちだ」




　　　　＋　＋　＋




「その目。似ているね」

　睨にらみつけられながらも、ピエトロは、余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。ただ、端たん正せいな顔にくっついた紫むらさき水すい晶しようのような瞳ひとみに、ほんのすこし憎ぞう悪おの炎ほのおがちらついている。

「あの裏うら切ぎり者によく似ている」

「……ッ！　兄あに貴きのことか……ッ」

「教きよう皇こうに忠ちゆう誠せいを誓ちかい、規き律りつを守り、良き人じん格かくの持ち主だったよ。父上──現教皇からの信しん任にんも厚く、歴代で七人しかいない日本人枢すう機き卿きようのひとりだった」

「いまさらどの口が……！」

「彼は悪あく魔まと契けい約やくし、ヴァチカンの意思によって処しよ刑けいされた。枢機卿団の中には優ゆう秀しゆうな人材を失ったと嘆なげく者もいたが……僕は、愚おろかだと思ったよ」

　ピエトロは薄うすく笑い、大おお仰ぎように両りよう腕うでをひろげた。

「次期教皇候こう補ほが消えた。己おのれが教皇にならんと欲ほつする者なら、むしろ喜ばしいことさ」

　その瞳ひとみは狂きよう気きじみた執しゆう念ねんを宿して濁にごっている。

　拓たく真まはピエトロの鼻先へと静かに〝雪ゆき風かぜ〟の先せん端たんを向けた。

「まさか……あんた、兄貴を処刑するよう進言したっていう枢機卿のひとりか？」

「いやいや。さすがに当時は僕も幼おさなかったからねェ。まだ修しゆ行ぎよう僧そうの身だったさ。が、将しよう来らい的てきにライバルになりそうな者には消えてもらいたいと常つね々づね思っていたよ。だってそうだろう？　白しろ十じゆう字じ教きようは最さい大だい派は閥ばつだ。その頂ちよう点てんに立つのは、すなわち世界を牛ぎゆう耳じることに等しいじゃないか。きっと処刑を提てい案あんしたのも、枢機卿団内での彼の評ひよう価かがあがっていくのを怖おそれた人物だろう」

「聖せい職しよく者しやの本音が透すけてるな。反へ吐どが出る」

　拓真が吐はき捨すてた言葉を、ピエトロは鼻で笑った。

「富とみも名めい誉よも欲ほつしない人間などいない。いるとしたら、それは人の皮をかぶった豚ぶただ」

「兄貴は富も名誉も欲していなかった。だが兄貴は心の底から白十字教の教きよう義ぎに共感してた。あんたの父親のもとで世界のために働きたいって、そう言ってたんだ……それを豚だと？　ふざけるな。自分が欲よくにまみれた俗ぞく物ぶつだからって、全体を決めつけてんじゃねえよ」

「決めつけ？　違ちがうね、真理だよ」

「なにが真理だ。どれだけ屁へ理り屈くつをこねようとも、あんたのやり方は断だんじて正せい義ぎじゃない。俺にはもう見えてる。あんたは完全に自分の欲望のためだけにイシュタルと組んでるはずだ」

　拓真の断言に、ピエトロはわずかに眉まゆをひそめた。

「……どうして、そう思う？」

「口ぶりからして、あんたは、白十字教を壊かい滅めつさせたいわけじゃない」

「そうだね」

「が、もしそうなら品行方正にしていればいい。なのに悪あく魔まと取引をしている」

「……で？」

「かんたんだ。白しろ十じゆう字じ教きようには最さい大だい派は閥ばつとして存そん在ざいしていてほしくて、かつ、悪魔と取引してでも手に入れたいものがある……つまり」

　拓たく真まはひとつ区切り、低い声で続けた。

「イシュタルと組んでいるのは、己おのれの手を汚よごさずに教きよう皇こうを排はい除じよしてもらうため……あんたは、実の父親さえ排除し、教皇の座ざを手にしようとしているってことだ」

　数秒、沈ちん黙もく。そして、

「………………なるほど。素す晴ばらしい洞どう察さつ力りよくだ」

　ピエトロは肩かたをすくめ、くっくと笑みをこぼした。

「で、僕を倒たおすのかい？　ウリエルの大だい地ち干かん渉しようを破やぶれるのかな？」

「ああ」

　拓真は〝雪ゆき風かぜ〟をさやに収おさめると、すみれ色に輝かがやく右みぎ腕うでをかかげた。

「土の情じよう報ほうは〝解析アナライズ〟してある。俺にはもう効きかない」

「ふ、うふっ……あははは……意外と抜ぬけているね」

「なに……？」

「足元を見てごらん」

　視し線せんを下にさげて、拓真ははっとした。凝ぎよう固こした土ががっちりと足首を固めていたのだ。それだけではない。土の上に太い蔦つたが何重にも巻まかれている。

　これでは蔦に阻はばまれて、土に触ふれることができない。蔦、土、の順番で〝分解ブレイク〟しなければならない。そして、そんな時間の猶ゆう予よなど与あたえてもらえるはずもない。

「終わりだね」

　ピエトロは片かた手てをあげてウリエルに指令をくだそうとする。

　そのとき、

「ああ。終わりだな」

　と、拓真が笑った。

「あんたを倒たおすとは言ったが……俺が倒すわけじゃない」

「……ッッ!?」

　ピエトロの顔に影かげがかかる。〝聖霊ミスラ〟が牙きばを剥むき、急きゆう降こう下かしてきていた。

「ウリエル！」

　土と蔦の鞭むちがふたたび〝聖霊〟を捕とらえる。

　直後、〝聖霊〟の背せ中なかから人ひと型がたの影が宙ちゆうに放り出された。

「やれ……ミトラ！」

　逆ぎやつ光こうで顔は見えない。しかし正せい確かくにピエトロの頭上目がけて落下している。

「遅おそい！　薙なぎ払はらえ！」

　その人ひと影かげは、しかし、土の鞭むちによってあっさりと弾はじき飛ばされた。

　ピエトロの安あん堵どに緩ゆるんだ表ひよう情じようが、絶ぜつ望ぼうに凍こおりついたのは、そのすぐあとのことだった。

　土の鞭に薙がれて大たい樹じゆの幹みきにたたきつけられたのは、人ではなく、白いバスローブだった。

　拓たく真まとミトラが用意したのは何重もの罠わなだ。

〝分解ブレイク〟を意い識しきさせることで右手で触さわりにくい足元を狙ねらわせ、視し線せんをまず下に誘ゆう導どうし、直後に頭上から〝聖霊ミスラ〟で襲おそうことで上が本ほん丸まるだったと意識させる。だが本命はそこではない。

　そう。これらはすべて。

「はああああああッッ!!」

〝分解〟よりも〝聖霊〟よりも威い圧あつ感かんのない、とてつもなく小さな存そん在ざい。

　ミトラ本人をピエトロの背はい後ごに回らせるためのブラフだ。

　ミトラは拾いあげていた〝雷らい切きり〟をピエトロの背中にたたきこんだ。

　群ぐん青じよう色いろの魔ま力りよくがあふれ、電気が弾ける。

「──────っっっっ!?」

　ピエトロの体が痙けい攣れんし、崩くずれ落ちた。

　集中力が途と切ぎれたのか、拓真と〝聖霊〟の拘こう束そくが解とける。

〝聖霊〟は急きゆう降こう下かし、ウリエルの装そう甲こうを爪で引き裂さき、拓真は地を蹴けって疾しつ駆くし、ピエトロの顔面に拳こぶしをいれた。

「く……そっ……」

　吹ふき飛ばされながらもピエトロは、わずかに魔力を放出した。消失しつつあるウリエルが、最後の力をふりしぼって、地面に腕うでを突つき刺さす。

　土が防ぼう護ご服ふくのようにピエトロの体を包みこむ。そして、土の奔ほん流りゆうが、毬まりのようになった彼の体を押おし流していった。

　斜しや面めんの遥はるか下に消えていく姿すがたを見送って、拓真は軽く舌した打うちする。

「逃にげ足の速い奴……ミトラ、追えるか？」

「はい。〝聖霊〟に乗ればすぐに……」

　ミトラの台詞せりふは、すべて言い終える前に途と切ぎれた。

　──金きん属ぞくを擦こすり合わせるような不ふ快かいな鳴き声によって。




　全身を貫つらぬかれて停止していたはずのアズランメレフが銀ぎん翼よくをひろげて咆ほう哮こうした。

　傷きずは完全に癒いえている。それどころか、体がひと回り、大きくなっている。倒たおれていた場所の地面がごっそりとえぐれているのを見て、拓真はなにが起きたのかを即そく座ざに悟さとった。

「再さい生せい……!?　周囲の物ぶつ質しつをかき集めて体を修しゆう復ふくしたのか……！」

　アズランメレフは逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを破は壊かいすることでもとの姿すがたを取り戻もどした。それは、破壊をトリガーに修しゆう復ふくとともに肉体を膨ぼう張ちようさせる能のう力りよくの応おう用ようだったのだ。

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

　アズランメレフの口が金きん属ぞく音おんを奏かなでる。数本の木が共きよう振しん波はによってばらばらに砕くだけ散り、さっきの攻こう撃げきでもかろうじて生き残りつつも、イシュタルの人形ゆえに逃げていなかった数人の白しろ十じゆう字じ教きよう徒とたちが苦しげにうめき、倒たおれた。

　アズランメレフがぐるりと首を動かし、拓たく真まのほうを向く。

　回かい避ひ──いや。背はい後ごには日ひ南な子こがいる。避よければ彼女が死んでしまう。

　防ぼう御ぎよ──だめだ。共振波はあくまで対象を自ら振しん動どうさせる能力。〝雪ゆき風かぜ〟でも防ふせげない。仮かりに〝叡えい智ちの悪魔〟の封ふう印いんを解といたとしても、〝分解ブレイク〟で破壊することもできない。

「拓真っ、伏ふせてください！」

　ミトラが叫さけんだ。滑すべりこんできた〝聖霊ミスラ〟が拓真の盾たてとなった。

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

　不ふ快かいな音とともに放たれた共振波の攻撃は、〝聖霊〟の肉体をぶるりとふるわせる。しかし、ふるえただけだ。強きよう靭じんな肉体には傷きずひとつつかなかった。

〝聖霊〟が誇ほこる猛もう虎この胴どう体たいは現げん界かいの兵器、異い界かいの異能を問わず、あらゆる攻撃を無む効こう化かする。

　猛たけり狂くるうアズランメレフと、勇猛な雄お叫たけびをあげる〝聖霊〟が睨にらみあった。

　二体の神しん格かく級きゆうの霊れい体たいが対たい峙じし、覇は気きがぶつかりあい、凄すさまじい空くう圧あつが山を騒さわがせた。

「拓真っ、急がないと……このままだと、〝聖霊〟は耐たえられても、山が耐えられませんっ」

　共振波の余よ波はを受けて地面が軋きしみをあげる。

「くそっ。二人とも、こっちだ！」

　拓真はあわててミトラと日南子の体を抱だき寄よせた。

　足場が轟ごう音おんとともに崩ほう壊かいしたのは、その直後のことだった。
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「はあ……はあ……くっ。こんなところで終われるものか」

　背はい後ごに不吉な轟音を聞きながら、ピエトロは山の麓ふもとで足をひきずっていた。

〝雷らい切きり〟にやられた痺しびれがまだ残っているし、砂すなの衣で包んだとはいえ、急きゆう斜しや面めんをころがり落ちていけば打だ撲ぼくや骨こつ折せつは避さけられない。

　こんなはずではなかった。山中でのウリエルは他の神格級に匹ひつ敵てきする強さを誇る。神かみ喰くらいを禁じられた〝聖霊〟など完かん封ぷうできるはずだった。

「だが〝聖霊〟と逢あい沢ざわ拓真、そしてミトラルカ本人の三さん位み一いつ体たいのコンビネーション……あれを想定できなかったのが僕の敗はい因いんか……」

　結果的に百もも瀬せ日ひ南な子こにさえ不覚をとり、アズランメレフの再さい誕たんを許ゆるしてしまった。

（戦力を整えてアレを捕とらえねば）

　ピエトロの見た限かぎりでは、あの純じゆん銀ぎんの孔く雀じやくはまだ具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解とかれていなかった。ウリエルに串くし刺ざしにされながらも、息いき絶たえてはいなかったのだ。

　まだチャンスはある。あれを回かい収しゆうし、イシュタルに渡わたせば契けい約やく成せい立りつだ。

（そして奴やつが父上を殺したあかつきには……僕がイシュタルを殺す）

　ピエトロは、イシュタルに与くみしているわけではない。

　共通の目的があるわけでは、ない。

　ピエトロの頭にあるのは白しろ十じゆう字じ教きようの頂ちよう点てんに立ち、世界を牛ぎゆう耳じることのみだ。

　狙ねらいは単たん純じゆんだ。教きよう皇こうの死による世代交代。そして、教皇を殺した悪あく魔まを討とう滅めつした祓ふつ魔ま師しとして名を馳はせ、枢すう機き卿きよう団だんの圧あつ倒とう的てきな支持のもとで教皇の座ざを射い止とめる。

「ふ、うふふっ……あなたが悪いのさ、父上。平びよう等どう主しゆ義ぎなどと嘯うそぶき、優ゆう秀しゆうな人間を次々と採さい用ようし、僕以外の後こう継けい者しや候こう補ほを増ふやす……本当に、なめた真ま似ねをしてく……」

「ちっちゃいね」

「……誰だれだ？」

　ふいに聞こえてきた飄ひよう々ひようとした声にピエトロは警けい戒かいの視し線せんを向ける。

　木々の隙すき間まからすっと浮うかびあがった輪りん郭かくは法衣をまとった女性のものだ。

「B.バンデラL.ラハマサヴァトリィか……影かげ縫ぬい理事長の犬がどうしてここにいるんだい？」

　サヴァトリィは軽く肩かたをすくめた。

「これでもボクは教きよう師しだからね。不良生徒を取り締しまるのも仕事のうちなんだよね～」

「不良？　冗じよう談だんはよしてくれ」

「冗談なものか」

　今度はいけ好かない男の声。サヴァトリィのうしろから足音が近づいてくる。

　現あらわれたのは黒の祭服と金きん髪ぱつの美少年──暁あきらだった。

　ピエトロは頬ほおをひくりと痙けい攣れんさせて暁を睨にらみつける。

「暁……これはいったいなんのつもりかな」

「オレは、貴き様さまが伯お父じ上うえへの謀む反ほんを目もく論ろんでいると確かく信しんしていた。児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんの犯はん人にんが捕つかまってもなお、百瀬日南子を諦あきらめなかった場合、必ずしっぽをつかめると思っていた」

「暁はいつもそうだね……根こん拠きよのない話をいきなりはじめて枢機卿団を混こん乱らんさせ、父上をたぶらかし、教団の決定にいちいち口をはさんでくる」

「根拠は、ある。終末が迫せまり、白十字教が滅ほろびたとき。もっとも不ふ審しんな動きをしていたのは貴様なのだからな、ピエトロ・プルトーネ」

「白十字教が滅びた？　ふ、うふふっ、またお得意の占うらないかい？　神しん託たく機き械かいの預よ言げんならいざ知らず、一個人の妄もう言げんが信を得られるとでも？　未来予知の能のう力りよくを持った霊れい体たいなど存そん在ざいしないし、天然の超ちよう能のう力りよくなんてものはもっと浮うき世よ離ばなれした発想だと思うがね」

「ふん。好きに喚わめけ。いずれにせよ、しっぽを見せた貴き様さまの負けだ」

　暁あきらが言い放ち、一歩、前に出る。

「ウリエル！」

　ピエトロはすぐさま具ぐ象しよう魔ま術じゆつを展てん開かい。瞬しゆん時じに顕けん現げんしたウリエルが極太の腕うでを地面に刺さした。

（マスティマの能力は知っている。あれは敵てき意いを向けた相手を自じ滅めつに追いこむ催さい眠みん攻こう撃げき。ゆえに、それそのものに意思のない土の攻こう撃げきは防ふせげない）

　しかし、そのとき、ピエトロにとって想定外の出来事が起きた。

　山が、ウリエルの干かん渉しように応こたえなかったのだ。しん、と、静かな森がそこにあるだけ。

（馬ば鹿かな……）

　ピエトロが愕がく然ぜんとする。なにが起きているのかわからない。

「能力が発動してから止めるのは大変だけど、発動する前だったらけっこーかんたんだなぁ」

　サヴァトリィの声に、ピエトロははっとした。

　巨きよ大だいな仏ほとけの姿すがたが、彼女の背はい後ごにぼうっと浮うかびあがっている。

　そこには厳げん格かくな顔と筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体を誇ほこる蓮れん教きようの仏──不ふ動どう明みよう王おうが立っていた。

「万ばん物ぶつをあるがままに留とどめ、有う為い転てん変ぺんを許ゆるさない……まあかんたんに言っちゃうと、この子は自然干渉される前に、干渉先を予約してロックしちゃえるってこと」

　サヴァトリィが教きよう師しのように指を立てて解かい説せつした。

　直後、マスティマの大おお鎌がまがウリエルの胴どう体たいを真っ二つに切り裂さいた。

「ふん……ッ」

　暁が細剣レイピアを抜き、ピエトロに肉にく薄はくした。

　ピエトロは退しりぞこうとするも、全身に激はげしい痛いたみを覚えて、膝ひざを折る。打だ撲ぼくと骨こつ折せつに悲鳴をあげる体に鞭むちを打って、引きずるように逃にげようとする、その肩かたを、暁が蹴けった。

「ぐっ……ああっ……暁ァ……！」

　憎ぞう悪おと痛みに歪ゆがむピエトロの顔の横に細剣が突つき立った。

　細剣が首のわずか数ミリをかすめ、ピエトロは息を呑のんだ。

「オレの勝ちだ。雑ざ魚こめ」

　暁は、教きよう皇こうの息子を見くだして、そう言い放った。
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「どうしたもんかな」

　拓たく真まは樹じゆ上じようから空を見あげて、途と方ほうに暮くれたようにつぶやいた。

　視し線せんの先、山さん頂ちようのほうで、アズランメレフが純じゆん銀ぎんの翼つばさをはためかせて飛び回っている。

　狂くるったように金きん属ぞく音おんをかき鳴らしているだけで、どこを目指すでも、なにをするでもない。

　そのまま上空に留とどまっていてくれればなんの問題もない。しかし、いつ気まぐれで鳴なる神かみ市しのほうへ移い動どうするかわからない。

　街に向けて共きよう振しん波はを放たれればとんでもない混こん乱らんが引き起こされてしまうだろう。

　どうにかしなければ。どうにか……。

　木の幹みきをすべるように下におりて、木のうろで丸まっていたミトラたちのもとへ戻もどる。

　ミトラが顔をあげて、思案顔で口をひらいた。

「〝聖霊ミスラ〟を向かわせますか？　〝聖霊〟ならあの声の攻こう撃げきを無む効こう化かできますし」

「いや、話はそうかんたんじゃない」

　拓たく真まは首を振ふった。

「中ちゆう途と半はん端ぱに倒たおしてもまた再さい生せいされるだけだ。しかも再生のたびに大きくなるとすれば、いつか〝聖霊〟でも抑おさえられなくなるかもしれない」

「どうしても……どうしても手がないのであれば……神かみ喰くらいで……」

　ミトラが真しん剣けんな声こわ音ねで言う。

　拓真は咎とがめるような口調でさえぎった。

「いや。すべてが終わったあとにおまえが処しよ刑けいされるような方法は認みとめられねえよ。それなら俺が封ふう印いんを外して……」

「それこそ、だめですっ」

　ミトラは頬ほおをふくらませて、強く言い放った。

「拓真だって人のことを言えません。自じ己こ犠ぎ牲せいが過すぎます」

「俺は、自分を大切にしたところで、その先なんてなにもない。でも、おまえは違う」

　拓真は拳こぶしを握にぎりしめる。ここ数日の間、胸むねにたまり続けていたことを吐はき出した。

「ミトラには祓ふつ魔ま学がく園えんを卒業したあとにやることがたくさんある。信者をちゃんと導みちびいてやる義ぎ務むがある。だから、ここは俺がやる。俺には失うものはなにもないか──」

　ぽかっ。

「……ら……な……？」

「拓真はばかです」

　ぽかっ。ぽかっ。

「スイカの言ってたとおりです。拓真は、ばか……です」

　ぽかぽかと拳が胸を打つ。まったく痛いたくない、あまりにも弱すぎる拳。

「やっぱり悩なやんでいたんじゃないですか。わたしは何度も訊ききました。悩んでいませんか、と。でも拓真はなんでもないと言うだけで、大事なことはなにも教えてくれませんでした」

「教えたところでどうにもならないだろ。だいたい俺の考えてることなんか知ったところで」

「そんなにわたしのことが信用できないのですか？」

「そういう話をしてるわけじゃ──」

「同じことです。日ひ南な子このことで生徒会が動いていることも、拓たく真まはあらかじめ知っていたはずです。考えがあってのことなのはわかっています。それでも、そうやって拓真がひとりで抱かかえていると、わたしだけが置いて行かれるようで……とても、痛いたいのです」

　ミトラは胸むねを押おさえて、心の底にわだかまったものを吐はき出すように言った。

　それから拓真の胸に顔を押おしつけて、くぐもった声を出す。

「寂さびしいことを言わないでください。拓真は自分の人生を呪のろう必要なんてありません。わたしは、拓真が羨うらやましいです。拓真には大切な誰だれかを護まもれる力がある──それは、わたしが、欲ほしくて欲しくて仕方がなかったものなのですよ」

　拓真ははっとした。

　ミトラは大切な家族を、一族を、皆みな殺ごろしにされている。〝聖霊ミスラ〟などという禁きんじられた力ではなく、仲間のために思いきり振ふるえる力を誰よりも強く求めている。

「拓真は、わたしが〝聖霊〟を暴ぼう走そうさせてしまいそうになったとき、『生きろ』と言ってくれました。わたしはいまでもちゃんと憶おぼえています。だって、あのときから……」

　ミトラは、すこしためらうような間をあけた。

　体がかっと熱くなり、耳まで赤くなっている。

「そ、それはいいのです」

　そう言って、ミトラは言葉をにごした。

「と、とにかく。そうやって気にかけてくれるくらいに……ただの護ご衛えい対たい象しようとしてじゃなくて、こう、友達とか、そういうふうに見てくれる気がちょっとでもあるのなら……先にはなにもないなんて、寂しいことを言わないでください」

　ミトラがきゅっと体を締しめつけ、精せい一いつ杯ぱいに心の丈たけを話した。

　すこしだけ潤うるんだ緋ひ色いろの瞳で見あげてくる。

「…………わかったよ」

　真しん摯しな視し線せんから逃にげるように目をそらして、拓真はぽつりと謝あやまった。

「たしかにひとりで突つっ走りすぎてたかもしれない」

　誰かと特別な関係になることは許ゆるされない。呪のろいのもたらした自じ制せい心しんが、「誰かとどうにかなる」という選せん択たく肢しを無む意い識しきに排はい除じよしていたのかもしれない。

　実家には家族がいる。学園では暁あきらや虎こ太た郎ろうといった、仲が良いとは言えないながらもそれなりに交流している級友がいる。幼おさななじみの翠すい花かや世話になっているサヴァトリィ。偶ぐう然ぜん、知り合いになった日南子。

　そして、ミトラ。

　なるほど。たとえ厄やつ介かいな呪いが導みちびいた出会いだったとしても。その呪いで誰かを救うことができて、そこでできた縁えんがその先につながるのだとすれば。

　悪くはない……かもしれない。いまはまだ強く考えることはできないが。

「約束する。もう二度と自じ己こ犠ぎ牲せいっぽいことは言わない」

　拓たく真まが断だん言げんすると、ミトラは表ひよう情じようを輝かがやかせた。

「はいっ」

「その代わり、おまえもだからな。破やぶったら〝雪ゆき風かぜ〟ででこをたたく」

「ううっ……き、気をつけます」

「しかし、どうしたもんかな」

　拓真は頬ほおを掻かいてぼやいた。

「封ふう印いんも解とかずに〝聖霊ミスラ〟の神かみ喰くらいも使わない。それでアズランメレフを倒たおすには……」

「空くう間かん転てん移いも神かみ風かぜもすでに聖約書テスタメント・ロールによって規き制せいされていますし……」

　ミトラもううむとうなる。

「ねえ。熱ねつ烈れつ密みつ着ちやく中ちゆう申し訳わけないけど、そろそろ発言していいっぽい？」

「えっ。はわっ!?」

　日ひ南な子こがじーっと眺ながめていたことに気づいて、ミトラはあわてて拓真から離はなれた。

　べつにそのままでいいのに、と苦笑する日南子。

「な、な、なにかアイデアがあるのですか？」

　ミトラは真っ赤になり裏うら返がえった声で訊きいた。

　日南子はうなずき、拓真とミトラを交こう互ごに見やった。

「拓真っちは、さっきああ言ってくれたけど、やっぱりこれはあたしの責せき任にんでもあると思う」

「そんなことは……」

「最後まで聞いて。あたしはけじめをつけなくちゃいけないんだと思う。そうしないと、また前みたいにまっすぐ夢ゆめに向かうことなんてできないもん」

　日南子は笑い、ミトラに手をのばした。

「あたしを信者にしてよ」

「百もも瀬せ……おまえ本気で言ってるのか？」

「もちろん。このまえ洋館に呼よんでくれたとき、一いつ緒しよにごはんを食べながら、話したでしょ？　ミトラっちは信者を増ふやすことで〝聖霊〟の新しい力を覚かく醒せいできるって」

「でも……わたしにも、どんな能のう力りよくが覚醒するのかわかりません。現げん状じようを突とつ破ぱできるかどうか、アズランメレフに通じるかどうかも……」

「やってみる価か値ちはあるでしょ？」

　ミトラは静かに首を振ふる。

「お気持ちはありがたいです。ですが、やはりだめだと思います。心の底から信じたいと思わなければ、〝聖霊〟は応こたえてくれませんから」

「思うよ。心の底から」

　日ひ南な子こはそう言って、ミトラの手を取り、自分の胸むねに押おし当てた。

「心しん臓ぞうがね、すごく速く鳴ってるでしょ。怖こわいんだ、あたし。自分が邪じや教きようの関係者だって思い出して、あんな怪かい物ぶつをよみがえらせちゃって……このままじゃいられないの。不安で不安で仕方ないの……マイトレヤ教は、こんなあたしを導みちびいてはくれないの？」

「日南子……」

　うつむいて声をふるわせる日南子を、ミトラはそっと抱だき寄よせた。

　そして、聖せい母ぼのごとく優やさしげに髪かみを撫なでる。まるで一枚まいの絵画のような光景だった。

「わかりました。日南子が真しん摯しに望むのであれば……マイトレヤ教が救いになります。そしてこちらからもお願いします──わたしの、信者になってください」

　そう言うと、ミトラは日南子の頭に手を当てて、静かに瞑めい目もくした。

　唇くちびるがなんらかの呪じゆ文もんを紡つむぐ。

　すると全身から群ぐん青じよう色いろの魔ま力りよくがあふれだし、ミトラと日南子の二人を包みこんだ。

　日南子の体からも橙だいだい色いろの魔力がもれる。一いつ般ぱん人じんレベルのほんのわずかな量の魔力だ。

　両者の魔力が混まざりあい、うねり、渦うず巻まく。

　交信するかのように。互たがいに存そん在ざいを認にん識しきしあうかのように。

　やがてミトラは目をあけると、ぽつりとつぶやいた。

「──あなたの信心、たしかに受け取りました。日南子、ありがとうございます」

　そして、拓たく真まへと視し線せんを向けて、

「日南子の位い階かいは太陽の使者。その力の詳しよう細さいも〝聖霊ミスラ〟から授さずかりました」

「……どうだった？」

「太陽の使者はすべての霊れい体たいを従じゆう属ぞくさせる縛しばりの力──わたしたちの勝ちですよ、拓真」




　　　　＋　＋　＋




　アズランメレフは金きん属ぞく音おんを発しながらひたすらに空を旋せん回かいしていた。その頭には理性などというものは搭とう載さいされていない。憎にくき敵てきを滅めつせよ。滅せよ。滅せよ。呪のろいの言葉が思考を永えい劫ごうにループするだけだ。

　鳴なる神かみ市しの街まち並なみをまだ認にん識しきしていないのは偶ぐう然ぜんだ。認識していれば、即そく座ざに降こう下かし、共きよう振しん波はであらゆるものを破は壊かいし、人々を殺し尽つくしただろう。

　常つねであれば銀ぎん孔く雀じやくの眼がん光こうは目ざとく獲え物ものの集落を捉とらえていたはずだ。

　だが、数分前の強者との邂かい逅こう──〝聖霊〟との衝しよう突とつがアズランメレフを狂くるわせていた。

　己おのれの声で壊こわせぬ相手などいない。それは本ほん能のうに刻きざまれた情じよう報ほうだ。その共振波能力を受けて、無む傷きずで済んだ霊体。そのイレギュラーな存そん在ざいにアズランメレフは困こん惑わくしていたのだ。

　ふいに、がちりと音をたてて首を動かし、眼下に目を向ける。

　圧あつ倒とう的てきな気け配はいが急きゆう上じよう昇しようしてくる。

〝聖霊ミスラ〟だ。

　アズランメレフは純じゆん銀ぎんの嘴くちばしをひらき、歓かん喜きとも畏い怖ふともつかない慟どう哭こくをあげる。

　漆しつ黒こくの翼つばさを力強く羽ばたかせ、飛ひ翔しようする〝聖霊〟に、銀ぎん孔く雀じやくは真っ向勝負をしかけた。ぐるりと身をひねり、眼がん下かに向けて、共きよう振しん波は発生の声を放つ。

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

〝聖霊〟の体が振しん動どうし、一いつ瞬しゆんだけ動きが鈍にぶる。

　アズランメレフはその隙すきを逃にがさない。

　沈しずむような降こう下かを見せて〝聖霊〟の背せ中なかに取りつき、三みつ又またの足で鴉からすの羽をがしりとつかむ。

〝聖霊〟が苦しげに吼ほえた。暴あばれ狂くるい、アズランメレフを振ふり落とそうとする。

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

　その頭上からアズランメレフは矢や継つぎ早ばやに共振波を浴あびせた。

　すべてを無む効こう化かするはずの体が再さい三さんの攻こう撃げきにさらされて、いよいよ軋きしみをあげはじめた。これさいわいとばかりに、追つい撃げき、追撃、追撃。音の波状攻撃。〝聖霊〟がもがき、痙けい攣れんする。

　異い変へんが生じたのはそのときだった。

〝聖霊〟を構こう成せいする象しよう徴ちよう的てきな部位のひとつ──双そう頭とうの蛇へびの尾おがプラズマめいた光を放った。

　かっ、と眩まばゆいばかりの光を放ち、双頭の蛇はその形を変じていく。

　ぬめった鱗うろこの肌はだはがちりと冷たい硬こう質しつな感かん触しよくに。その胴どう体たいは長く長くのびていく。

　──鎖くさり。

　双頭の蛇は金色に輝かがやく鎖へと変じていた。

　鎖はぎゅるんとうなり、純銀の胴に巻まきついた。アズランメレフは銀ぎん翼よくで大きく空気をたたき、上昇することで鎖を振ふり切ろうとする。だができない。アズランメレフはその原げん因いんを検けん索さくする。理性を持たない銀孔雀だが、戦せん闘とうにおける状じよう況きよう分ぶん析せきをする機き能のうは備そなえていた。

　鎖の強度が原因ではない。たしかに強きよう靭じんな鎖ではあるが、アズランメレフの膂りよ力りよくならば容よう易いに振り切れるはずだった。

　それなのにできないのは、鎖の持つもうひとつの機能だ、と銀孔雀は確かく信しんする。

　従じゆう属ぞくせよ。従属せよ。

　圧あつ倒とう的てきな王の声が本ほん能のうに侵しん蝕しよくしている。

　傅かしずかねば。傅かねば。

　体は抵てい抗こうをやめてすべてを〝聖霊〟に委ゆだねようとしている。

　アズランメレフは危き機きを感じた。すると、いきなり体がぱりぱりと剥はく落らくをはじめた。

　べろりと剥はがれたのは体表を覆おおっていた純銀である。純銀の皮ひ膚ふが剥がれると、内側から、ひと回り小さくなったアズランメレフがずるりと抜ぬけ出した。

　さながら脱だつ皮ぴだ。

　アズランメレフは衣い装しよう係がかりの異い名みようをとる霊れい体たい。再さい生せい能のう力りよくは周囲の物ぶつ質しつをかき集め、さながら衣をまとうようにして修しゆう復ふくする力。そしてこれは、その衣を脱ぬぐことで拘こう束そくや能力による干かん渉しようから回かい避ひする力だ。

　鎖くさりに囚とらわれた抜け殻がらを残して、アズランメレフは逃にげた。〝聖霊ミスラ〟と正面から戦ってはならない。そんな本能の叫さけびに従したがって、空をすべるように地上を目指す。

　目標は〝聖霊〟の契けい約やく者しや。地上でこの最強の霊体を操あやつっているであろう銀ぎん髪ぱつの少女だ。

〝聖霊〟が追いすがる。黄金色の鎖がふたたび銀ぎん翼よくを捕とらえる。しかしこちらもまた衣を剥はぐことで回避する。

「はわっ!?」

　銀髪の少女、ミトラが悲鳴をあげる。脱だつ皮ぴしたアズランメレフの抜け殻が地面に落下したのだ。あわや直ちよく撃げきというタイミングだったが、ミトラはとっさに背はい後ごに避よけていた。

　しかし体たい勢せいを崩くずして、しりもちをついている。

　勝機とばかりにアズランメレフは嘴くちばしをひらいた。心しん臓ぞうに異い常じような共きよう振しん波はを起こし、心停止させる──必殺の力がミトラを襲おそう。

　その、刹せつ那な。

「はああああああああああああああああ!!」

　ミトラの眼がん前ぜんに立った拓たく真まが裂れつ帛ぱくの気合いとともに〝雪ゆき風かぜ〟を一いつ閃せんした。

　風ふう神じんの加か護ごを受けた刃やいばが空くうを切る。しかし音波を発し対象に共振波を発生させる能力は、風の刃ごときで防ふせげるものではない。無む駄だなあがきのはずだ。

「kyyeiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii!!」

　放たれる。一いち撃げき必殺の音の攻こう撃げきが。

　しかし、拓真もミトラも体に異常をきたした様子はない。

　それどころか拓真は口元に笑みさえ浮うかべてみせた。

「無駄だよ。音波は真空を伝わらない。風の刃は一時的に真空も生み出せる」

　アズランメレフは驚きよう嘆たんしたように甲かん高だかい声をもらす。

〝聖霊〟につづき、またしても能力を防がれた。ありえない事じ態たいを前に混こん乱らんが深まる。

「終わりだ」

　困こん惑わくの隙すきをついて黄金の鎖がアズランメレフを緊きん縛ばくした。

　アズランメレフは従じゆう属ぞくしたい意思に抗あらがうように最後の力を振ふり絞しぼって地上に突とつ進しんする。

　圧あつ倒とう的てきな質しつ量りようをもって拓真とミトラの二人を圧あつ殺さつするつもりなのだ。

　封ふう印いんの数珠じゆずをはずさない限かぎり、〝解析アナライズ〟から〝分解ブレイク〟までのタイムラグをゼロにしない限り、拓真にこの攻撃を避けるすべはない。

　はずだった。

　しかし拓真の右みぎ腕うでは、すでに〝解析〟を完かん了りようした証あかし──すみれ色の光を発していた。

　アズランメレフは理り解かいできない。それを理解するだけの知ち能のうがない。

　もしも知能があるか、あるいは制せい御ぎよする契けい約やく者しやが存ぞん命めいだったならば。

　脱だつ皮ぴのさいに残った抜ぬけ殻がらがアズランメレフ本体と同一の魂の情報パーソナルデータを持っている、という、ごく当たり前の可か能のう性せいに気づけたかもしれない。

「考えてみればあんたも可か哀わい想そうな奴やつだったな。〝解析アナライズ〟で本ほん質しつを見せてもらったからわかる。あんたは本能に忠ちゆう実じつに生きてるだけで、悪しき心があるわけでも凶きよう暴ぼうな本ほん性しようを持ってるわけでもないもんな」

　拓たく真まは急きゆう降こう下かしてくるアズランメレフに向けて右手を突つき出した。

「だが、あんたが生きてると困こまる人間がいるんだ。そいつはミトラの、数少ない友達なんだ。だから」

　純じゆん銀ぎんの嘴くちばしとすみれ色の腕が交こう錯さくする──！

「そいつの未来に邪じや魔まな存そん在ざいは──消えろ！」

　凄すさまじい光が拡かく散さんする。

　強いすみれ色の光が日の沈しずみかけた山を明るく照らす。

　そして。

　嘴が砕くだけ。

　翼つばさが塵ちりとなり。

　足は崩くずれ。

　胴どう体たいは灰はいとなり。

　断だん末まつ魔まのような甲かん高だかい金きん属ぞく音おんを残して、アズランメレフは跡あと形かたもなく消え去った。
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「綺き麗れいな花火だねー。さっすが拓たく真まくん、禁きん忌きを犯おかさずにクリア、かな」

　指で輪っかを作り望ぼう遠えん鏡きようの代わりとしていたサヴァトリィがおちゃらけた声で言った。

　場所は山の麓ふもと。一本の木の上。ピエトロを拘こう束そくして車の中に詰つめてから、サヴァトリィと暁あきらは、この場所で拓真たちの戦いの行方ゆくえを見守っていた。

　加か勢せいに行かなかった理由は単たん純じゆんだ。サヴァトリィも暁も足手まといにしかならないと自覚していたのだ。アズランメレフの力は遠目にもわかるくらいに規き格かく外がいだった。

「んじゃボクたちも撤てつ退たいしよっかねー」

　サヴァトリィが樹じゆ上じようから飛び降おりる。

「待て」

　すると、その首くび筋すじに細剣レイピアの切っ先が添そえられた。

　サヴァトリィは目をすっと細めて、暁に意味深な視し線せんを送る。

「この細剣はなにかなぁ色男くん」

「ここではっきりさせておきたい。影かげ縫ぬいの犬。貴き様さまらはなにを企たくらんでいる？」

「ん？　翠すい花かちゃんになにか吹ふきこまれたのかな？」

「オレは独どく自じに調べあげた。祓ふつ魔ま学がく園えんと影縫、そして聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫の秘ひ密みつを」

「……へえ？　やるね。どこまで突つき止めたのか、お姉さん興きよう味みあるなー」

　サヴァトリィの声こわ音ねが真しん剣けん味みを帯びた。

　暁は表ひよう情じようを変えずに続ける。

「聖職者協会の書庫には異い界かいの書物が保ほ管かんされている。現げん界かいと異界の叡えい智ちが集う場所。そして影縫は、影の書を現界の財ざい産さんとして縫ぬい止める者──すなわち司し書しよであり、書庫への鍵かぎそのものというわけだ」

　一いつ拍ぱく置いて、暁は鋭するどく言い放った。

「〝叡智の悪魔〟は、ここに囚とらわれている」

「……！　ははーん。なるほど。全部わかってるわけだ、キミには」

「全部はわかっていない。貴様らの行動原理がまったくわからん。貴様らは〝叡智の悪魔〟の所しよ在ざいを知っているし、書庫を管理する立場の人間だろう。何な故ぜ、逢あい沢ざわ拓たく真まにその情報を秘ひ匿とくし、白しら々じらしく中立を演えんじている？」

「二つ、誤ご解かいがあるかな」

　サヴァトリィは指を一本立てた。

「まずひとつ目。ボクらは本気で〝叡えい智ちの悪魔〟の居い場ば所しよを知らない」

「白しら々じらしい。オレはくだらん噓うそは嫌きらいだ」

「いやホントだよ。というか、書庫はキミが考えているような整然とした空間じゃないんだ。書庫にいるのはわかってても、その中のどこにいるかはわからない。歴代の聖せい人じんが書庫の奥おく深ふかくにしまっちゃってるからね」

「……逢あい沢ざわが過か去こに会ったヴィオレッタというのは？」

「断だん章しよう──まあ、ページの一枚まいかなにかを外に飛ばしたんだろうね」

　サヴァトリィはため息をつき、二本目の指を立てる。

「で、もういっこね。ボクらは中立ではなく、本当にマイトレヤ擁よう護ご派はだよ」

「では何な故ぜ、逢沢に噓をついている？　どうして有事のさいにミトラルカを抹まつ殺さつするように、仕向けている？」

「キミはもう答えを得ているんじゃない？」

　サヴァトリィの問いに暁あきらは間かん髪ぱついれずに答えた。

「最後の七日間……か」

「そう。キミはべつの方法でその事実を知ってるみたいだけどね。ボクらは聖せい職しよく者しや協きよう会かいの持つ神しん託たく機き械かいを信じる派は閥ばつでもあってね……神託機械は不ふ吉きつな詩を残したまま、今年いっぱいで、未来の予よ測そくをやめてしまったんだよ。だからボクらはきたるべき危き機きに備そなえてミトラちゃんを生かそうとしてるんだけど……やっぱり、あの二人は、二人とも危き険けんな存そん在ざいだってことは変わらない」

「だから、相そう互ごに監かん視しさせあい、抑よく止し力りよくにしようと？」

「そんなトコロ。満足かな、色男くん？」

「ふん。食えない女だ」

　暁は鼻を鳴らして細剣レイピアを引っこめた。

「素す直なおに剣を引いたね。ボク、けっこー信用されてる？」

「貴き様さまらは真理に近づきすぎた人間を殺すようなスタンスでは動いていない。そもそもそのつもりがあれば、オレが質しつ問もんをはじめた時点で貴様はオレを殺せたはずだ」

　忌いま々いましげに言って、暁は踵きびすを返した。

「利り害がいも一いつ致ちしている。お互たがいに邪じや魔まにはなるまい。あとは手て駒ごまを増ふやして最後の七日間を待つだけだ」

「それなんだけどね、色男くん」

　サヴァトリィがやや深しん刻こくそうな声で暁を呼よび止める。

　暁は足を止め、耳をかたむけた。

「神託機械の動きがすこしおかしいんだよね。ミトラちゃんを生かした影えい響きようかもしれないんだけど……最後の七日間は、年末じゃないかもしれない」

「なに……？」

　暁あきらは眉まゆをひそめて振ふり返る。それは暁がまったく見たことのないパターンだ。

　そこまでの道みち筋すじは数多あまたあれど、最後の七日間は必ず同じタイミングで起きていたのに。

「ソレを引き起こす元げん凶きようが予定を早めているのかもしれないね」

「銀ぎん髪ぱつが死んでいたからこそ、年末まで時を待っていた、ということか」

「可か能のう性せいはあるね。ミトラちゃんが生きてるために急がなければならなくなる……とか」

「たしかにメンゲルの事じ件けんの後、オレにとってイレギュラーな事件が立て続けに起こっている。今回のピエトロの件もそうだ。奴やつはいままでの繰くり返しではしっぽを見せてこなかった。この事件もなかった。それに〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルと、第二の〝聖霊ミスラ〟という言葉も気になる。オレが見た、七の怪かい物ぶつとは、この第二の〝聖霊〟のことなのかもしれん」

「オリヴィアとノエリアによると、ソレを完成させるには途と方ほうもない量の人ひと柱ばしらが必要だって話だけど。もしかして、その手順を無む視しできる方法を奴らが発見した……とか？」

　サヴァトリィは低い声で告げる。

　二人の間に妙みような沈ちん黙もくが横たわった。

「……なんてね」

　やがてサヴァトリィがからっとした笑みをこぼした。

「まっ、なるようになるんじゃないかなー。時がきたらキミもよろしくね」

　軽けい薄はくに差し出された手を暁は不ふ機き嫌げん顔がおで取った。

「いいだろう。貴き様さまらも実力的には申し分ないからな」

　そのとき、冷たい滴しずくが二人の手にぶつかった。




　　　　＋　＋　＋




　雨が降ふってきた。

　梢こずえからしたたる雨あま粒つぶを眺ながめながら、明るい茶ちや髪ぱつの少女がつっ立っている。赤のテンガロンハットと洒落しやれた服で着き飾かざった派は手でな印象の少女だ。

「あらー、あらら。あららら。これ強くなるね」

　そう言って、日ひ南な子こが振ふり返る。

「着き替がえが必要ならウチのバイト先に寄よってく？　安くしないけど」

「ケチくさい一言を付け加えるな」

　拓たく真まがあきれたように返した。

　拓真はいま、湿しめった地べたに、仰あお向むけに倒たおれている。

　長い緊きん張ちようから解かい放ほうされたことで、一気に疲ひ労ろうが押おし寄よせてきたのだ。長時間の逃とう亡ぼうと戦せん闘とうの連続は鍛きたえている身とはいえ、つらいものがあった。

　ミトラもドレスワンピースの裾すそが汚よごれるのもいとわず、ぺたんと座すわりこんでいる。

　緋ひ色いろの瞳ひとみには複ふく雑ざつな感かん情じようが同どう居きよしていた。

「日ひ南な子こ……本当によかったのですか」

「ん？　なにが？」

「マイトレヤ教の信者になったことです。わたしは嬉うれしいのですが……日南子は、霊れい体たいが怖こわかったり、拓たく真まと同じように宗しゆう教きようそのものが嫌いやなのではと……」

　ミトラは上うわ目め遣づかいでおずおずと言った。

　日南子は、んー、と唇くちびるに指を添そえて、

「これはたぶん乗り越こえなくちゃいけないことだったんじゃないかな」

　と言った。

「ミトラっちに急ぎすぎてるって言われたでしょ？」

「あっ、すみません。偉えらそうに……」

「いいっていいって。あれホントだからさ。ずーっとつきまとってた不安から逃にげるために、夢ゆめを言い訳わけにしてた気さえするんだよね。その結果が今回のことにつながったんだと思う」

　日南子は照れ臭くさそうに鼻の下を指でこすった。

「いまならもっと素す直なおに、まっすぐに、服ふく飾しよくスタイリストの夢を目指せる気がするんだよね。夢を追いつつ、ミトラっちの夢も応おう援えんして、ときにはマイトレヤ教の教えに救いを求める……こういうのも素す敵てきだなーって思っちゃった」

「日南子……」

　ミトラが感かん極きわまったような声をもらす。

　心なしか緋ひ色いろの瞳ひとみが潤うるんでいるように見えた。

「拓真っちも、ありがとね」

　日南子はふいに拓真のほうを向き、ぱちん、とウインクしてみせた。やや強くなってきた雨のせいでマスカラがにじんでいて、パンダみたいになっているのがすこし笑いを誘さそう。

「拓真っちにはなんか数年越ごしに助けられちゃった～みたいな感じもするんだよねー」

「なにわけわかんないこと言ってんだ」

「あはっ。ごめんごめん。拓真っちの運命の相手はミトラっちだもんね～」

「ひ、日南子っ!?　だからわたしたちはそういう関係じゃないんですってば～」

　ミトラが腕うでをぱたぱたと振ふって否ひ定ていする。

「そこまで全力で否定するほど嫌いやか？」

　と、拓真が意地悪く問うと、

「ええっ!?　い、いえ、けっして嫌なわけでは。むしろ──って、わ、笑ってる!?　ひ、ひどいです。からかっているのですか……っ」

　ミトラは表ひよう情じようをころころと変えて反はん応のうした。

　拓たく真まは右手首の数珠じゆずを軽く押おさえて、目を細める。

〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタの呪のろい。この厄やつ介かいな呪いのせいで人生の半分を浪ろう費ひすることとなり、呪いを解といたあとの人生もまったくイメージできずにいた。

　けれどミトラの言うとおり、この呪いはミトラとの出会いのきっかけであり、ミトラの命を救った力でもある。

　そしていま、ミトラの信者をひとり増ふやし、日ひ南な子こというひとりの少女を救った。

　そう考えれば、自分が呪われたことにも、わずかながら意味を見み出いだせる気がしないか？

　ぽかぽかと拓真の胸むねをたたき、からかわないでください～と訴うつたえるミトラを眺ながめながら思う。

　ああ──なるほど。もしかしたら、これが。いま感じているこれこそが。

　そういう感かん情じよう、なのかもしれない、と。

　なにかを暗あん示じするような曇どん天てんの空からいくつもの雨あま粒つぶが降ふり注ぐ。

　顔にぶつかる冷たい感かん触しよくと、胸にぶつかる軽い感触を浴あびながら、ぽつりとつぶやく。

「悪くない、な」

　いじけたようにむくれるミトラや、微ほほ笑えましそうににやけ面づらを浮うかべる日南子をよそに。

　拓真は人知れず笑みをこぼしていた。
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　　　あとがき




　大人おとなになるということと「服」には切っても切れない関かん連れん性せいがあると思いませんか。

　私し服ふくの小学校から制せい服ふくの中学・高校（もっとも、これは人によって違ちがう場合もありますが）に進学し、大学進学時には化け粧しようや清せい潔けつ感かんやお洒落しやれを意い識しきするようになってみたり、社会人になれば仕事場や畏かしこまった場でスーツを着たりします。意識が変わるから服が変わるとも言えるかもしれませんが、私は服が変わることで服に合わせて大人の階かい段だんをあがることができるのだと考えているのです。（だってほら家でパジャマ姿すがたでぐだぐだしていると本当にダメだな自分って自じ己こ嫌けん悪おに襲おそわれますし）

　と、いうわけで、シリーズ三巻かんのテーマは「大人になること」と「服」です。

　この巻で登場するアズランメレフという霊れい体たいは元ネタの悪あく魔まがサタンの洋服係と言われていますし、新キャラの百もも瀬せ日ひ南な子こは服ふく飾しよくスタイリスト志し望ぼうでブティックでバイトをしている少女です。日南子の登場や事じ件けんを通して、拓たく真まが呪のろいを解といたあとの「未来」について考えるようになっていきます。

　余よ談だんですが三み河かわは服に無む頓とん着ちやくな人間です。なのでちょっとおしゃれなファッションに敏びん感かんな女の子を書くにあたってSeven●eenとかピチ●モンとかナ●ュリラとか小悪●アゲハとか読みあさりました。正直、「男性趣しゆ味み」コーナーに置いてある雑ざつ誌しを買うより恥はずかしかったです。

　本当にどうでもいい話でした。すみません。




　さて、拓真のミトラへの感かん情じようはこれからどうなるのか、今回でちょっとアレなフラグが立ちつつあるあの人物たちはどうなってしまうのか……。

　それらが収しゆう束そくしていくのを楽しみにしていただければと思います。




　謝しや辞じです。

　担たん当とう編へん集しゆうはじめこの本の出版に携たずさわった関係者の皆みな様さま、いつも本当にありがとうございます。

　イラストのukyo_rstさんもキャラや霊体など素す晴ばらしい絵をありがとうございます。

　そしてなによりもいま読んでくれている読者の皆様に最さい大だい限げんの感謝を！

　拓真やミトラや翠すい花かや暁あきらやルナといった登場人物たちの物語に、もうすこしだけお付き合いいただけるとさいわいです。





三河ごーすと
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三み河かわごーすと

１９８８年生まれ。所属宗教なしの小説家。

無類の映画好きで特にアクションシーン豊富な洋画を好む。今回、逃亡劇を書いてみたのも完全な趣味。
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ukyo_rst

このところ、ひどい頭痛と目の疲れに悩まされ「何か大きな病気なのでは？」とビクビクしていたらメガネが滅茶苦茶歪んでいただけでした。治りました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三河ごーすと先生」係

「ukyo_rst先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





祓ふつ魔ま学がく園えんの背教者ミトラルカIII




─邪じゃ教きょう再さい臨りん─








三み河かわごーすと





発　行　　　　2014年7月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 GHOST MIKAWA





※2014年4月10日発行の電撃文庫『祓魔学園の背教者III ─邪教再臨─』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/t001.jpg
oy





item/image/t003.jpg
?EE
%w Pl RBRRE W‘





item/image/t002.jpg
Fa ans "
% R REERER w
P B R G





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　　粛清



		第一章　衣装係と教祖様



		第二章　汝は邪教徒なりや



		第三章　バッド・エスケープ



		第四章　アズランメレフの再誕



		終章



		あとがき



		奥付











item/image/p064.jpg





item/image/p056.jpg





item/image/p216.jpg





item/image/k002.jpg
S g
\ e,

BER | 002

a






item/image/k001.jpg





item/image/p257.jpg





item/image/k004.jpg
= [0 QHAING B EIR SRR 20BN 5 00Q e |

1DHKZED>TITEIL






item/image/k003.jpg
N AEZ R ML T

LT E P He A D I K
HREWETIEZTHILE S5
4 RS b OELRIC

) REF0EL TS, 3hTIC \
// HUTHBRE T T 4

S rd

,_
-

/ a?&'}’.‘;b‘k)\o

IKETrA ERSAY

IV
o JHU XA






item/image/k005.jpg
@eiiN

<R 4t

iaiiy

- ER1 |40t

< R 110

-« R Bt

- Sk

fRim

RER K 0

RBRFESoE

(PSRN

NN XA NS e

214 134 81 22 10

284

E

THAv/BE





item/image/photo.jpg





item/image/p172.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg
?EE{
@%%_:ﬁ LA - KA —N
gi@/«%\@m@





item/image/p126.jpg





item/image/t006.jpg
P





item/image/p009.jpg





